
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 

 

 

街道を活用した広域関東の新たな観光振興策の調査検討業務 

 

 

 

 

事 業 報 告 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月 

 

国土交通省 関東運輸局 
  



 

 

  



 

 

 

［目 次］ 

１． 業務の概要 ................................................................................................................... 1 

１-１ 業務の目的等 ................................................................................................................................. 1 

１-２ 業務フロー ...................................................................................................................................... 3 

１-３ 業務工程 ........................................................................................................................................... 4 

２． 街道をテーマとした既存取組事例の調査事業 ................................................. 5 

２-１ 調査手法 ........................................................................................................................................... 5 

２-２ 広域関東エリアでの取組事例の調査 ................................................................................ 6 

２-３ 広域関東エリア外での取組事例の調査 ........................................................................ 24 

２-４ 旅行メディアにおける街道観光の取り上げ方について ...................................... 44 

３． 街道をテーマとした既存旅行商品の調査事業 .............................................. 89 

３-１ 調査手法 ........................................................................................................................................ 89 

３-２ 調査結果 ........................................................................................................................................ 90 

４． 市場のニーズ調査事業 .......................................................................................... 91 

４-１ インターネット調査 ................................................................................................................ 91 

４-２ グループ・インタビュー .................................................................................................. 111 

５． 連携可能なコンテンツの整理 .......................................................................... 114 

５-１ 調査手法 .................................................................................................................................... 114 

５-２ 調査結果 .................................................................................................................................... 114 

６． 街道の成り立ちや歴史的な背景の整理 ...................................................... 115 

６-１ 調査手法 .................................................................................................................................... 115 

６-２ 総  論 .......................................................................................................................................... 116 

６-３ 東海道 ......................................................................................................................................... 118 

６-４ 中山道 ......................................................................................................................................... 120 

６-５ 日光街道（日光道中） ....................................................................................................... 124 

６-６ 甲州街道（甲州道中） ....................................................................................................... 128 

６-７ 奥州街道（奥州道中） ....................................................................................................... 130 

６-８ 五街道の特徴について（とりまとめ） .................................................................... 132 

６-９ 江戸街道のロゴマーク検討 ............................................................................................. 146 

７． 街道を活用した広域関東の新たな観光振興策の検討 .......................... 147 

７-１ 検討方針 .................................................................................................................................... 147 

７-２ 検討結果 .................................................................................................................................... 148 

８． 次年度の進め方の検討 ..................................................................................... 158 

８-１ 検討方針 .................................................................................................................................... 158 

８-２ 検討結果 .................................................................................................................................... 159 

 

 

  



 

 

 

 

 



 

1 

１．業務の概要 

１-１ 業務の目的等 

１-１-１ 業務の目的 

日本橋を起点とする五街道と、その枝道として整備された水戸街道や成田街道等の脇往還に

ついては、広域関東1エリアを網羅しており、現在でもこの街道沿いには歴史的な観光資源は

もとより、食や文化など魅力的なコンテンツが豊富に点在している。 

関東運輸局では、コロナ禍で疲弊した広域関東の観光振興施策として、五街道を活用した『江

戸街道プロジェクト』を立ち上げ、「『江戸街道プロジェクト』実施方針(案)」(関東運輸局観

光部, 令和 4 年 5 月 20 日)2をとりまとめた。 

本実施方針(案)に基づき、街道をテーマとした事業事例及び観光資源等を発掘する調査を行

い、新たな観光振興施策として広域関東を「江戸街道」というテーマやキャッチコピー等によ

ってブランディングし、効果的に国内及び海外へ発信し誘客を促進させるとともに、広域関東

として地域の特性を活かしながら、観光客が滞在又は周遊でき、消費拡大につながる仕組みづ

くりを行うことを目的とした。 

 

１-１-２ 業務の概要 

事 業 名：街道を活用した広域関東の新たな観光振興策の調査検討業務 

工 期：令和 4年 9 月 27 日～令和 5年 2 月 28 日 

発 注 者：関東運輸局 観光部 観光企画課 

受 注 者：株式会社ケー・シー・エス 東京支社 

 

 

１-１-３ 業務項目・数量 

表 １-１ .1 業務項目・数量 

業務項目 単位 数量 摘要 

 1. 計画準備 式 1  

 2. 街道をテーマとした既存取組事例の調査事業 式 1  

   2-1. 広域関東エリアでの取組事例の調査 式 1  

   2-2. 広域関東エリア外での取組事例の調査 式 1  

   2-3. 好事例におけるターゲット層とニーズの調査 式 1  

 3. 街道をテーマとした既存旅行商品の調査事業 式 1  

 4. 連携可能なコンテンツの整理 式 1  

 5. 街道の成り立ちや歴史的な背景の整理 式 1  

 6. 市場のニーズ調査事業 式 1  

 7. 街道を活用した広域関東の新たな観光振興策の検討 式 1  

 8. 次年度の進め方の検討 式 1  

 9. 報告書の作成 式 1  

10. 打合せ協議 回 6  

  

 
1 ここでいう「広域関東」とは、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山

梨県、長野県の１都１０県をいう。 
2 「『江戸街道プロジェクト』実施方針(案)」（https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/content/000267518.pdf） 

https://wwwtb.mlit.go.jp/kanto/content/000267518.pdf
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＜参考：江戸街道プロジェクトについて＞ 
『江戸街道プロジェクト』概要 

【概要】 

日本橋を起点とする五街道と、その枝道として整備された水戸街道や成田街道等の脇往還（以降、

五街道と脇往還を合わせて「江戸街道」という。）については、広域関東エリアを網羅しており、現在

でもこの江戸街道沿いには歴史的な観光資源はもとより、食や文化など魅力的なコンテンツが豊富に

点在している。そこで、新たな観光振興施策として、現在インバウンド向けに「Tokyo＆Around 

Tokyo」として展開している広域関東を「江戸街道」という統一テーマによって更にブランディング

することで、効果的に国内及び海外へ発信し誘客を促進させ、コロナ禍で疲弊した広域関東に元気を

取り戻す取り組みを行う。 

また、広域関東として地域の特性を活かしながら、DMO 等が地域において稼げる仕組みづくりを

行う。 

【プロジェクトのメリット】 

➢ 広域での取り組みができるため、各地域が持つ長所（観光地としての強み）を最大限に引き出しな

がら、互いの短所（観光名所だけでなく観光に必要なインフラ等）を補うことができる。 

➢ 江戸街道は地理的にＪＲ(新幹線含む)等の鉄道路線や主要道路(高速道路含む)等に沿っており、旅

行者の動線に合わせ、関係者間での連携が取りやすい状況にある。 

➢ インバウンドでは、都県の枠を超えた統一テーマでの発信により地域一帯を強く印象づけることが

できる。 
 
 

『江戸街道プロジェクト』意義 

【広域関東におけるブランディングの必要性】 

九州や北海道など他の地域と差別化することで、マーケティング全般において優位性を保つことが

できる。 

例えば、顧客が旅行を企画する際に広域関東＝「江戸街道（五街道）」という統一的なイメージが

浸透していれば、SNS 等での拡散も多くなり国内外から選ばれる可能性も高くなるので、他地域と

の競争力が強くなる。つまり、ブランディングに成功すると広域関東に対する旅行者の愛着も高まり、

リピーターを増やせる可能性も高くなるので、エリア全体における誘客促進に繋げることが出来る。 

【なぜ「街道」なのか】 

➢ 「街道」による観光振興を行うと、様々な部分での整備も必要になる。ウォーキングだけでなく車

や公共交通機関等を使うことも考えると、歩道や宿泊・休憩等施設の整備以外にも、駐車場、ター

ミナル等交通結節点の整備も必要となるので、道路管理者である国や自治体等と民間事業者団体等

が余儀なく連携することになる。また、同時に地域住民による受入環境整備への協力が進むことで、

必然的に観光による地域ネットワークが構築することが出来る。 

➢ 観光振興による地域経済の活性化とは、まずは一人でも多くの観光客に来て頂き消費を促すこと

であるが、街道観光については、地域の産業や文化、食や自然等に地域住民との交流を通して接す

る機会（体験）が増えるので、SNS 等での情報拡散も含めた情報発信を行えば、観光客すなわち

交流人口を増やすことが可能となる。 

➢ 街道観光は、自治体の境界を越えた広域での取組が可能となるため、各地域が持つ長所（観光地と

しての強み）を引き出しながら、互いの短所を補うことが出来るが、特に江戸五街道に関しては、

JR 等の鉄道路線や主要道路等に沿っていることから、旅行者の動線に合わせた関係者間での連携

が取りやすくなる。 
 

出典：「『江戸街道プロジェクト』実施方針(案)」(関東運輸局観光部, 令和 4 年 5 月 20日) 
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１-２ 業務フロー 

本業務は、以下のフローに沿って執り行った。 

 

 

 

図 １-２ .1 業務フロー 
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１-３ 業務工程 

本業務は、概ね以下の工程に従って実施した。 

 

表 １-３ .1 業務スケジュール 
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２．街道をテーマとした既存取組事例の調査事業 

２-１ 調査手法 

１） 調査目的 

五街道を活用した『江戸街道プロジェクト』の推進にあたっての基礎資料として、広域関東

エリア内における街道観光に関連すると考えられる取組事例を収集した。また、広域関東エリ

ア外についても取組事例の収集を行った。さらに、好事例について、ターゲット層やニーズの

特性等を把握するため、ヒアリング調査による詳細情報を取集した。併せて、広域関東エリア

内については、『江戸街道プロジェクト』に積極的な地域の抽出に留意した。 

 

２） 調査方法 

① 基本収集 

街道観光に係る取組事例を WEB 調査等により収集した。 

② 好事例を抽出する観点の検討 

WEB 調査による基本収集で得られた事例に基づいて、好事例を抽出する観点を検討した。

観点の例は次のとおりである。 

例：取組の継続年数(ex.長く続いている等)、連携形態(ex.民間事業者が参画している等)、情

報発信の状況(ex.情報発信が活発である等)、市場の認知状況(ex.商品化され人気がある、国内・

国外メディアへの露出度が高い、等)、連携意欲・地域の思い、等 

③ 好事例に関する詳細調査 

好事例として抽出した 5 事例程度について、文献・資料調査やヒアリング調査により、ター

ゲット層やニーズの特性等に関する詳細調査を行った。なお、江戸街道プロジェクトとの連携

意向についてもヒアリングした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１ .1 調査フロー 
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２-２ 広域関東エリアでの取組事例の調査 

２-２-１ 取組事例の基本収集（広域関東） 

１） WEB 調査による収集事例数（広域関東） 

広域関東エリアの１都１０県（エリア内の全国街道交流会議首長会への参画自治体は 18 自

治体）を対象地域として、WEB調査により、観光協会、DMO、自治体等による街道観光に係

る取組事例を収集した。街道観光に係る取組事例の収集件数を図 ２-２.1 及び表 ２-２.1 に

示す。ここでは取組主体（観光協会、DMO、自治体等）及び取組内容が把握できる事例を１事

例とした。なお、事例整理の都合上、例えば「街道や宿場に関する情報発信」も取組の一形態

であるため、同じ地域の取組であっても情報発信者が違う場合は別事例として計上した。この

ため、全体に宿場数より事例数の方が多くなる傾向になる。 

日本橋を起点とする五街道を中心に、脇往還も含めて広くWEB 調査を行った結果、街道に

係る取組事例として総計 176 件が収集された(広域関東内の五街道の宿場数は 128 宿、自治

体数は 75 自治体)。街道別にみると、街道の延長や宿場数、沿道の自治体数も違うので単純比

較はできないが、事例数が多かったのは中山道の 55 件であり、次いで日光街道・奥州街道の

40 件、甲州街道の 33件、東海道の 27 件の順となった。 

以上のことから、広範囲に街道観光に係る取組が行われていることが窺われる。 

 

 
注）奥州街道は日光街道・宇都宮宿からの分岐以北を計上 

図 ２-２ .1 事例の収集件数（広域関東） 

 

表 ２-２ .1 街道観光に係る取組の収集事例数（広域関東）  

街道名 
収集された 

事例数 

宿場数あたり 

事例数 

収集事例の内訳 

地域 地域間 広域連携 

東海道五十三次 （10 宿） 27 2.7 件 21 4 2 

甲州街道四十四次 （44 宿） 33 0.8 件 27 4 2 

中山道六十九次 （43 宿） 55 1.3 件 42 10 3 

日光街道二十一次 （21 宿） 36 1.7 件 31 4 1 

奥州街道二十七次 （10 宿） 4 0.4 件 4 0 0 

脇往還など 21 － 9 6 6 

合計 176 － 134 28 14 

凡例  地域：自治体ごとの取組   地域間：複数の自治体が連携した取組   広域連携：複数の都道府県が連携した取組 

注）各街道のカッコ内に示した宿場数は、広域関東エリア内の宿場数を示す。  
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２） 連携形態別の事例数（広域関東） 

収集した取組事例について、地域連携の形態を「地域」「地域間」「広域連携」に区分した

件数を図 ２-２.2 に示す。また、街道ごとの宿場別・自治体別に収集事例の件数を一覧表に

したものを表 ２-２.2に示す。 

収集された事例件数 176 件に対し、五街道沿道の自治体数は 75 であり、各自治体で 2 件

以上の取組があることになる。事例件数は取組主体ごとに計上しており、各自治体で複数の取

組主体(自治体・観光協会・NPO 等)が活動している例が多いことを反映している。 

連携の形態別にみると、「地域」は 134 件（76%）、「地域間」は 28件（16%）、「広

域連携」は 14 件（8%）である。したがって、少なくとも収集された 176 事例の内訳をみる

と、全体の約４分の３は自治体ごとの取組であり、自治体間または広域で連携している事例は

約４分の１である。 

以上のことから、街道観光に係る取組において、地域間の連携や広域連携については、さら

に推進する余地（ポテンシャル）があるものと考えられる。 

 

 

 
注）奥州街道は日光街道・宇都宮宿からの分岐以北を計上 

図 ２-２ .2 連携種別の件数（広域関東） 
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表 ２-２ .2 街道宿場別・自治体別の収集事例数の一覧表（広域関東） 

  

宿場ごと 宿場ごと 宿場間 宿場ごと 宿場間

1 東京都 品川区 品川宿 2 1 東京都 板橋区 板橋宿 4 1 東京都 足立区 千住宿 2

2 川崎市 川崎宿 3 2 蕨市 蕨宿 3 1 2 草加市 草加宿 1

3 神奈川宿 1 3 浦和宿 3 3 越谷市 越ヶ谷宿 3

4 程ヶ谷宿 2 4 大宮宿 1 4 春日部市 粕壁宿 3 (1)

5 戸塚宿 2 5 上尾市 上尾宿 2 5 杉戸町 杉戸宿 4

6 藤沢市 藤沢宿 2 6 桶川市 桶川宿 1 6 幸手市 幸手宿 3

7 平塚市 平塚宿 2 7 鴻巣市 鴻巣宿 1 (1) 7 久喜市 栗橋宿 5

8 大磯町 大磯宿 2 8 熊谷市 熊谷宿 1 8 中田宿

9 小田原市 小田原宿 2 9 深谷市 深谷宿 1 (1) 9 古河宿 1

10 箱根町 箱根宿 3 10 本庄市 本庄宿 1 10 野木町 野木宿 1

静岡県 三島市 三島宿 11 新町宿 11 間々田宿 (1)

小計 23 2 2 27 12 倉賀野宿 12 小山宿 1

13 高崎宿 13 新田宿

14 板鼻宿 14 小金井宿

15 安中宿 15 石橋宿 1

16 松井田宿 16 雀宮宿

17 坂本宿 17 宇都宮宿

宿場ごと 18 軽井沢宿 18 徳次郎宿

1 新宿区 内藤新宿 1 19 沓掛宿 19 大沢宿

2 下高井戸宿 20 追分宿 20 今市宿

3 上高井戸宿 21 御代田町 小田井宿 21 鉢石宿

4 国領宿 22 岩村田宿 小計 31 4 1 36

5 下布田宿 23 塩名田宿

6 上布田宿 1 24 八幡宿

7 下石原宿 25 望月宿

8 上石原宿 26 （茂田井間の宿）

9 府中市 府中宿 2 27 立科町 芦田宿 2

10 日野市 日野宿 2 28 長久保宿 宿場ごと 宿場間

11 八王子宿 2 29 和田宿 3 ※日光街道の宇都宮宿から分岐

12 駒木野宿 1 30 下諏訪町 下諏訪宿 2 1 宇都宮市 白沢宿 (1)

13 小原宿 5 31 塩尻宿 1 2 氏家宿

14 与瀬宿 32 洗馬宿 3 喜連川宿

15 吉野宿 1 33 本山宿 4 佐久山宿

16 関野宿 34 贄川宿 5 大田原宿

17 上野原宿 35 奈良井宿 6 鍋掛宿

18 鶴川宿 36 木祖村 藪原宿 2 7 越堀宿

19 野田尻宿 37 宮ノ越宿 8 那須町 芦野宿 1

20 犬目宿 38 福島宿 9 白坂宿

21 下鳥沢宿 39 上松町 上松宿 1 10 白河宿 1

22 上鳥沢宿 40 須原宿 小計 4 0 0 4

23 猿橋宿 41 野尻宿

24 駒橋宿 42 三留野宿

25 大月宿 43 妻籠宿

26 下花咲宿 岐阜県 中津川市 馬籠宿

27 上花咲宿 小計 41 10 4 55

28 下初狩宿

29 中初狩宿 ■その他、脇往還など
30 白野宿

31 阿弥陀海道宿

32 黒野田宿 1

33 駒飼宿 東京都・神奈川県 大山街道 1

34 鶴瀬宿 神奈川県 中原街道・鎌倉古道ほか 1

35 勝沼宿 山梨県 みのぶ道（身延往還） 1

36 山梨市 栗原宿 1 長野県 千国街道・北國街道 3

37 笛吹市 石和宿 埼玉県 川越街道、日光御成道 1 1

38 甲府市 甲府柳町宿 栃木県 日光例幣使街道 2

39 韮崎市 韮崎宿 2 栃木県・福島県 会津西街道、会津中街道 2

40 台ヶ原宿 2 福島県・新潟県 八十里越街道 3

41 教来石宿 福島県 下野街道、会津米沢街道 2 2

42 富士見町 蔦木宿 1 千葉県 水戸街道ほか 1 1

43 茅野市 金沢宿 1 小計 9 6 6 21

44 諏訪市 上諏訪宿 (3)

※ 中山道・下諏訪宿に合流

小計 29 4 0 33

1

1

区分

福島県 白河市

中山道

日光街道

奥州街道

合計

栃木県

注1) カッコ書きの数字は、他で既に計上されているもの（重複回避）。
注2) 同色のセルは、連携している事例を示す。

地域
ごと

地域間
連携

長野県

軽井沢町

佐久市

南木曽町

1

脇往還など

東海道

甲州軌道

1

小山市

さくら市

大田原市

那須塩原市

日光市

1

1

1

(1)

1

2

1

2

長野県

1

1

山梨県

上野原市

1

1

1

大月市 1

甲州市

1

神奈川県

東京都

相模原市

1

1

北杜市

杉並区 1

調布市

八王子市

木曽町

大桑村

2

1

1

1

長和町

塩尻市

1

3

4

0

6

26

55

都道府県 市区町村 宿場名都道府県 市区町村 宿場名

1
2

1
2

1

埼玉県

さいたま市

群馬県

高崎市

安中市

1

下野市

宇都宮市

36

4

21

176

広域連携

2

0

4

1

0

6

13

合計

27

33

地域内連携
(自治体間の連携)

広域連携
(都県間の連携)

地域ごと

宿場間の連携

都道府県 市区町村 宿場名 地域ごと

1

1

1

都道府県 市区町村 宿場名

取組の件数

取組の件数

神奈川県 1

横浜市
1

1

宿場間の連携

地域内連携
(自治体間の連携)

広域連携
(都県間の連携)

地域ごと

取組の件数

取組の件数

■事例数の集計

都道府県 市区町村 宿場名

1

広域
連携

地域ごと 地域間連携
(自治体間の連携)

地域ごと 地域間連携
(自治体間の連携)

広域
連携

2

1

埼玉県 2

茨城県 古河市

1

1

(1)

栃木県

■日光街道　二十一次

■奥州街道　二十七次　（※千住～宇都宮宿までは日光街道を参照）

(1)

都道府県 街道名
広域
連携

■東海道　五十三次

■甲州街道　四十四次

■中山道　六十九次

地域

23

29

41

31

4

9

137

地域間

2

4

10

地域内連携
(自治体間の連携)

広域連携
(都県間の連携)

取組の件数
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３） 収集事例の内容（広域関東） 

広域関東エリアにおいて収集した 176事例の概要を表 ２-２.3 に示す。 

 

① 収集した取組事例の概要（広域関東） 

街道観光に係る取組内容として最も多かったのは、昔は宿場だったことを自治体や観光協

会が HP で PR しているものである。それに関連して、当該宿場の歴史の紹介、関連する文化

財の紹介、伝統の祭りや地元特産品の食や工芸品等と関連させる案内などがみられる。 

「街道観光」に結びつき発展させられそうな取組としては、散策コース・トレッキングコー

スの案内やガイドマップの提供、ガイドの紹介等の取組がみられる。これらの取組の中には、

東海道の「箱根八里3」、日光街道の「埼玉六宿4」、中山道の「上州七宿5」のように、複数の

自治体が連携して“線”として行っている取組もみられる。 

また、八王子メッセ「街道市」(八王子商工会議所)のように“宿場”のほかに“市場”に着

目する事例も散見される。ちなみに、街道市とは「この甲州街道沿いの地域連携と交流を深め

る目的で開催されていて、会場には八王子周辺（日野市、神奈川県相模原市）や山梨県（甲府

市、北杜市、笛吹市、山梨市、甲斐市、大月市、韮崎市）、そして長野県諏訪市までさまざま

な地域の特産品やグルメが集結する」と位置づけられている広域的な取組である。 

さらに、ウォークイベント（宿場めぐり、七福神めぐり、街道を歩く、歴史の道ツーリズム、

謎解きツアー等）のほか、スタンプラリー系（御宿場印、お城印、お湯印等）の取組も多い。

「印」を購入する形式や「通行手形」にスタンプを集める形式、スマホでデジタル・スタンプ

を集める形式のほか、「踏破証明書」を発行する事例もある。 

 

 

 

 

  

 
3 箱根八里とは、東海道の小田原宿から箱根宿までの四里と、箱根宿から三島宿までの四里を合わせた区間をいう。唱

歌に「箱根の山は、天下の嶮」と歌われた難所である。（日本遺産） 
4 日光街道・埼玉六宿とは、埼玉県の草加宿(草加市)、越ヶ谷宿(越谷市)、粕壁宿(春日部市)、杉戸宿(杉戸町)、幸手宿

(幸手市)、栗橋宿(久喜市)をいう。 
5 中山道・上州七宿とは、群馬県の新町宿・倉賀野宿・高崎宿(以上、高崎市)、板鼻宿・安中宿・松井田宿・坂本宿(以

上、安中市)をいう。 
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② 取組事例の主な内容（広域関東） 

取組事例の内容について、いくつかの観点からピックアップして紹介する。 

 

＜観点１：取組主体の観点＞ 

取組主体は、自治体、観光協会、商工会議所や商店街連合会や金融機関のほか、街道名や宿

場名を冠した団体等がみられる。 

取組主体の観点から特筆すべき事例として「御宿場印プロジェクト」がある。 

これは、足立成和信用金庫が日光街道・日光西街道で発信したプロジェクトであり、街道の

各信用金庫・観光協会・NPO・民間事業者（飲食・宿泊・交通）等と連携している(下記参照)。

多くのプレイヤーが参画でき、いずれの宿場にも適用可能な手法である点は注目される。 

 

「御宿場印（ごしゅくばいん）」プロジェクトとは 

足立成和信用金庫発祥の地「北千住」は、寛永 2 年（1625 年）五街道の整備により、日光・奥

州街道の初宿（第 1 番目の宿駅）に指定された宿場町となります。そのような街と共に歩む「信用金

庫」として何かできないかと考え、「御宿場印」というものを発案いたしました。（2020 年 12 月、

商標登録出願） 

そして、「コロナ禍における地域経済活性化」という当金庫と同じ想いを抱いていた、鹿沼相互信

用金庫様、足利小山信用金庫様、結城信用金庫様、および各地域の観光協会様や NPO 団体様にご協

力をいただき、日光街道および松尾芭蕉が辿った日光西街道を来訪した証しに「日光街道・日光西街

道 御宿場印めぐり」として、各地域にて「御宿場印」を販売することになりました。（2021 年 4

月 24 日 先行販売開始、2021 年 7 月 4 日 全 30 か所で全種類販売開始） 
 

出典）足立成和信用金庫 HP 
 

 

「御宿場印」の取組はこの後、会津西街道、東海道へと急速な広がりを見せている。 

「東海道・御宿場印めぐり」は、当初は日本橋から三島宿まで、2022年 10 月 7 日から

販売開始しており、その時点で参画している金融機関や団体、民間事業者は以下のとおりであ

る。 

 

■参加金融機関（担当宿場） 

東京シティ信用金庫（日本橋）、城南信用金庫（品川宿）、川崎信用金庫（川崎宿）、横浜信用金庫

（神奈川宿、保土ヶ谷宿、戸塚宿）、かながわ信用金庫（藤沢宿）、平塚信用金庫（平塚宿）、中南

信用金庫（大磯宿）、さがみ信用金庫（小田原宿、箱根宿）、三島信用金庫（三島宿） 
 
■販売場所 

日本橋      ：日本橋観光案内所 

品川宿      ：旧東海道品川宿交流館 

南品川櫻河岸：まちなか観光案内所 

川崎宿      ：東海道かわさき宿交流館 

神奈川宿    ：慶運寺／sakura cafe／サンオリーブ／魚レストラン マルシェ／ 

横浜マルニカフェダイニング／川窪牛豚肉店 

保土ケ谷宿  ：桑名屋 

戸塚宿      ：交流広場とつか／純喫茶モネ 

藤沢宿      ：藤沢市ふじさわ宿交流館 

平塚宿      ：平塚市観光協会 

大磯宿      ：大磯町観光協会 

小田原宿    ：小田原市観光交流センター内 

箱根宿      ：箱根関所内／箱根町観光交流センター／道の駅箱根峠 

三島宿      ：三島観光案内所 
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＜観点２：まちづくりの観点＞ 

宿場が所在する自治体は、ほぼ例外なく「昔は宿場町」だったことを資源と捉えており、ま

ちづくりのテーマとして、大なり小なり宿場や歴史・文化を取り上げている。ここでは、街道

観光や宿場という要素に大きくフォーカスした事例をいくつか例示する。 

・東海道・品川宿(東京都品川区)では、「旧東海道品川宿周辺まちづくり協議会」が取組主体

となって、まち並み整備プロジェクト等に取り組んでいる。また、川崎宿(川崎市)では、

「川崎宿起立 400 年プロジェクト」が推進されている（街路灯フラッグ、浮世絵マンホ

ール、祭り・イベント等）。 

・埼玉県は、中山道・日光街道が通っており、県内の旧街道や旧宿場町、城下町などの歴史

的な拠点や軸を明確にし、埋もれている歴史的資源を発掘し、保全・活用する「歴史のみ

ち広域景観形成プロジェクト」に平成 22 年度から取り組んでいる。 

・中山道では、古くから奈良井宿や妻籠宿の歴史的な街並みに全国的な知名度があり、小諸

を始め街道景観や情緒を観光資源と捉えた取組があった。最近では、和田宿(長野県長和

町)の「和田宿の明日を考える会」が和田宿街道の復元建設計画、宿泊設備の拡充、観光客

用駐車場拡充、地産地消型レストラン誘致、農作物・畜産物のブランド化、伝統行事の充

実、和田宿への移住 PR および援助等のプロジェクトを推進している（図 ２-２.3 参照）。 

 

 
出典）和田宿のあしたを考える会 HP 

図 ２-２ .3 和田宿街道復元完成予想イメージ（長野県長和町）  

 

 

＜観点３：人材育成の観点＞ 

越ケ谷市では、平成 27 年度より「こしがや『まち未来創造塾』(塾長：丁野朗氏)」を設け

て、市内の人材・団体の取組支援を継続的に実施しており、日光街道の埼玉六宿のうち越谷宿

としての街道観光の取組にも「まち未来創造塾」の取組成果が反映されている。 
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表 ２-２ .3 街道観光に係る取組事例の概要（広域関東：1/3） 
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表 2-2.3 街道観光に係る取組事例の概要（広域関東：2/3） 
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表 2-2.3 街道観光に係る取組事例の概要（広域関東：3/3） 
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２-２-２ 好事例の詳細調査（広域関東） 

１） 好事例の抽出の観点（広域関東） 

好事例を抽出する視点として、大きく２つの視点を設定した。まず江戸街道プロジェクトの

趣旨である「地域連携」を念頭に、次に街道を活用した広域関東の新たな観光振興策の検討（本

章７）の読み手として想定する「観光地域づくり法人（DMO）」への知見の横展開を想定し、

取組みがイメージしやすい連携の区分を踏まえて選定した。 

 

＜参考＞観光地域づくり法人（DMO）の登録区分について （観光庁WEB サイトより） 

「広域連携（広域連携 DMO）」 

・地方ブロックレベルの区域を一体とした観光地域として、マーケティングやマネジメン

ト等を行うことにより観光地域づくりを行う組織。 

「地域間連携（地域連携 DMO）」 

・複数の地方公共団体に跨がる区域を一体とした観光地域として、マーケティングやマネ

ジメント等を行うことにより観光地域づくりを行う組織。 

「地域連携（地域ＤＭＯ）」 

・原則として、基礎自治体である単独市町村の区域を一体とした観光地域として、マーケ

ティングやマネジメント等を行うことにより観光地域づくりを行う組織 

 

また、選定する事例は必ずしも観光入込客数や観光消費額において成果を出しているものに

限らず、新しい取り組みであっても参考となる事例は対象とすることとした。 

以上の視点から、前項で示した様々なパターンをもった取組みを示す目的で、WEB 調査を

通じて把握した広域関東の各事例の中から、以下の６つの事例について深掘りして取組を把握

することとした。 

 

 

表 ２-２ .4 抽出した好事例 

 取組み箇所・事業名 実施主体 取組区分 観点 

① 御宿場印プロジェクト 足立成和信用金庫 広域連携 取組主体 

② 埼玉六宿 埼玉県利根振興センター 地域間連携 取組主体 

③ 妻籠宿保存事業 (公社)妻籠を愛する会 地域連携 まちづくり 

④ 

継承されている城下町の江戸

文化を活用したコンテンツ造

成 

DMO 川越 地域連携 まちづくり 

⑤ 和田宿再開発プロジェクト 和田のあしたを考える会 地域連携 まちづくり 

⑥ こしがや「まち未来創造塾」 まちづくり越谷 地域連携 人材育成 
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２） 好事例の詳細調査結果（広域関東） 

① 御宿場印プロジェクト 

・「御宿場印」は、2021 年 4 月に日光街道と会津街道から始まり、東海道にも拡大し、

2023 年 3 月には京都まで到達予定である。今後、奥州街道への展開が企画されている。

また、宿場めしやスタンプラリー等への展開も検討されている。 

・拡大の成功要因は、「御朱印」巡りが下敷きであり一般に分かりやすいこと、取組への各参

画者にメリットがあるスキームだったこと、信金ネットワークを基盤にしたこと等が大き

かったと考えられる。（ただし、信金としては異例の発想であったとのこと） 

・地域との関係づくりにおいては、「日光街道でやると決めたが、日光街道沿いの関係者の

横のつながりはなく、また宿場町であったという認知も持っていない状況」「地域ごとに

最初に声をかけるべき箇所が異なり、慎重を期した」「できるところからやっていったこ

とが成功のポイント」とのことであり、この点の進め方も他地域の参考になると思われる。 

・全国展開が可能なスキームである。ただし、信金サイドの負担が大きくなっており、取組

事務局を設けるなど適切な運営体制を検討する必要があると考えられる。 

※江戸街道プロジェクトとの連携に前向きである。 

 

「御宿場印（ごしゅくばいん）」プロジェクトとは 

足立成和信用金庫発祥の地「北千住」は、寛永 2 年（1625 年）五街道の整備に

より、日光・奥州街道の初宿（第 1 番目の宿駅）に指定された宿場町となります。

そのような街と共に歩む「信用金庫」として何かできないかと考え、「御宿場印」

というものを発案いたしました。（2020 年 12 月、商標登録出願） 

そして、「コロナ禍における地域経済活性化」という当金庫と同じ想いを抱いて

いた、鹿沼相互信用金庫様、足利小山信用金庫様、結城信用金庫様、および各地域

の観光協会様や NPO 団体様にご協力をいただき、日光街道および松尾芭蕉が辿っ

た日光西街道を来訪した証しに「日光街道・日光西街道 御宿場印めぐり」として、

各地域にて「御宿場印」を販売することになりました。（2021 年 4 月 24 日 先

行販売開始、2021 年 7 月 4 日 全 30 か所で全種類販売開始） 

出典）足立成和信用金庫 HP 

 

表 ２-２ .5 好事例のヒアリング結果（御宿場印プロジェクト）  

項 ヒアリング対象箇所の情報 

取 組 「御宿場印プロジェクト」 

対 象 足立成和信用金庫 

区 分 広域 

観 点 取組主体 

街 道 日光街道 
 

項 収集内容 

Ａ 「御宿場印プロジェクト」の取組状況 

〇取組みの契機・経緯 

・千住の街は、ポテンシャルがあるものの（日本で六番目に乗降が多い駅、最も栄えた宿場町）あまり活気がなか

ったが、テレビなどへの訴求などを通じ段々と活気がでてきた。 

・そこで、この先の展開を考えた際に、新たな観光資源を作ろうとなり、御朱印の発想から「宿場印」ができない

かと企画された。 

・企画は1人で考えるのではなく、ユニットを組んで取組んでおり、足立区との包括連携協定などが下支えとな

り、東武鉄道や東京商工会議所などが絡み、足立区内はやりやすい環境ではあった。 

・信用金庫のネットワーク（エリアが被らないことが多い）を活用し、一緒になって頑張ろうとなった。鹿沼相互信用金庫との

連携していたことで、日光まで取組みを伸ばそうとなり、足立区のみにとどめず対象エリアを拡大することを決めた。 

〇ターゲットの設定状況（性年代、ニーズ） 

・健康目的でウォーキング人口は増大しており、特に40～50代が大きく増加傾向。 

・御朱印巡りは知名度があり、現役世代（20～60歳代）がいる。 
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〇関係づくり 

・地域ごとに最初に声をかけるべき箇所が異なり、慎重を期した。スキームを作り、そのスキームがいかにやりやすいか

を示した上で、地道に対面や電話でのコミュニケーションをとっていった。（通達だけではうまくいかなかった） 

・協力を投げかけた際、多くの関係者から「費用」と「手間」についての問合せが多かった。これに対し、「費

用」は発生しないこと、「手間」はデザインを作ってもらうことと販売するところの手配（およびお金の管理）

がかかることを示した。これにより大概のところは参画してくれた。一部、参画しないところは、NPOに依頼

したり、足立成和信用金庫がカバーしたりすることとした。 

〇当初の課題 

・自分たちも手探りで始めており、費用が見えないため、明確な説明ができなかった。 

・日光街道でやると決めたが、日光街道沿いの関係者の横のつながりはなく、また宿場町であったという認知も持

っていない状況であった。 

・当初大々的にプロモーションやまち巡りを行うことを考えていたが、コロナでできなかった。 

〇ポイント 

・できるところからやっていったことが成功のポイントであった。動いていった成果をマスコミに取り上げてもら

い、その成果を見て参画を決めた箇所もあった。 

・いろんな場所に寄ってもらい、そこで少しでもお金を落としてもらえるように工夫した。 

〇取組の近況 

・東海道にも波及し、本年3月には京都までつながることとなった。各都道府県の信用金庫は隣接する信用金庫と

ネットワークがあるので、エリアを跨ぐところで上手くつなげることができた。 

〇取組みの成果 

・商店街などに活気がでてきた、以前は夕方には店を閉めるところが多かった。 

・街のイベント（祭りなど）も他地域からの来訪者を想定することができた。これまでは、街のためのイベントで

あり、平日に開催されていたが、休日開催にもなりビジネスの機会が増えた（夜も店が営業するなど）。 

・旅行会社からもツアー化についての相談ももらえた。 

B 地域団体・民間企業との連携 

〇地域に期待すること 

・どこかが幹事になってとりまとめてくれるとよい。現在は、すべて足立成和信用金庫でやっており、マンパワー

の不足が課題である。 

・今後、奥州街道でも企画しており、つながったタイミングで、「御宿場印サミット」のようなイメージで関係者

が集まる機会を設けられるとよい。 

〇連携の成果 

・どのくらいお金を落としているかまでは追えていないが、御宿場印は1,000枚以上売れていることから、それ

だけの人が動いており、なんらか訪問先で消費があったことを想定すると、地域の活性化には貢献できていると

考えている。 

C 街道活用の今後の展望 

〇今後の展開 

・宿場めし、スタンプラリーなどの企画を検討中。 

・宿場めしは、飲食店を盛り上げるため 

・2025年は千住宿開宿400年を迎える。そのタイミングでは大きなイベントを行いたい。行政などでも話題が

出ている。 

〇江戸街道プロジェクトとの連携意欲（どのような連携があるとよいか） 

・盛り上げるための連携をしたい。 

・例えば、それぞれの宿場がイベント補助を申請したら無条件で認可してもらえるなど、人の移動を後押しするよ

うな企画（３宿以上を廻った人に贈呈とか）への支援を期待する。 

・仕掛けをする側、仕掛けに乗る側、両方にメリットのある仕組みを作ってもらえるとよい。 

D その他 

〇信用金庫の地域における役割 

・非営利団体であり、地域の盛り上がりにつながるためにお金を使う相互扶助の精神が根幹にある。 

・信用金庫のリテールは地域活性化には絶大な力がある。 

〇金融機関（信用金庫）との連携について 

・単発で終わるものではなく、地域の発展に持続的に貢献できる企画であること。 

・事業協力の相談の際は、信用金庫の強みをしっかり理解をしていただき、宣伝や声掛け、紹介といった信用金庫

のネットワークを活かせる企画であること。 
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② 埼玉六宿 
 

項 対象箇所の情報 

取 組 「埼玉六宿」 

対 象 埼玉県利根地域振興センター、テレビ埼玉 

区 分 地域間 

観 点 実施主体 

街 道 日光街道 
 

項 収集内容 

実施主体：幸手市（現在事務局） 

エリア ：日光街道 草加宿（草加市）、越ヶ谷宿（越谷市）、粕壁宿（春日部市）、

杉戸宿（杉戸町）、幸手宿（幸手市）、栗橋宿（久喜市） 

 

〇主な取組 

 6 市町村を紹介する地域連携マップの作成。 

 当該エリアでのスタンプラリーの開催。 

 

〇事例のポイント 

・杉戸町が平成２８年の開宿４００年を目指し、日光街道の埼玉県内の５自治体（宿

場町）に連携を呼びかけ、日光街道埼玉六宿連携会議を組織。 

・平成２８年に自治体間の枠を越えて、日光街道埼玉六宿連携スタンプラリーを開

催。また、令和３年度からは、ＪＡＦと連携しスマホを利用した六宿連携ドライブ

スタンプラリーを開催。このほか、埼玉県との連携により埼玉六宿の魅力を詰め込

んだパンフレットを作成。 

・自治体単独の「点」であった活動から日光街道を軸として一体となった取り組みで

地域のにぎわい創出を図る。 
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③ DMO 川越 
 

項 対象箇所の情報 

取 組 継承されている城下町の江戸文化を活用したコンテンツ造成 

対 象 (一社)DMO川越 

区 分 地域 

観 点 オーバーツーリズム解決、消費額向上、回遊性向上 

街 道 脇往還 
 

項 収集内容 

A 「城下町のまちなみを活用したコース造成」の取組状況 

・川越市は、川越藩本丸御殿遺構があり、その城下町の江戸文化として継承される蔵造りの町

並み、商いや食文化が体験できる本物の江戸文化・伝承され続いている商売・家が多く残っ

ている。 

・道毎に明治・大正・昭和の時代を体験できるテーマ設定を行う。 

・東京からのアクセスがよいこともあり、観光客は多く、また若者の来訪も多くみられる。し

かし、いわゆるオーバーツーリズムでもあり、週末を中心に、路線バスや地域住民の車の通

行の地域住民が車の通行の妨げとなるなど課題も多い。 

・こうした課題に対して、市内のステークホルダーによる対応はまだ不十分であり、実行組織

同士の連携を推進するために、DMO川越は事業を推進。 

・DMO川越が中心となり「小江戸川越文化体験ツアー」としてファムトリップを行い、コース

を策定してコンテンツの発掘と磨き上げを図った。 

B 地域団体・民間企業との連携（民間主体の場合は行政との連携） 

・(一社)DMO川越内に諮問機関として観光戦略会議を設置。メンバーに、地元企業なども入っ

てもらっている。 

・観光戦略として、６つの戦略を策定。戦略を念頭に置いて、川越街道(江戸街道)の魅力発掘を

誘客や回遊性向上につなげたい。 

・市内には多言語案内も可能なシルバー人材センターがあり、歴史にフォーカスしたツアーを

展開している。また、ボランティアガイドとして英語の通じる街川越、NPO法人 英語の通

じる街実行委員会、川越を英語で歩こう会などの多言語対応可能なガイド団体もあり、これ

らと連携し、インバウンド対応についても展開していく。 

C 街道活用の今後の展望 

・東京から近く、鉄道も３線が乗り入れており、交通の便がよいことから、日帰り客が多い。

また、若者の来訪が多いものの、多くは食べ歩き観光がメインであり、地域消費を向上させ

ることが課題。 

・蔵造りの町並みがある一番街エリアは、オーバーツーリズムとされており、郊外に周遊を促

せていくことも課題。 

・一方、川越街道としてみると、コンテンツは多くはない（川越城本丸御殿、大手門、カギ道

等のみ）。個々のコンテンツのブラッシュアップだけでなく、市内の各コンテンツとの結び

付きも必要と考えている。 

・事業予算が厳しく、川越街道を川越市だけで盛り上げるのは難しい。地域連携が図れる仕組

み作りおよび金銭的な支援を受けられる仕組み作りに期待している。 

D その他 

・関東運輸局の「江戸街道プロジェクト」と連携し、派遣された専門家と意見交換を行った。 
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④ 妻籠宿 
 

項 対象箇所の情報 

取 組 「妻籠宿保存事業」 

対 象 （公財）妻籠を愛する会 

区 分 地域、地域間 

観 点 実施主体 

街 道 中山道 

 

項 収集内容 

〇主な取組 

・昭和43年の長野県明治百年記念事業を活用して町並みの保存事業を開始。 

・地域憲章を制定し、保全活動を通じた観光活動と地域住民の暮らしに指針を持って活動を展

開。 

・保存事業開始を契機に開催した「文化文政風俗絵巻之行列」など、街道と宿場を感じてもら

えるイベントを長く継続。 

 

〇事例のポイント 

・宿場町の町並みを保全することが観光開発につながり、過疎地だった地域を存続できた背景

となった。 

・早くから住民憲章を定め、「売らない」、「貸さない」、「こわさない」の三原則を柱に取

り組む。 

・事業を通じた不具合は、徹底的に話し合って解決の方向を探ってきた（多数決で決めな

い）。 

・外部資本を制限し、観光消費が地域に還元されるよう配慮。 

・宿場町の景観を阻害するような宣材（ポスターやのぼり）などを禁止するほか、早くから電

柱の撤去にも取り組む。 

・来訪者調査を継続して実施し、データを

取得して活用（その結果、2019年では

日本人よりも外国人の来訪が多いことが

判明）。 

・昭和43年から続く「文化文政風俗絵巻

之行列」では、馬籠峠から妻籠宿までの

中山道を歩くイベント、164年前の旅人

や宿場に住んでいた人の気持ちを知ると

ころから開始した。 

 

 

 

 

  

妻籠宿「脇本陣奥谷」 
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⑤ 和田宿再開発プロジェクト 

 

項 対象箇所の情報 

取 組 「和田宿再開発プロジェクト」 

対 象 和田のあしたを考える会 

区 分 地域 

観 点 まちづくり 

街 道 中山道 

 

項 収集内容 

A 「和田宿再開発プロジェクト」の取組状況 

〇取組の近況 

・長野県の元気づくり支援金や空き家対策の補助を活用した古民家の再生。 

・町の協力隊制度を活用し、若い人に住んでもらう取組みなどを行っている。 

・若年層をターゲットとして、移住を勧める取組を行う。 

・県（地域政策課）と連携し今後の展開を模索するとともに、教育委員会や学識者からなる

調査委員会にはたらきかけ、和田宿の史跡の保存整備計画の歴史的重要性から計画の意義

を示してもらい、計画の早期実現要請を取り付けている。 

・町の協力隊のとりくみがバラバラであったのを、宿場を基本としつつ、どのようにとりま

とめていくか意見を吸い上げ、一つにとりまとめ、そのなかで若い人たちの意見を反映し

ていく。こういった取り組みを通じて、行政にも目を向けてもらいたいと考えている。 

・そのほか、コロナにより3年休止となっていた宿場まつりの実行を準備中であり、若い人た

ちにも参加してもらい地域の活性化を図る。 

〇取組みの契機 

・少子高齢化が進み、地域が持続できない危機が迫っている。若い人たちに生業を提供でき

ないかと言う視点で取り組んでいる。 

・町との認識の隔たりがあり、旧和田村の村民性が理解されにくいこともあり、合併から20

年弱が経ち、あきらめの雰囲気も出てきた。 

〇課題 

・人材が不足しており、他地域の連携までは取組めていない。 

・和田村が長和町として合併された後、観光予算の分配が旧和田村に継続的に配分されなく

なった。 

・住んでいるものが住めなくなってしまうところまで来ており、民間からの働きかけで社会

をつないでいかねばならない。 

 

B 地域団体・民間企業との連携（民間主体の場合は行政との連携） 

〇地域の連携 

・商工会の組織をベースとして、小売店や工務店などが考える会に参加。 

・和田宿おでんまの会と連携し、宿場の本陣の修理などを行う。 

 ※おでんま：まちの公共のものの修理など、ボランティアのこと 

・学校組織との夏祭り開催で灯篭に絵を描いてもらうなど連携をしている。 

〇地域（または行政）に期待すること 

・町にまかせるではなく、自分たちで決めていかないとならない。地域としてバラバラにな

らないよう若い人たちの考えも尊重できる場をつくる。こうしたことを通じて行政にも住
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民の想いに目を向けてもらえるようになって欲しい。 

〇連携の成果 

・若い人たちが少ないことは、次の世代に託せないということ。まちおこし協力隊のうち何

人かは地域に残ってくれている。こういった人たちに次の和田宿を託したいと考えてい

る。 

・かつて楽しかったことは考えても仕方がない、未来を彼らにつなぐことは、期待を持って

考えていくこと。そういった前向きになる楽しさを事務局として感じている。 

C 今後の展望 

〇今後の展開 

・地域に残ってくれたまちおこし協力隊に次の事務局のメンバーとして継いでいってもらい

たい。 

〇江戸街道プロジェクトとの連携意欲（どのような連携があるとよいか） 

・連携は大いに歓迎したい。 

 

D その他 

・なし 
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⑥ こしがや「まち未来創造塾」 

 

項 ヒアリング対象箇所の情報 

取 組 こしがや「まち未来創造塾」 

対 象 ㈱まちづくり越谷 

区 分  地域 

観 点 実施主体 

街 道 日光街道 

 

項 収集内容 

〇主な取組 

・越谷を集客交流（観光交流）都市とすることを目標とし「地域を担う優れた人材を輩出する

こと」「地域ならではのビジネスを創出すること」を目的に活動。 

・越谷市では宿場町の歴史を通して古くから伝わる「技」・「生業」は多く隠れており、そう

いった掘り出しをまちの人々が行う。 

 

〇事例のポイント 

・歴史的建造物のような、見てわかりやすいコンテンツは少ないが、宿場の歴史を通じて現代

に受け継がれた資源は多い。 

・そのため、観光の取組を支え、継続していける人材の育成を重視。 

・地域がコンサルタント等に答えを求めず、自ら考え、自らの責任でトライアル＆エラーで企

画を検討。 

・地域の魅力は地元の人では気づかないものもあることから、こしがや「まち未来創造塾」で

は、越谷市以外に在住する人も広く受け入れる。 

・こうした取組を通じて育成された人材が、市や商工会議所と連携する「越谷技博」や「越ケ

谷宿の雛めぐり」にて活躍。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

「まち未来創造塾」を通じた地域の取組を 

支えていく人材の発掘と育成 

塾生が企画に活躍する「越谷技博」 

と「越ケ谷宿の雛巡り」 
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２-３ 広域関東エリア外での取組事例の調査 

２-３-１ 取組事例の基本収集（広域関東エリア外） 

１） WEB 調査による事例数（広域関東エリア外） 

広域関東エリア外を対象地域として、全国街道交流会議首長会に参画する自治体に留意しな

がら、観光協会、DMO、自治体等による街道観光に係る取組事例について、WEB 調査により

収集した。 

広域関東エリア外の街道観光に係る取組事例の収集件数を図 ２-３.1 に示す。ここでは取組

主体（観光協会、DMO、自治体等）及び取組内容が把握できる事例を１事例とした。なお、同

じ地域の取組であっても取組主体が違う場合は別事例として計上した。 

五街道（関東広域エリア外）のほか、江戸時代及びそれ以前の街道や古道を中心に、近代以

降に確立された新しい「道」を含めて WEB 調査を行った結果、街道に係る取組事例として総

計 109 件が収集された。 

地方別にみると、北陸・東海が最も多く 38件であり、次いで九州・沖縄 21 件、中国・四

国 19 件、近畿 18 件、北海道・東北 13 件となっており、収集事例は全国に分布している。

北陸・東海が多いのは、中山道、東海道などの街道に係る市町村ごとの取組みが多いことが一

つの要因になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３ .1 連携種別の件数（広域関東エリア外） 

 

 

２） 連携形態別の事例数（広域関東エリア外） 

収集した取組事例について、地域連携の形態を「地域」「地域間」「広域連携」に区分した

件数を表 ２-３.1 及び図 ２-３.2 示す。また、地域ごとの街道別に収集事例の件数を一覧表

にしたものを表 ２-３.2 に示す。 

連携の形態別にみると、「地域」は 67件（62%）、「地域間」は 19件（17%）、「広

域連携」は 23件（21%）である。自治体間または広域で連携している事例は、約 4割を占

め、多様な要素を考慮しない単純な比較では、関東広域（約４分の１）よりは多い。 

地方別にみると、広域連携の事例が、近畿 8件（44％） 、中国・四国 6 件（32％）と

多いことが特徴的である。近畿では、歴史街道や熊野古道に係る取組、中国・四国では、中四

国をつなぐ新しい周遊ルートに係る取組などがある。 

なお、参考とするポイントで区分した参考種別の件数を図 ２-３.3に示している。 

 

13

38

18

19

21

0 10 20 30 40

北海道・東北

北陸・東海

近畿

中国・四国

九州・沖縄

取組件数

エリア外／街道観光の取組事例の収集件数

収集件数 （N=109）
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表 ２-３ .1 街道観光に係る取組の収集事例数（広域関東エリア外） 

地方名 収集事例数 
収集事例の内訳 

地域 地域間 広域連携 

北海道・東北 13 7 3 3 

北陸・東海 38 25 10 3 

近畿 18 8 2 8 

中国・四国 19 10 3 6 

九州・沖縄 21 17 1 3 

合計  109 67 19 23 

凡例  地域：自治体ごとの取組   地域間：複数の自治体が連携した取組   広域連携：複数の都道府県が連携した取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３ .2 取組の連携種別の事例数（広域関東エリア外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-３ .3 取組の参考種別の事例数（広域関東エリア外） 
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表 ２-３ .2 地方別・自治体別の収集事例数の一覧表（広域関東エリア外）（１/３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宿場 宿場間

青森県 南部町 1

宮城県 富屋市 2

宮城県 大河原町 1

鹿角街道 岩手県 八幡平市 1

羽州街道 秋田県 秋田市 2

越後米沢街道 山形県、新潟県 小国町、飯豊町、川西市、関川村 1

小計 7 3 3 13

宿場 宿場間

昇龍道 富山県、石川県、岐阜県、愛知県 1

北陸道 富山県 射水市 1

富山県 滑川市 1

石川県 広域 1

福井県 1

福井県、京都府 高浜町、おおい町、南丹市、京都市 1

福井県 若狭町 1

おくのほそ道 岐阜県 大垣市 1

岐阜県 1

岐阜県 瑞浪市、御嵩町 1

岐阜県 瑞浪市 1 1

岐阜県 中津川市 1 1

岐阜県 恵那市 1

岐阜県 美濃加茂市 1

岐阜県 各務原市 1

岐阜県 岐阜市 1

岐阜県 瑞穂市 1

岐阜県 関ヶ原町 1

岐阜県 大垣市 1

岐阜県 垂井町 1

飛騨街道 岐阜県 下呂市 3

中馬街道 岐阜県 土岐市 1

岐阜県 大垣市 (1)

岐阜県 垂井町 (1)

愛知県 (1)

本坂通 静岡県 浜松市 1

静岡県 1

静岡県 静岡市、藤枝市 1

愛知県 1

愛知県 豊橋市 1

1 1

飯田街道 愛知県 (1)

熊野古道 3

初瀬街道 1

伊勢本街道 1

小計 25 10 3 38

中山道

三重県

広域

広域

地域間
連携

日本のてっぺん。
きた北海道ルート。

街道名・取組名 市区町村

鯖街道

日本の奥の院・東北探訪ルート
青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山
形県、福島県、新潟県

-

広域

広域

■北海道・東北

■北陸・東海

地域間
連携

街道名・取組名

都道府県

1

奥州街道

都道府県 市区町村

取組の件数

注1) カッコ書きの数字は、他で既に計上されているもの（重複回避）。
注2) 同色のセルは、連携している事例を示す。
注3）欄外の小計は、順に、地域ごと、地域間連携、広域連携、計の件数を示す。（他の表も同じ。）

亀山市

広域
連携

-

広域

2

広域

アジアの宝 悠久の自然美への道
ひがし北海道

北海道 北部エリア 1

地域ごと

1東部エリア北海道

北国街道

取組の件数

地域ごと 広域
連携

美濃路

三重県

松坂市

伊賀市

広域

東海道

三重県

三重県
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表 ２-３ .２ 地方別・自治体別の収集事例数の一覧表（広域関東エリア外）（２/３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宿場 宿場間

東海道 1

北国街道 1

山背古道 京都府 城陽市、井出町、山城町、木津川市 1

1

奈良県、和歌山県 2

葛城修験の道 大阪府、奈良県、和歌山県 2

京街道 2

西国街道 大阪府 高槻市 1

柳生街道 2

1

1

小計 8 2 8 18

宿場 宿場間

縁の道～山陰～ 鳥取県、島根県、山口県 1

しゃまなみ 島根県、広島県、愛媛県 1

島根県、広島県 1

島根県 広域 1

島根県、広島県 1

島根県 美郷町 1

因幡街道 岡山県 美作市 1

瀬戸内しまなみ海道 広島県、愛媛県 1

西国街道 広島県 広島市 2

ひろしま八区ぐるっと散策「みち」めぐ
り

広島県 広島市 1

山口県 萩市、下関市、長門市、美弥市 1

山口県 美弥市 1

萩往還 山口県 萩市、山口市、防府市 1

四国遍路 徳島県、香川県、愛媛県、高知県 1

土佐街道 愛媛県 四国中央市 1

陶街道五十三次 愛媛県 砥部町 1

土佐塩の道 高知県 香美市 1

檮原街道 高知県 梼原町 1

小計 10 3 6 19

-

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、和歌山県、福井県、鳥取県

-

都道府県 市区町村 地域ごと

滋賀県

滋賀県

大阪府

-

-

大阪府、奈良県
大阪市、堺市、松原市、羽曳野市、
太子町、葛城市、大和田高田市、
橿原市、桜井市、明日香村

広域和歌山県

和歌山県 古座川町

赤間関街道

-

-

奈良県 奈良市

街道名・取組名

中国やまなみ街道

竹内街道・横大路

■中国・四国

広域
連携

取組の件数

地域間

1

熊野古道

古座街道

-

-

-
銀山街道

-

歴史街道
（歴史街道モデル事業）

1
美の伝説　
THE FLOWER OF JAPAN，KANSAI

地域間
連携

広域
連携

1

枚方市

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、和歌山県、福井県、三重県

-

大阪府、和歌山県

長浜市

■近畿

街道名・取組名 都道府県 市区町村

取組の件数

地域ごと

甲賀市
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表 ２-３ .２ 地方別・自治体別の収集事例数の一覧表（広域関東エリア外）（３/３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宿場 宿場間

福岡県 飯塚市 1 1

佐賀県 神崎市 1

長崎県 大村市 1

福岡県 筑後市 1

熊本県、鹿児島県 1

唐津街道 福岡県 宗像市 1 1

中津街道 福岡県 築上町 1 1

島原半島うみやま街道 長崎県 島原半島全域 1

豊前街道 熊本県 山鹿市 4

熊本県 菊陽町 1

大分県 大分市 1 1

中城ハンタ道 沖縄県 中城村 1

小計 17 1 3 21

3

13

38

18

19

21

合計 67 19 23 109

九州

7

25

8

10

17

3

10

2

3

1

北海道・東北

北陸・東海

中国・四国

3

3

8

6

■事例数の集計

区分 地域 地域間 広域連携 合計

近畿

地域間
連携

-

1

■九州・沖縄

豊後（肥後）街道

街道名・取組名 都道府県 市区町村

取組の件数

地域ごと 広域
連携

福岡県、佐賀県、長崎県
北九州市、飯塚市、佐賀市、
小城市、嬉野市、大村市、諫早市、
長崎市

1

長崎街道

御船町、山都町、五ヶ瀬町、
高千穂町、日之影町、延岡市

熊本県、宮崎県日向往還

薩摩街道
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３） 収集事例の内容（広域関東エリア外） 

① 収集した取組事例の概要（広域関東エリア外） 

収集した取組事例の中で、大きなグループとして、街道の周遊（散策）ルートの魅力発信に

よる集客と周遊（散策）実現を図るものがみられた。 

対象とする街道については、歴史的な街道等の魅力を掘り起こして示すものと、新しいコン

セプトでの周遊（散策）ルート6を訴求するものとがある。具体的には、街道等の歴史やコン

セプトの紹介、周遊（散策）のルートやモデルコースの提示、みどころ紹介等を、ホームペー

ジでの情報提供、マップ、パンフレット、紹介動画の作成・提供で行う場合が多い。「線」の

展開であり、複数の自治体が連携して行っている事例も多い。 

もう一つの大きなグループは、ルートの中での核となる宿場等を中心に当該宿場やその周

辺の魅力発信による集客、来訪者に楽しんでもらえるような情報提供や仕掛けの準備を行う

もので、情報提供、まち歩きマップ、パンフレット、紹介動画の作成・提供に加え、来訪者の

散策等の拠点となる施設整備7を行う事例もある。地区のまちづくりとも関連性が深く、当該

宿場の歴史の紹介、関連する文化財の紹介、伝統の祭りや地元特産品の食や工芸品等と関連さ

せる案内などがみられる。 

そのほか宿場やかつての往来にちなむ祭りやイベントも多く行われている。イベントは市・

マルシェとして行われている場合もある。 

また、周遊（散策）ルートや宿場町等への来訪のきっかけづくり、誘客策として、ウォーク

イベント（宿場めぐり、街道を歩く、歴史の道ツーリズム、謎解きツアー等）のほか、スタン

プラリー系（御宿場印、手形等）の取組も多い。「印」を購入する形式や「通行手形」にスタ

ンプを集める形式、スマホでデジタル・スタンプを集める形式のほか、「踏破証明書」を発行

する事例もある。 

 

  

 
6 北陸・中部の「昇龍道」、中国・四国の「瀬戸内しまなみ海道」、長崎県の「シュガーロード」などがある。 
7 奥州街道富谷宿「富谷宿観光交流ステーション」、唐津街道赤間宿の「街道の駅赤間館」などがある。 
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② 取組事例の主な内容（広域関東エリア外） 

取組事例の内容について、いくつかの観点からピックアップして紹介する。 

 

＜観点１：取組主体の観点＞ 

取組主体は、自治体、観光協会、商業者団体のほか、街道名や宿場名を冠した協議会や実行

委員会などの団体等がみられる。 

取組主体の観点から特徴的な事例として「越後米沢街道・十三峠」と「竹内街道・横大路（大

道）～難波から飛鳥へ日本最古の官道活性化プロジェクト」を紹介する。 

 

■ 越後米沢街道・十三峠8 

地域の住民組織・NPO、市町村・県・国など「越後米沢街道・十三峠」に関わる多様な組

織で構成する越後米沢街道・十三峠交流会が、この古道を活用した地域おこし活動に取り組ん

でいるものである。地域の NPO が事務局となり、地域住民が主体となって行政と協働して、

十三峠やイベントの紹介、パンフレットやトレッキングマップの作成、観光情報の提供など多

様な取組みを行っている。 

そのほか、黒沢峠敷石道の修復事業（ボランティア作業等）、山形・新潟交流の素材探し事

業（講師を依頼、住民参加）、十三峠観光資源活用事業（山形県から受託）、宇津峠踏査等の

活動を行っている。 

 

越後米沢街道・十三峠とは 

「越後米沢街道」は山形県置賜地方と新潟県下越地方を結ぶ街道で、大小１３の峠があることか

ら別名「十三峠」と呼ばれている。平成８年には文化庁選定の「歴史の道百選」に選ばれ、平成２０

年には「日本風景街道」に登録された。 

 現在、十三峠が通る山形県川西町・飯豊町・小国町・新潟県関川村の２県３町１村では、各組織

がこの古道を活用した地域おこし活動に取り組んでいる。 

越後米沢街道・十三峠交流会とは 

文化的・歴史的な地域振興資源として街道を保存、整備し活用を図って協働のまちづくりに寄与

するため、平成 20 年地元の各団体で「越後米沢街道・十三峠交流会」が結成された。国道 113 号

の山形県川西町～新潟県関川村周辺を対象に、峠の復元、ウォーキングイベントや峠まつり、フォト

コンテスト、東北街道交流事業などの活動を展開し、日本風景街道のパートナーシップとなってい

る。 

■構成団体 

小松地区地域づくり協議会 ／ 手ノ子地区協議会 ／ 黒沢峠敷石道保存会 

／玉川地域振興協議会 ／ 関川村自然管理公社 ／ NPO 法人ここ掘れ和ん話ん探検隊 

／米沢街道地域づくり検討会 ／ 小国町観光協会 ／ 飯豊少年自然の家 

／山形県川西町 ／ 山形県飯豊町 ／ 山形県小国町 ／ 新潟県関川村 

／山形県置賜総合支庁 ／ 国土交通省山形河川国道事務所 

事務局 NPO 法人ここ掘れ和ん話ん探検隊 

出典：越後米沢街道・十三峠交流会 HP 

 

  

 
8 情報源：http://mount13.web.fc2.com/13pass0.html 

http://mount13.web.fc2.com/13pass0.html


 

31 

■ 竹内街道・横大路（大道）～難波から飛鳥へ日本最古の官道活性化プロジェクト9 

難波から飛鳥に至る日本最古の官道《竹内街道・横大路(大道)》は、2013 年に敷設 1400

年を迎えたのを契機に、街道沿線の自治体が一体となり、市民・企業・大学等が参画・連携・

協働し、実行委員会を組成、さまざまな活性化事業を展開している。 

実行委員会は街道沿線の 10 市町村と大阪府、奈良県の 12 自治体による横断的な連携組

織として設置され、大阪芸術大学と連携するとともに、多数の企業の協賛を得るなど、多様な

主体の参画を得ていることが特徴である。 

また、プロジェクト（コンセプト、ロードマップ等）、アクションプログラムなどを明確に

し、さまざまな取組を行っている。 

 

実行委員会 

竹内街道・横大路～難波から飛鳥へ日本最古の官道「大道」～活性化実行委員会（以下、実行委

員会）は、竹内街道・横大路の起源である難波から飛鳥へ日本最古の官道（大道）が整備されてか

ら、２０１３（平成２５）年をもって１４００年を迎えたことを契機に、沿線の自治体が一体とな

り、産学民と連携し、竹内街道・横大路とその周辺地域の魅力を再発掘し、国内外に情報を発信す

ることや、それら地域をつなぎ、紡ぐことにより、さまざまな交流を促進し、地域の活性化につな

げ、地域に愛着や誇りを醸成することを目的として、街道沿線の 10 市町村（大阪市・堺市・松原

市・羽曳野市・太子町・葛城市・大和高田市・橿原市・桜井市・明日香村）と大阪府、奈良県の 12

自治体による横断的な連携組織として設置されました。 

プロジェクト ～ ４大コンセプト 

・訪ねたくなる街道、日本最高（最古）の感動（官道）を育む 

・街道が地域や時代をつなぎ、つむぐ竹内街道・横大路（大道）のミュージアム化 

・歴史の舞台を身近にあることを実感、シビック・プライドの醸成、住みたくなるまちをめざして 

・未来に向けて魅力あふれる歴史的空間の再生・創造 

アクションプログラム ～ 骨格プログラム 

１）街道をつなぐ・紡ぐ（知ってもらう。） 

・広報（プロモーション・共通フレーム・ロゴ・街道物語等）、地域の既存イベントと連携 1400

年祭（首長サミット）記念式典・市民参加型イベント 

２）街道をめぐる（たずねてもらう。「あるく」「あそぶ」「楽しむ」） 

・ウォーキング・サイクリング、歴史を学ぶ（歴史資産・歴史博物館等）、食を楽しむ（大道ブラン

ドなど）、フォトコンテストなど 

３）街道を創る（魅力あふれる街道へ。） 

・魅力発見プログラム（市民協働）＝コミュニティデザイン（街道を通じて、ひとのつながる仕組み

をつくる） 

・歴史空間の保全（再生）・創造（歴まち法・景観法、みどりの一里塚・無電柱化など） 

出典： 活性化実行委員会 HP より抜粋 

 

  

 
9 情報源：http://www.saikonokandou.com/ 

http://www.saikonokandou.com/
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＜観点２：まちづくりの観点＞ 

宿場等を中心に当該宿場やその周辺の魅力発信、街並み整備、来訪者に楽しんでもらえるよ

うな仕掛けの準備やイベントなどが、まちづくりと一体になって行われている。 

まちづくりの観点から特徴的な事例として、「ちょっとよりみち 唐津街道むなかた」＋「宗

像市東部観光拠点施設 街道の駅 赤馬館」（事例としては 2 つであるが一体として取り組ま

れている）と、奥州街道の「富谷しんまちプロジェクト」を紹介する。 

 

■ ちょっとよりみち 唐津街道むなかた／街道の駅 赤馬館10 

唐津街道むなかたの事例は、街道の歴史・文化、街並みを活かしながら「街道の駅 赤馬館」

を拠点に地域活性化と観光振興に向けたまちづくりを展開しているものである。 

全体的な取組推進は唐津街道むなかた推進協議会（【民間】赤間地区コミュニティ運営協議

会地域づくり部会、唐津街道南郷協議会、【行政】北九州国道事務所、福岡県、宗像市）が実

施し、風景街道の仕組みを活用し、「来訪者にゆっくりと散策していただきながら、その魅力

に親しめるまちづくり」をテーマに取組を行っている。 

 

ちょっとよりみち 唐津街道むなかた 

このルートには２つの昔ながらのなつかしいまちなみが残っています。一つは、辻井戸や造り酒

屋を始めとする大きな商家など、江戸時代からの建物 が多く残る、筑前２１宿のひとつ「赤間宿」。

一つは、まちに溢れる緑と昔ながらの民家が美しく調和するいやしの風景が広がる「原町」。 

また、双方で美術が盛んで、個人美術館やギャラリーが街道沿いで営まれています。 

現在、こうしたまちなみを活かしたまちづくりを進めていくべく、灯ろうの設置、道路の美装化

などが行われ、原町では「まちづくり協定」に基づいた建物の 修景が行われています。また、２つ

のまちでにぎわい再生イベント「九州大道芸まつり」「赤間宿まつり」を開催しています。 

今後、こうした取り組みを一層推進していくとともに、来訪者にゆっくりとまちを散策してもら

う仕組みづくりや、まちの情報発信に力を入れていきたいと考えています。 

出典：唐津街道むなかた推進協議会 HP 

 

街道の駅 赤馬館は宗像の東部地域の魅力を発見してもらう情報拠点で、＜ここから始まる

宗像の旅＞をキャッチフレーズに、観光情報コーナー、展示室、おみやげ処、喫茶・食事処な

どを兼ね備えている。 

また、唐津街道むなかたの散策を支える次のような取組を行っている。 

 

街道の駅 赤馬館 

・赤間宿・唐津街道の紹介（情報発信）  ・赤間宿周辺の有料ガイドの受付 

・街歩きマップの作成          ・定期季刊誌「往来」の発行（地域のイベント情報等） 

・赤間宿まつりの際の和装着付け体験の実施 など 

出典：街道の駅 赤馬館 

 

  

 
10 情報源①：http://yorimiti.wawawa.org/index.html 

情報源②：https://www.akamakan.info/ 

http://yorimiti.wawawa.org/index.html
https://www.akamakan.info/


 

33 

■ 富谷しんまちプロジェクト11 

富谷しんまちプロジェクトは、かつて奥州街道の宿場町として栄え、400 年近い歴史をも

つ富屋宿であった「しんまち地区」を文化的、歴史的な地域資源として最大限活用し、富谷市

の新たな観光ブランドを構築することを目的にしている。 

取組の特徴は、しんまち地区を単に観光資源とするのではなく、地域の方に愛され、かつて

のしんまち地区のように多くの人が行き交う場所になるような富谷市の発展の原点としての

アイデンティティを確立することを目指し、住民の理解と共感の醸成に重点を置き、富谷市民

に愛される場所にするため、官民連携による協働プロジェクトとして実施していこうとしてい

ることであり、まさにまちづくりとして街道観光の取組が行われている。 

 

しんまち活性化協議会 

「しんまち地区」のまちづくりのビジョンを示す「しんまち活性化ビジョン」を策定する上位組

織。未来型交流エリアとしての「しんまち」のあり方を協議していく場とします。 

 

○文化歴史グループ 

ひと・もの・こと、しんまちの文化歴史風土を学ぶ「学びの場づくり」 

開宿 400 年の豊かな歴史のアーカイブ 

○環境整備グループ 

多様な交流拠点をつなぐおもてなしの環境整備点として宿場町、線としての表通りから、面・ゾ

ーン・エリアとしてしんまちづくり 

○デザインプロジェクト 2021 

「魅せるまちづくり」から「歩きたくなるまちづくり」へ 

デザインのチカラで魅力あるまちづくりを実践 

出典：奥州街道宿場町 富谷しんまち Shinmachi Project HP 

 

  

 
11 情報源：https://shinmachi-tomiya.com/ 

https://shinmachi-tomiya.com/
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＜観点３：街道の物語の観点（街道に新しい物語の息吹を吹き込む）＞ 

街道観光は、人々の営みの中で培われてきた歴史や文化などに基づく「物語」が大きな魅力

となっている。昔からの街道や古道の歴史・文化を踏まえながら、今日的な視点からの新しい

物語をコンセプトとして打ち出そうとしている事例がある。 

昔からの街道や古道の歴史・文化を踏まえながら、今日的な視点からの新しい物語を新しい

コンセプトとして打ち出している特徴的な事例として、「長崎街道シュガーロード」を紹介す

る。 

そのほか、「西の鯖街道」（西の鯖街道協議会）の取組がある。これは、人々の通った道に、

再び光を当て「西の鯖街道」を新しい時代の街道として再生するために、この街道の環境保全

と自然・歴史・文化資源の活用により、「自然の音が聞こえる道」として、当街道を訪れた方

が「おもてなし」を体験できる交流空間を創造し、全国へ発信しようとするものである。 

また、「行きたい街道日本一！ 司馬遼太郎も旅した道・古座街道をゆく  わかやま歴史物

語」では、街道の歴史・文化を掘り起こし、魅力を再発見する方策として司馬遼太郎の作品を

活用した事例もある。 

 

■ 長崎街道シュガーロード12 

シュガーロードの歴史と文化を活かし、西九州一体の地域の活性化を目指して、平成20年、

長崎街道「シュガーロード連絡協議会」（事務局：長崎市商工部商工振興課）が設立された。

その後、令和 2 年には、「砂糖文化を広めた長崎街道～シュガーロード～」が日本遺産に登録

された。 

連絡協議会には、3県（長崎、佐賀、福岡）、8市（長崎市、諫早市、大村市、嬉野市、小

城市、佐賀市、飯塚市、北九州市）、民間団体及び民間事業者が加入しており、シュガーロー

ドに関する情報の交換や PR などを行なっている。 

 

長崎街道「シュガーロード連絡協議会」 

長崎街道シュガーロード沿線の３県８市の自治体が構成する事務局が主体となり、民間団体・企業

が連携をはかり、情報交換や共同でのＰＲ事業などを行っている。 

・長崎街道シュガーロード GUIDE BOOK の作成 

・長崎街道シュガーロードチラシの制作（物産展等イベントにおいて活用するためのチラシ） 

・長崎街道シュガーロードホームページリニューアル 

＜日本遺産事業＞ 

・人材育成 ガイドの育成事業 

・普及啓発 シュガーロードシンポジウムの開催事業 

・調査研究 マーケティング事業（オンラインツアー、海外アンケート調査、モニターツアー事業等） 

出典：シュガーロード連絡協議会 

 

  

 
12 情報源：https://sugar-road.net/ 

https://sugar-road.net/
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＜観点４：歴史街道、風景街道、日本遺産など他の取組の仕組みの活用の観点＞ 

歴史街道、日本風景街道、世界遺産、日本遺産などの取組の仕組みを活用、連携した街道観

光の事例は多い。それらの取組の仕組みを直接活用したもの、それぞれの登録等が取組充実の

契機や情報発信力の強化につながったもの等がある。2 つ以上が重なっているものもある。 

■ 歴史街道 （出典：歴史街道推進協議会 HP） 

歴史街道推進協議会は、「歴史を楽しむルート」として、日本の文化と歴史を体験し実感す

る旅筋をつくり内外に発信していこう、国際社会のなかで自国の文化や歴史を語れていない、

という問題意識のもと、全国の広域連携・官民連携の先駆けとなる組織として 1991 年に設

立されたもので、構成は関西の 8 府県をはじめ官民あわせて 172 団体および歴史街道計画を

応援する「歴史街道倶楽部」会員約 1900名（2020 年 9 月時点）の支援により各種事業を

進めている。歴史街道のメインルートは、神話のまち伊勢、古代から中世にかけての三つの都

「飛鳥・奈良・京都」、元禄文化が花開いた商都「大阪」、そして明治以降の国際交流を象徴

する都市「神戸」。これら日本史を代表する各地を結び、歴史の舞台を旅するルートである。 

これまで歴史街道モデル事業、広域観光の振興、ウオーキングマップの作成をはじめとする

多彩な事業を展開してきている。近畿には、直接・間接に関連する事例がある。 

■ 日本風景街道 

日本風景街道は、郷土愛を育み、日本列島の魅力・美しさを発見、創出するとともに、多様

な主体による協働のもと、景観、自然、歴史、文化等の地域資源を活かした国民的な原風景を

創成する運動を促し、以って、地域活性化、観光振興に寄与し、これにより、国土文化の再興

の一助となることを目的とする取組である（国土交通省）。風景街道の仕組みを活用した街道

観光の取組事例には、「越後米沢街道・十三峠」「西の鯖街道」「広島から愛媛へと島々をつ

なぐ「瀬戸内しまなみ海道」」「ちょっとよりみち 唐津街道むなかた」などがある。 

■ 世界遺産 

「道」に係る世界文化遺産として「紀伊山地の霊場と参詣道」(平成 16年登録)がある。 

熊野古道は、「熊野三山」「高野山」「吉野・大峯」の三つの霊場とそれらを結ぶ参詣道、

そして自然と人の営みが長い時間をかけて形成した文化的景観が、人類共有の財産としてユネ

スコに認められ、「紀伊山地の霊場と参詣道」として世界遺産に登録された。熊野古道には、

「熊野参詣道伊勢路」「熊野参詣道紀伊路」「熊野参詣道中辺路」「高野参詣道」「大峰奥駈

道」などがあり、三重県、和歌山県、奈良県、大阪府に関連するいくつかの事例がある。 

■ 日本遺産 

文化庁では、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日

本遺産（Japan Heritage）」として認定し、ストーリーを語る上で不可欠な魅力ある有形・

無形の様々な文化財群を総合的に活用する取組を支援している（日本遺産ポータルサイト）。 

収集した取組事例のうち、日本遺産になっているものとして、「葛城修験―里人とともに守

り伝える修験道はじまりの地」「長崎街道シュガーロード」がある。 

■ 広域観光周遊ルート 

「道」に新しいコンセプトを持たせる取組として、訪日外国人を地方に誘客するため、テー

マ性・ストーリー性を持った一連の魅力ある観光地をネットワーク化した広域観光周遊ルー

トの形成を促進し、海外へ積極的に発信する「広域観光周遊ルート形成促進事業」に基づく事

例が多い。 

収集した取組事例では、「日本のてっぺん。きた北海道ルート。」「アジアの宝 悠久の自

然美への道 ひがし北・海・道」「日本の奥の院・東北探訪ルート」「昇龍道（富山県～愛知

県）」「美の伝説 THE FLOWER OF JAPAN，KANSAI」「縁（えん）の道～山陰～」

などがある。 
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表 ２-３ .3 街道観光に係る取組事例の概要（広域関東エリア外：１/２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例 
 連携種別 1…広域連携  ２…地域間連携  ３…地域 
 参考種別 A…広域連携の参考になる事例  B…他地域の参考になる事例  C…街道観光につながる取組事例 

番号 調査票名 取組主体 取組の名称 情報源URL 連携種別 参考種別

1 きた北海道他 北海道・北部エリア・東
部エリア (1)

ＪＲ北海道 LCCタイアップ商品「ひがし北海道フリーパス」「きた北海道フリーパ
ス」

https://www.jrhokkaido.co.jp/press/2018/180312-1.pdf2 B

2 きた北海道 北海道・北部エリア (1) きた北海道広域観光周遊ルート推進協
議会、稚内市

日本のてっぺん。きた北海道ルート。（広域観光周遊ルート）
https://www.city.wakkanai.hokkaido.jp/kanko/the-top-of-japan.html2 B

3 ひがし北海道 北海道・東部エリア (1) 近畿日本ツーリスト北海道とクラブ
ツーリズム

「アジアの宝　悠久の自然美への道　ひがし北・海・道」
（広域観光周遊ルート周遊バス運行事業：実証運行）

https://www.kntcthd.co.jp/chiiki/result/pdf/higashihokkaido.pdf2 B

4 日本の奥の院・東北探訪ルート 東北広
域 (1)

一般社団法人東北観光推進機構 日本の奥の院・東北探訪ルート（広域観光周遊ルート）
https://www.tohokukanko.jp/itineraries/special.html1 B

5 日本の奥の院・東北探訪ルート 東北広
域 (2)

JR東日本 東北観光推進機構「⽇本の奥の院・東北探訪ルート」事業と連携し 東北
の観光案内所の整備・標準化を推進

https://www.jreast.co.jp/press/2016/20170215.pdf1 A

6 奥州街道 青森県・南部町 (1) 南部町 奥州街道文化財マップ https://www.town.aomori-nanbu.lg.jp/index.cfm/10,12534,44,188,html3 C
7 奥州街道 宮城県・富谷市 (1) 富谷宿観光交流ステーション 古来と未来、人々がクロスする　交流ステーション（富谷宿観光交流ス

テーション）
https://tomiyado.com/about/3 C

8 奥州街道 宮城県・富谷市 (2) 富谷しんまちプロジェクト 奥州街道 宿場町　富谷しんまち（ホームページ） https://shinmachi-tomiya.com/3 C
9 奥州街道 宮城県・大河原町 (1) 一般社団法人 大河原町観光物産協会 奥州街道プロジェクト進行中（パンフレット、御宿場印） https://www.oogawara.or.jp/oshu-kaido/3 A
10 鹿角街道 岩手県・八幡平市 (1) 八幡平市 八幡平市　鹿角街道ＷＥＢ（観光資源情報、モデルコース） http://www.hachimantaishi-bunka.net/3 B
11 羽州街道 秋田県・秋田市 (1) 秋田市 秋田式街道ウォーキングのすすめ（ガイドブック、PR映像） https://www.city.akita.lg.jp/kurashi/rekishi-bunka/1018932/1018933.html3 B
12 羽州街道 秋田県・秋田市 (2) 秋田市 羽州街道歴史まつり https://www.city.akita.lg.jp/kurashi/rekishi-bunka/1018932/1026353.html3 B
13 越後米沢街道 山形県・新潟県 (1)  越後米沢街道・十三峠交流会 越後米沢街道・十三峠（モデルコース、パンフレット、トレッキングマッ

プ）
http://mount13.web.fc2.com/13pass0.html1 C

14 昇龍道 富山県、石川県、岐阜県、愛知
県 (1)

ドラゴンルート推進協議会 昇龍道（広域観光周遊ルート）
https://www.dragonroute.net/dragon/1 B

15 北陸道 富山県・射水市 (1) 旧北陸道こすぎ商店街 旧北陸道こすぎ商店街ホームページ https://kyuhokurikudou-kosugi.jp/about/3 C
16 北国街道 富山県・滑川市 (1) 滑川市 宿場回廊めぐり　（ガイドマップ） https://www.city.namerikawa.toyama.jp/soshiki/22/5/1/1553.html3 C
17 北国街道 石川県広域 (1) 加賀地域連携推進会議（オール加賀会

議）
北国街道巡り   ようこそ加賀の國　（パンフレット）

https://allkaga.com/spot/%E5%8C%97%E5%9B%BD%E8%A1%97%E9%81%93%E5%B7%A1%E3%82%8A-2/2 B

18 鯖街道 福井県広域 (1) （公社）福井県観光連盟 鯖街道を辿る旅（モデルコース） https://www.fuku-e.com/course/detail_38.html2 B
19 鯖街道 福井県、京都府 (1) 西の鯖街道協議会 西の鯖街道公式サイト（ドライビングマップ、情報発信） https://nishisaba.com/1 B
20 鯖街道 福井県・若狭町 (1) 熊川区・若狭熊川宿まちづくり特別委

員会・熊川宿伝統芸能保存会・熊川宿
町並み保存伝統技術研究会・熊川いっ
ぷく時代村実行委員会・熊川宿おもて
なしの会

若狭鯖街道 熊川宿 文化と自然をたのしむ 観光・体験・暮らし情報
（観光情報、広報誌、空き家対策、出店ガイド）

https://kumagawa-juku.com/3 C

21 おくのほそ道 岐阜県・大垣市 (1) 大垣観光協会 おくのほそ道の風景地巡礼スマホラリー https://www.ogakikanko.jp/event/meisyo_stamprally/1 A
22 中山道 岐阜県広域 (1) 「日本歴史街道」美濃中山道連合、岐阜

県
岐阜県十七宿　中山道散策ガイド

https://www.nakasendo.gifu.jp2 B

23 中山道 岐阜県・瑞浪市、御嵩町 (1) 中山道御嶽宿・細久手宿ウォーキング
実行委員会

中山道往来　（ウォーキングイベント、フォトコンテスト）
https://matidukuri.wixsite.com/nakasendowalk-web2 B

24 中山道 岐阜県・瑞浪市 (1) 大湫町コミュニティ推進協議会 大湫宿について http://okute-shuku.jp/okuteshuku3 C
25 中山道 岐阜県・瑞浪市 (2) 瑞浪市観光協会 大湫宿・細久手宿（歴史紹介） https://xn--w0w51m.com/kanko/3 C
26 中山道 岐阜県・中津川市 (1) （一社）中津川観光協会 観る・遊ぶ >ENJOY NAKATSUGAWA  - 歴史・文化（宿場散策、モ

デルコース）
https://nakatsugawa.town/tax_genre/activity-history/?post_type=3 B

27 中山道 岐阜県・中津川市 (2) 馬籠観光協会 馬籠を知る https://kiso-magome.com/about3 C
28 中山道 岐阜県・恵那市 (1) 恵那市 中山道歩き旅マップ大井宿編 https://www.city.ena.lg.jp/soshikiichiran/oishinkoshitsu/annaibosyu/9948.html3 C
29 中山道 岐阜県・美濃加茂市 (1) 美濃加茂市観光協会 中山道（太田宿）の歩き方 https://minokamo-kanko.jp/%e4%b8%ad%e5%b1%b1%e9%81%93%e3%81%ae%e6%ad%a9%e3%81%8d%e6%96%b9/3 C
30 中山道 岐阜県・各務原市 (1) 各務原市 中山道鵜沼宿（観光施設情報） https://www.city.kakamigahara.lg.jp/kankobunka/1010039/unuma/index.html3 C
31 中山道 岐阜県・岐阜市 (1) （公財）岐阜観光コンベンション協会 中山道　加納宿・河渡宿（ガイドマップ） https://www.gifucvb.or.jp/sightseeing/detail_kankou.php?eid=000253 C
32 中山道 岐阜県・瑞穂市 (1) 瑞穂市 瑞穂市の紹介　（中山道に関する史跡） https://www.city.mizuho.lg.jp/2719.htm3 C
33 中山道 岐阜県・関ヶ原町 (1) 関ケ原古戦場おもてなし連合（関ケ原

観光協会 事務局）
モデルコース > 中山道を巡るコース

https://www.sekigahara1600.com/feature/nakasendo.html3 C

34 中山道、美濃路 岐阜県・大垣市 (1) 大垣観光協会 中山道赤坂宿　ウォーキング・ポタリング https://www.ogakikanko.jp/course/3 C
35 中山道、美濃路 岐阜県・垂井町 (1) 垂井町 垂井町観光ガイド（モデルコース、謎解きイベント） http://www.tarui-kanko.jp/docs/2021032500014/3 C
36 飛騨街道 岐阜県・下呂市 (1) 萩原町観光協会（下呂市） ”飛騨街道萩原宿”ガイドマップ   岐阜県下呂市のおいしい新発見 https://hgwt.jp/ 3 C
37 飛騨街道 岐阜県・下呂市 (2) 金山町観光協会 飛騨街道金山宿　筋骨めぐり（散策マップ、ガイドツアー） http://hidakanayama.com/index.html3 C
38 飛騨街道 岐阜県・下呂市 (3) 下呂温泉観光協会 飛騨街道 天領朝市　（情報発信） https://www.gero-spa.com/spot/detail.php?id=1293 C
39 中馬街道 岐阜県・土岐市 (1) 土岐市 中馬街道（散策マップ） https://www.city.toki.lg.jp/docs/hpg000001491.html3 C
40 本坂通 静岡県・浜松市 (1) 浜松市姫様道中実行委員会 浜松市姫様道中 https://himesama.himekaido.com/3 B
41 東海道 静岡県広域 (1) 一般社団法人 静岡県信用金庫協会 東海道で結ぶ御宿場印めぐり https://shizuoka-shinkin-kyoukai.or.jp/goshukuba/2 A
42 東海道 静岡県・静岡市、藤枝市 (1) 静岡市　（観光交流文化局　観光・

MICE推進課）
しずおか東海道まちあるき（宿場の散策案内、施設・スポット紹介）

https://shizuoka.tokaido-guide.jp/2 B

43 東海道ほか 愛知県広域 (1) 愛知県街道観光推進協議会 「御宿印めぐり」キャンペーン https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kanko/kaidogosyukuin.html2 A
44 東海道 愛知県・豊橋市 (1) 豊橋市 二川宿・吉田宿の「宿場印」を販売します https://futagawa-honjin.jp/info/3343/3 A
45 東海道 三重県・亀山市 (1) （一社）亀山市観光協会 亀山宿、関宿、坂下宿の宿場印を販売しています。 http://kameyama-kanko.com/info/亀山宿、関宿、坂下宿の宿場印を販売しています/3 A
46 東海道 三重県・亀山市（2） 三重県観光連盟 関宿を歩く　（モデルコース） https://www.kankomie.or.jp/special/sekijuku/index3 C
47 熊野古道 三重県広域 (1) 三重県（地域連携部南部地域活性化局

東紀州振興課）
熊野古道伊勢路（コース紹介、動画、マップ・パンフレット、スタンプラ
リー）

https://www.kodo.pref.mie.lg.jp/index.html#course2 B

48 熊野古道 三重県広域 (2) 熊野古道世界遺産登録10周年事業三
重県実行委員会

熊野古道伊勢路踏破ウォーク
http://higashikishu.org/pdf/kumanowalk.pdf2 C

49 熊野古道 三重県広域 (3) 東紀州地域振興公社 熊野古道・伊勢路手形ラリー https://www.kumanokodocenter.com/kodoinfo/tegata.html2 B
50 初瀬街道 三重県・伊賀市 (1) 伊賀上野観光協会 初瀬街道まつり https://www.igaueno.net/?p=12923 B
51 伊勢本街道 三重県・松阪市 (1) 松阪市観光協会 伊勢本街道 寄り道マップ https://www.matsusaka-kanko.com/blog/digitaldata/伊勢本街道-寄り道マップ/3 C
52 歴史街道 近畿広域 (1) 歴史街道推進協議会 街道を歩く   歴史街道 https://www.rekishikaido.gr.jp/time-trip/kodo/1 A
53 世界遺産周遊 近畿広域 (1) 関西観光本部 美の伝説　THE FLOWER OF JAPAN，KANSAI　（広域観光周遊

ルート）
https://ktb.jcld.jp/binodensetsu/jp/index.html1 B

54 東海道 滋賀県・甲賀市 (1) 甲賀市観光まちづくり協会 「土山城御城印」「東海道土山宿御宿場印」販売開始！ https://koka-kanko.org/introduce/tsutiyama/3 A
55 北国街道 滋賀県・長浜市 (1) 北国街道きのもと宿祭り実行委員会 きのもとのツボ   北国街道木之本宿ホームページ https://kinomoto.jpn.com/3 C
56 山背古道 京都府・城陽市 (1) 城陽市 山背古道（やましろこどう）ガイドブック・マップについて https://www.city.joyo.kyoto.jp/joint/0000002916.html2 B
57 熊野古道 大阪府、和歌山県（1） 株式会社日本ユニスト、和歌山大学 「熊野街道」 宿場町再現や観光商品開発に向け大学と企業が共同研究

を開始
https://www.n-unist.co.jp/2022/02/22/20220222/1 A

58 熊野古道 奈良県、和歌山県 (1) 熊野本宮観光協会 熊野古道 https://www.hongu.jp/kumanokodo/1 C
59 熊野古道 奈良県、和歌山県 (2) 和歌山県観光連盟 高野巡り・熊野古道 街道マップ https://www.wakayama-kanko.or.jp/plan-your-trip/model-courses/route-map/1 B
60 葛城修験の道 大阪府、奈良県、和歌山

県（1)
葛城修験日本遺産活用推進協議会 日本遺産　葛城修験　―里人とともに守り伝える修験道はじまりの地

（葛城修験道ストーリー、構成文化財、周遊マップ、モデルコース、パン
フレット）

https://katsuragisyugen-nihonisan.com/1 B

61 葛城修験の道 大阪府、奈良県、和歌山
県 (2)

葛城修験日本遺産活用推進協議会、㈱
ヤマップ

日本遺産「葛城修験」をめぐる『巡礼の旅』を提案
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000109.000011352.html1 B

62 竹内街道・横大路（大道） 大阪府、奈良
県他 (1)

竹内街道・横大路～難波から飛鳥へ日
本最古の官道「大道」～
活性化実行委員会

竹内街道・横大路（大道）～難波から飛鳥へ日本最古の官道
活性化プロジェクト http://www.saikonokandou.com/1 A

63 京街道 大阪府・枚方市 (1) 一般社団法人枚方宿くらわんか五六市 枚方宿くらわんか五六市 https://www.gorokuichi.net/gorokuichi3 C
64 京街道 大阪府・枚方市 (2) 枚方市 京街道枚方宿～京都・大阪の中継地～ 　（ガイドマップ） https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000026689.html3 C
65 西国街道 大阪府・高槻市 (1) （公社）高槻市観光協会 散策モデルコース > 西国街道（芥川宿）コース https://www.takatsuki-kankou.org/model-course/saigokukaido.html3 C
66 柳生街道 奈良県・奈良市 (1) 近畿日本鉄道㈱ てくてくマップ　柳生街道 https://www.kintetsu.co.jp/zigyou/teku2/#tab23 C
67 柳生街道 奈良県・奈良市 (2) 奈良市 柳生街道（YAGYU　KAIDO）　静寂 古道 体感（ガイドブック、マップ、

PR動画）
https://www.city.nara.lg.jp/soshiki/31/10039.html3 B

68 古座街道 和歌山県広域 (1) 和歌山県（観光振興課） 行きたい街道日本一！ 司馬遼太郎も旅した道・古座街道をゆく   わか
やま歴史物語　（モデルコース）

http://wakayama-rekishi100.jp/story/082.html2 B

69 古座街道 和歌山県・古座川町 (1) 「やまさき屋旅館」（古座川町高池） 「古座街道」でマルシェ http://kyodoshi.com/article/123793 B
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表 ２-３ .３ 街道観光に係る取組事例の概要（広域関東エリア外：２/２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

番号 調査票名 取組主体 取組の名称 情報源URL 連携種別 参考種別

70 縁の道～山陰～ 鳥取県、島根県、山口
県 (1)

一般社団法人 山陰インバウンド機構 縁（えん）の道～山陰～（広域観光周遊ルート）
https://www.sanin-tourism.com/ennomichi1 B

71 しゃまなみ 島根県、広島県、愛媛県 
(1)

しまなみ・中国やまなみ沿線観光協会
連絡協議会

「しゃまなみ」（瀬戸内しまなみ海道・中国やまなみ街道）
https://syamanami.jp/1 B

72 中国やまなみ街道 島根県、広島県 (1) 広島県・島根県観光連携協議会 第3回 やまなみ街道 サイクルスタンプラリー https://yamanami-cycle.jp/1 B
73 中国やまなみ街道 島根県 (1) （公社）島根県観光連盟  尾道松江線「中国やまなみ街道」 https://www.kankou-shimane.com/mag/1024.html#g_map2 B
74 銀山街道 島根県、広島県 (1) 公益社団法人 島根県観光連盟 銀の道ツーリングマップ https://www.kankou-shimane.com/ginzan-/cycling/index.html1 B
75 銀山街道 島根県・美郷町 (1) 美郷町観光協会 銀山街道を知る（パンフレット） https://www.misato-kankou.com/know/misato-know/1153 C
76 因幡街道 岡山県・美作市 (1) 因幡街道　大原宿観光案内所 大原宿観光サイト　大原宿まち歩き http://ohara-kanko.com/3 C
77 瀬戸内しまなみ海道 広島県、愛媛県 

(1)
（一社）広島県観光連盟、広島市 広島から愛媛へと島々をつなぐ「瀬戸内しまなみ海道」

https://dive-hiroshima.com/feature/island-shimanami/?slug=island-shimanami1 B

78 西国街道 広島県・広島市 (1) 広島市中区地域起こし推進課 ほうじゃ! 西国街道で遊ぼう https://www.city.hiroshima.lg.jp/saigoku/kaido/3 B
79 西国街道 広島県・広島市 (2) まちなか西国街道推進協議会 まちなか西国街道推進協議会 https://machinaka-saigoku.jp/3 A
80 ひろしま八区ぐるっと散策 広島県・広

島市 (1)
広島市企画総務局 地域活性化調整部 ひろしま八区ぐるっと散策「みち」めぐり（街道紹介、パンフレット紹介）

https://www.city.hiroshima.lg.jp/soshiki/14/126619.html3 C

81 赤間関街道 山口県・萩市、下関市、長
門市、美弥市 (1)

山口県立山口博物館 映像で見る防長の街道【公式】山口博物館（動画）
https://www.yamahaku.pref.yamaguchi.lg.jp/2021sp/exhibition/202107/akamagaseki.html2 C

82 赤間関街道 山口県・美弥市 (1) 一般社団法人山口県観光連盟 古地図を片手にまちを歩こう（電子マップ、ガイドツアー） https://yamaguchi-tourism.jp/kochizu-index3 A
83 萩往還 山口県・萩市、山口市、防府市 

(1)
萩往還観光誘致制度創設委員会 歴史の道　萩往還（ルートマップ、名所・旧跡案内、パンフレット、ガイド）

https://hagi-okan.yamaguchi-city.jp/2 B

84 四国遍路 徳島県、香川県、愛媛県、高
知県 (1)

（一社）四国八十八ヶ所霊場会 お遍路とは？
http://88shikokuhenro.jp/1 B

85 土佐街道 愛媛県・四国中央市 (1) 四国中央市観光協会 龍馬も歩いた土佐街道～四国中央市　歴史の道のご案内～（パンフ
レット）

http://www.shikochu-kankou.jp/?page_id=73733 C

86 陶街道五十三次 愛媛県・砥部町 (1) 砥部町観光協会 陶街道五十三次（スタンプラリー） http://www.tobe-kanko.jp/tokaido/3 B
87 土佐塩の道 高知県・香美市 (1) 香美市 土佐塩野道（PR動画、ガイド、パンフレット） https://www.city.kami.lg.jp/map/sionomichi.html3 B
88 檮原街道 高知県・梼原町 (1) 梼原町役場 龍馬脱藩の道・維新の道（街道紹介） http://www.town.yusuhara.kochi.jp/kanko/dappan/3 C
89 長崎街道 福岡県、佐賀県、長崎県他 

(1)
シュガーロード連絡協議会 長崎街道シュガーロード

https://sugar-road.net/1 A

90 長崎街道 福岡県・飯塚市 (1) （一社）飯塚観光協会 長崎街道歩こうマップ http://kankou-iizuka.jp/nagasakimap/kaido-top.html3 C
91 長崎街道 福岡県・飯塚市 (2) いいづか街道まつり実行委員会（事務

局：飯塚観光協会）
筑前の國 いいづか街道まつり

http://e-search.site/2019/10/08/%E7%AD%91%E5%89%8D%E3%81%AE%E5%9C%8B%E3%81%84%E3%81%84%E3%81%A5%E3%81%8B%E8%A1%97%E9%81%93%E3%81%BE%E3%81%A4%E3%82%8A-2/3 B

92 長崎街道 佐賀県・神埼市 (1) 長崎街道かんざき宿場まつり実行委員
会

長崎街道かんざき宿場祭り つなぐくしだPROJECT
https://kushida.kamisachi.jp/3 B

93 長崎街道 長崎県・大村市 (1) 長崎街道大村藩宿場まつり実行委員会
（(一社)大村市物産振興協会）

長崎街道大村藩宿場まつり
http://www.omuranavi.jp/info/info_detail.html?id=1753 B

94 薩摩街道 福岡県・筑後市 (1) 筑後市観光協会 薩摩街道文学碑巡り　（情報発信） https://chikugo.net/course/course043 C
95 薩摩街道 熊本県、鹿児島県 (1) 鹿児島県 薩摩街道（出水筋）マップについて https://www.pref.kagoshima.jp/am01/chiiki/hokusatsu/chiiki/satsumakaidou.html1 A
96 唐津街道 福岡県・宗像市 (1) 唐津街道むなかた推進協議会（宗像

市）
ちょっとよりみち 唐津街道むなかた

http://yorimiti.wawawa.org/index.html3 C

97 唐津街道 福岡県・宗像市 (2) 街道の駅 赤馬館 宗像市東部観光拠点施設　街道の駅 赤馬館 https://www.akamakan.info/?noplay=13 C
98 中津街道 福岡県・築上町 (1) 築上町（中津街道保存活用検討委員

会）
中津街道保存活用計画書　（計画策定）

https://www.town.chikujo.fukuoka.jp/s047/010/110/020/050/keikakusyo.pdf3 B

99 中津街道 福岡県・築上町 (2) 築上町 中津街道 椎田宿　史跡散歩ガイド　（リーフレット、ロゴマーク） https://www.chikujo-rekishi.jp/guide/nakatsukaido/3 C
100 島原半島うみやま街道 長崎県 (1) NPO法人 道守長崎 日本風景街道　島原半島うみやま街道　～歴史と水と温泉のまち～ https://www.michinaga.net/2 B
101 日向往還 熊本県、宮崎県 (1) 九央道沿線地域活性化事業実行委員

会
日向往還

https://hyuga-oukan.com/1 B

102 豊前街道 熊本県・山鹿市 (1) 山鹿温泉観光協会 The豊前街道（観光情報サイト） https://www.y-kankoukyoukai.com/buzen.php3 B
103 豊前街道 熊本県・山鹿市 (2) 下町惣門会（申込先：山鹿温泉観光協

会）
山鹿の米米惣門ツアー

http://comecome-soumon.com/index.html3 B

104 豊前街道 熊本県・山鹿市 (3) 街道浪漫実行委員会、NPO法人山鹿
もてなしたい（共催）

第５回 やまが豊前街道まるごとマルシェ 街道浪漫～歴史を遊ぶ～
https://www.tamalala.jp/2021/10/13/romankaidou2021/3 B

105 豊前街道 熊本県・山鹿市 (4) 山鹿市 山鹿市企業版ふるさと納税活用事業 https://www.city.yamaga.kumamoto.jp/furusato/kiji003693/3_693_5_03.pdf3 C
106 豊後（肥後）街道 熊本県・菊陽町 (1) 菊陽町 菊陽町文化財ツーリズム「人の道・水の道」 https://www.kikuyotsu-rizumu.jp/3 C
107 豊後（肥後）街道 大分県・大分市 (1) 野津原町商工会 肥後街道　～加藤清正公が築いた歴史街道～（情報発信、ルートマッ

プ）
http://notsuharu.oita-shokokai.or.jp/kaido/index.html3 C

108 豊後（肥後）街道 大分県・大分市 (2) おおいた遺産活性化委員会 野津原今市の石畳（おおいた遺産） http://oitaisan.com/heritage/%E9%87%8E%E6%B4%A5%E5%8E%9F%E4%BB%8A%E5%B8%82%E3%81%AE%E7%9F%B3%E7%95%B3/3 C
109 中城ハンタ道 沖縄県・中城村 (1) 中城村観光協会 中城ハンタ道マップ https://www.nakagusukukk.com/%E4%B8%AD%E5%9F%8E%E6%9D%91%E7%B4%B9%E4%BB%8B/%E4%B8%AD%E5%9F%8E%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%82%BF%E9%81%93%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%97/3 C

凡例 
 連携種別 1…広域連携  ２…地域間連携  ３…地域 
 参考種別 A…広域連携の参考になる事例  B…他地域の参考になる事例  C…街道観光につながる取組事例 
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２-３-２ 好事例の詳細調査（広域関東エリア外） 

１） 好事例の抽出の観点（広域関東エリア外） 

本事業での好事例についても基本的には、広域関東エリア内と同様の視点とし、まず江戸街

道プロジェクトの趣旨である「地域連携」を念頭に、「街道を活用した広域関東の新たな観光

振興策の検討」（７章を参照）の読み手として想定する「観光地域づくり法人（DMO）」への

知見の横展開を想定し、取組がイメージしやすい連携の区分を踏まえて選定した。 

 

＜参考＞観光地域づくり法人（DMO）の登録区分について （観光庁WEB サイトより） 

「広域連携（広域連携 DMO）」 

・地方ブロックレベルの区域を一体とした観光地域として、マーケティングやマネジメン

ト等を行うことにより観光地域づくりを行う組織。 

「地域間連携（地域連携 DMO）」 

・複数の地方公共団体に跨がる区域を一体とした観光地域として、マーケティングやマネ

ジメント等を行うことにより観光地域づくりを行う組織。 

「地域連携（地域ＤＭＯ）」 

・原則として、基礎自治体である単独市町村の区域を一体とした観光地域として、マーケ

ティングやマネジメント等を行うことにより観光地域づくりを行う組織 

 

本項での広域関東エリア外での事例の深掘りは、観光入込客数や観光消費額などに一定の成

果をもった事例を中心に好事例として注目した。 

以上の視点から、前項で示した様々なパターンをもった取組みを示す目的で、WEB 調査を

通じて把握した広域関東の各事例の中から、以下の５つの事例について深掘りして取組みを把

握することとした。 

 

表 ２-３ .4 抽出した好事例と調査概要 

 取組み箇所・事業名 実施主体 実施方法 取組区分 観点 

① 昇龍道プロジェクト 中部運輸局 訪問 広域連携 取組主体 

② シュガーロード 長崎市 オンライン 地域間連携 取組主体 

③ 古地図を片手にまちを歩こう 山口県観光連盟 オンライン 地域間連携 取組主体 

④ 西国街道 
まちなか西国街道推

進協議会 
電話取材、資料提供 地域間連携 まちづくり 

⑤ 大垣市 
中山道赤坂宿まちづ

くりの会 
文献調査 地域間連携 まちづくり 
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２） 好事例の詳細調査結果（広域関東エリア外） 

① 昇龍道プロジェクト 

項 ヒアリング対象箇所の情報 

取 組 昇竜道プロジェクト 

対 象 中部運輸局 

区 分 広域連携 

観 点 事業主体 

 

項 収集内容 

A 「昇龍道プロジェクト」の取組状況 

・中部北陸９県の自治体、観光関係団体、観光事業者等と協働して中部北陸圏の知名度向上

を図り、海外からのインバウンドを推進するためのプロジェクト。 

・事務局は、中部運輸局、北陸信越運輸局、（一社）中央日本総合観光機構の３者。 

・中央日本総合観光機構は、前進団体である中部広域観光推進協議会をベースに広域観光

DMOとして発足。 

・協議会は会員制とし、インバウンド誘致に向けた志のある方々が会員として登録（会費等

は発生していない）。現在の会員は約2千者強。 

・会長には、中部経済連合会の会長、副会長には、北陸経済連合会の会長が就任している。 

・昇龍“道”と道としているが、Roadという捉え方ではなく、エリアと考えて活動している

（北海道の「道」の使い方と同様の意味）。 

・発足当時は、中華圏を中心に、中部北陸９県の知名度向上、海外からの誘客に向けた取組

（招請事業、海外旅行博への出展事業等）を実施。 

・現在は、定期的なメールマガジンの発行、宿泊旅行統計を活用した分析、勉強会の開催等

を実施。コロナ前まで実施していた「地域プロモーション事業」が消滅したことにより、

事務局が中心となって行うプロモーションはほぼ激減。 

・コロナ禍では、インターネットを通じた地域産品の紹介・販売やバーチャル旅行気分が味わ

える動画の配信など、おうちにいながら地域の魅力を感じられるコンテンツ発信「ちいきの

ちから（おうちで昇竜道）」を展開した。 

B 地域団体・民間企業との連携（民間主体の場合は行政との連携） 

・部会と分科会が設置されており、部会は、主に海外市場毎のプロモーションについて、分科

会は、主にインバウンドの受入環境整備について、協議等しており、それぞれのテーマに興

味のある会員が参加。会員同士のネットワークの強化にも繋がっている。 

C 街道活用の今後の展望 

・発足後11年が経過する中で、中華圏を中心とした東アジア・東南アジアでの認知はある程

度向上したものと思慮しているが、欧米豪市場への展開をどうしていくか（キャッチフレー

ズやブランド名称含めて）が今後の課題。 

・また、広域DMOである中央日本総合観光機構の管轄エリアと昇龍道プロジェクトのエリア

が重複しており、事務局機能も含めて中央日本総合観光機構を中心に展開したいが、中央日

本総合観光機構の予算・人員が少ないことも課題となっている。 

D その他 

・昇龍道が別の団体により商標登録をされてしまっているため、発足時における確認は重要。 

・ロゴ使用は、地域の宣伝活動（営利を目的としない活動）であれば、基本的に活用は自由と

している。ただし、事務局への使用申請は必要。 
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② シュガーロード 

 

項 ヒアリング対象箇所の情報 

取 組 シュガーロード 

対 象 長崎市 

区 分 地域間連携 

観 点 事業主体 

街 道 長崎街道（脇往還） 

 

項 収集内容 

A 「シュガーロード」の取組状況 

・福岡県―佐賀県－長崎県の８市（長崎市、諫早市、大村市、嬉野市、小城市、佐賀市、

飯塚市、北九州）で取り組む。 

・令和２年に日本遺産に認定、認定から3年間、ガイド育成による観光客受入体制の強化、

学校との連携によるシビックプライドの醸成、展示会イベントによる周知啓発などに注

力。 

・海外貿易の窓口であった長崎と小倉をつなぐ長崎街道沿いの地域には、砂糖や外国由来

の菓子が多く流入した歴史をフックとして「長崎街道沿い独特の食文化、個性ある砂糖

文化」をテーマに地域間で連携。 

・令和４年度は、PR動画を作成（財源は8市で負担）。 

・連携することにより、PRの単位を大きくすることで、魅力を拡大して伝えることができ

る以外にも、８市が互いの特産品を紹介し合うことができる。 

 

B 地域団体・民間企業との連携（民間主体の場合は行政との連携） 

・担当者会議を年２回程度、総会を年１回程度開催している。 

・旅行会社から商品化の企画提案があった。 

 

C 街道活用の今後の展望 

・今後の展開として、日本遺産認定を活用してブランド化を高めていきたい。 

・現在の課題としては、国の日本遺産の支援期間が認定後３年間であり、その後、国の支

援がない中で取組を定着・強化していく必要がある。 

・事業継続の財源も問題として挙がる。 

 

D その他 

・特定の商品を協議会のオススメとしてPRすることは、行政主体の性質上、行っていな

い。 
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③ 古地図を片手にまちを歩こう 

 

項 ヒアリング対象箇所の情報 

取 組 古地図を片手にまちを歩こう 

対 象 山口県観光連盟 

区 分 地域間連携 

観 点 事業主体 

街 道 山口県内の街道・市中 

 

項 収集内容 

A 「古地図を片手にまちを歩こう」の取組状況 

・幸いに戦災も自然災害も少なかったため、長州藩の当時の地図が残されていた。 

・平成30年、明治維新150年の機会に向けて取り組みを開始。 

・意外と古地図が好きな人は多く、地元の方も関心を持ってくれた。 

・古地図から入ることで、街道歩きの層とは別のターゲットに顧客の間口が広がった（ち

なみに、古地図のガイドも新たに広がった取組）。若い世代も来てくれたという声があ

った。 

・事業活動の財源は「おいでませ山口観光キャンペーン推進協議会」が拠出。 

 

B 地域団体・民間企業との連携（民間主体の場合は行政との連携） 

・従前からガイド団体とのコミュニケーションがあった。 

・基本的には活動はおまかせしている。 

・数年にわたり、古地図の勉強会を実施、ガイドウォークなどのスキル向上に努めた。 

・地域間連携のポイントとしては、意欲があるところと積極的に連携したところ。 

・隣県も事業エリアに含めている。 

 

C 街道活用の今後の展望 

・追加のコースを市町やガイド団体に募集すると多くの提案があり、活動に手応えを感じ

ている。 

・課題は、事業の継続。 

 

D その他 

・なし 
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④ 西国街道 
 

項 ヒアリング対象箇所の情報 

取 組 まちなか西国街道 

対 象 まちなか西国街道推進協議会 

区 分 地域連携 

観 点 事業主体 

街 道 西国街道（脇往還） 
 

項 収集内容 

A 「まちなか西国街道」の取組状況 

・広島駅周辺から平和記念公園の間は、原爆で街そのものが一度破壊されていることもあり、

一見して旧街道と認識するのは難しく、それゆえ広島の人々にすらよく知られていない。 

・しかし、広島の歴史を紡いできた西国街道には、今も当時の面影を色濃く残す景観やそこに

暮らす人たちがいることから、まちなか西国街道推進協議会では、広島市中心部の東西の核

である両地区の賑わいを都市全体に広げることを目的として西国街道の可視化に向けた活動

に取り組む。 

・地域と地域をつなげるまちづくりの貴重な礎として「西国街道」を捉え、過去から現在へと

つながる西国街道についての歴史を日本語と英語で併記した「文化の大動脈・西国街道マッ

プ」として西国街道マップを制作。統一したロゴマークを活用し、来訪者が歩いて見て分か

る西国街道にする取組。 

【道路標示・案内板】 

・駅前大橋北詰めの歩道に西国街道をデザイン化した案内板を設置。ま

た、「まちなか西国街道」グランドデザインを制作し、道路整備（色

分けなど）での可視化を広島市道路計画課と協議。 

【マンホール】 

・広島市下水道局へ働きかけ、西国街道をかたどったマンホールを街道

沿いに配置。デザインは広島市・広島市立大学芸術学部の協働制作。 

【のぼり・ステッカー】 

・「まちなか西国街道」ロゴののぼりやステッカーを作成・配布・設置

により、西国街道の存在について周知。多くの場所に、統一したステ

ッカーを張ってもらえるよう、該当地域の市民へ働きかける。 

B 地域団体・民間企業との連携（民間主体の場合は行政との連携） 

・各地区の市民や、商店街や市役所など、様々な背景を持つ地域住民と有識者が集まり西国街

道準備委員会を設置 

・地域が自発的に行っているまちづくりとして、新聞にも掲載された。 

・広島市長の応援をうけ、広島市が西国街道マップの増刷。 

・地域の学校への出前授業を通じて、郷土の歴史・郷土愛を育む 

・西国街道に伝統的に受け継がれてきた地域の伝統工芸と連携し、現代風にアレンジするなど

した「まちなか西国街道」ブランドを発足 

・そのほか、ホームページの制作、SNSでの拡散、西国街道DVDの作成・公開に取り組む。 

・中国新聞をはじめ、地元情報媒体と連携してプレスリリースなどを発信。 

C 街道活用の今後の展望 

・今後、ひろしま都心活性化プラン（都心の地区計画の見直し、駅・紙屋町・西国街道の歩行

環境整備、等）の実施に向けて展開。 
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⑤ 大垣市 

 

項 調査対象箇所の情報 

取 組 中山道赤坂宿まちづくりの会 

対 象 岐阜県大垣市 

区 分  地域連携 

観 点 事業主体 

街 道 中山道 

 

項 収集内容 

A 「中山道赤坂宿まちづくりの会」の取組状況 

・建替え等により歴史的な雰囲気が失われていくなか、行政の説明会等を契機に地元住民

が主体となり「中山道赤坂宿まちづくりの会」を設立。 

・「まちなみ調査」の実施、「お嫁入り普請探訪館」の運営、勉強会の開催等の活動。 

 

B 地域団体・民間企業との連携（民間主体の場合は行政との連携） 

・勉強会を重ねたことで取組への住民理解が確保された。 

・自治会を通じて地縁関係者を重視し、合意形成に最大限留意して進めてきた。 

・大垣市からの協力があり、補助金の確保を通じて先進地視察や勉強会に住民参加。 

 

C 街道活用の今後の展望 

・古い町並み（家屋）の保存と核となる資源が少ないため市内に点在する資源の連携。 

・60代以上が中心であり、後継者の養成が課題。 

・今後は、何らかの収益事業や企業からの支援金など、市からの補助金に頼らない収入源

の確保の検討が必要。 

 

D その他 

・なし 
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２-４ 旅行メディアにおける街道観光の取り上げ方について 

１） 調査手法 

街道観光が旅行メディアにおいてどう取り上げられているかについて調査を行った。 

対象とする旅行メディアは、日本観光振興協会による「2022 年観光関連サイト推計閲覧者

数ランキング13」の［旅行・交通］の WEB サイトにおいて、PC からの推計閲覧者数ランキ

ング（図 ２-４.1）とスマートフォンからの閲覧者数ランキング（図 ２-４.2）において、そ

れぞれの［メディア］カテゴリの上位 5 サイトを選定した。また、日本語化が進んでいるイン

バウンド向け旅行情報サイトを追加した。重複や同一リソースのサイトを除き、調査の対象と

した旅行メディアは以下のとおりである。 
 

①じゃらん net（https://www.jalan.net/）（※aumo） 

②楽天トラベル（https://travel.rakuten.co.jp/） 

③一休.com（https://www.ikyu.com/）（※Yahoo！トラベル） 

④ウォーカープラス（https://www.walkerplus.com/） 

⑤MATCHA（https://matcha-jp.com/jp） 

⑥ジャパン・トラベル（https://japantravel.co.jp/） 

⑦Travel Japan（JNTO）（https://www.japan.travel/jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .1 ［旅行・交通］WEB サイト PC からの推計閲覧者数ランキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .2 ［旅行・交通］WEB サイトスマートフォン推定閲覧者数ランキング  

  

 
13 日本観光振興協会 HP 

（https://www.nihon-kankou.or.jp/home/userfiles/files/autoupload/2023/02/1676353334.pdf） 

https://www.jalan.net/
https://travel.rakuten.co.jp/
https://www.ikyu.com/
https://www.walkerplus.com/
https://matcha-jp.com/jp
https://japantravel.co.jp/
https://www.japan.travel/jp/
https://www.nihon-kankou.or.jp/home/userfiles/files/autoupload/2023/02/1676353334.pdf
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２） 調査結果 

① じゃらんネット 

＜街道観光の取扱いの有無＞ 

じゃらんネットはオンラインでの宿・ホテルやアクティビティ体験の検索、予約を目的とし

たサイトある。また、観光スポットやご当地グルメなどを検索する機能も有している。 

観光スポットのジャンルとして「観光施設・名所巡り＞旧街道」の項目が設定されており、

ランキングを表示することができる。 

 

＜検索方法＞ 

［トップページ］＞［観光ガイド］＞［エリア選択］＞［観光スポット］と進み、［ジャン

ル］の絞り込みから［観光施設・名所巡り］＞［旧街道］と選ぶことで、ランキングを表示す

ることができる。表 2-4.1 から.10 に各地方のランキングページを示す。 

ランキングページでは図 ２-４.3 のように、シーズンもしくはタイプを選択することにより、

順位の並び替えを行うことができる。 

 

 
図 ２-４ .3 選択画面 

 

＜街道観光の取り上げ方について＞ 

ランキング画面に到達するまでに細かい検索が必要なものの、旧街道というジャンルでしっ

かりと取り扱っている。 

北海道では「赤松街道（日本の道百選、歴史街道）」が３位にランキングされており、その

他、新しい街道として、２位にオホーツク・リラ街道（旧国鉄線路跡地の町道）、４位に芝桜

花街道（道道網走川湯線の愛称）がランキングされている。 

東北では「松前街道」が 1 位、「萱野峠（越後米沢街道十三峠）」が 2 位、「七ヶ宿街道」

が 3 位、「六十里越街道」が 5 位にランキングされている。 

関東では「日光街道」が 1 位、「箱根旧街道」が 2 位、「東海道品川宿」が 3 位、「会津

西街道」が 5 位にランキングされている。 

甲信越では 1 位から 5 位まで全て「中山道」がランキングされているが、それぞれ 1 位が

奈良井宿エリア、2 位が福島宿エリア、3 位が追分宿エリア、4 位が妻籠宿・馬籠宿エリア、

5 位が八幡宿・望月宿エリアでランキングされている。 

北陸では木ノ芽峠（北陸道）が 1 位、「白ヶ峰往来（歴史の道百選）」が 5 位にランキング

されており、その他、古道として木ノ芽古道が 3 位、深坂古道が 4 位にランキングされてい

る。 

東海では 2・4・5 位に「中山道」がランキングされているが、それぞれ 2 位が赤井宿・垂

井宿エリア、4 位が大湫宿エリア、5 位が大井宿エリアでランキングされている。また、3 位

には「箱根旧街道」がランキングされている。 
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関西では 1・3 位に「熊野古道」がランキングされているが、それぞれ 1 位が紀伊路エリ

ア、3 位が中辺路エリアでランキングされている。また、2 位には「中山道」の鳥居宿・高宮

宿エリア、4 位には「中山道守山宿」がランキングされている。 

中国（山陰山陽）では 2 位に「出雲街道」、3 位に「智頭往来」、4 位に「津和野街道」、

5 位に黒瀬街道の常夜灯がランキングされている。 

四国では「丸亀街道」が１位、「高松街道」が 3位、「伊予・土佐街道」が 4 位にランキン

グされている。また、こんぴら街道が丸亀街道の別称として 5 位にランキングされている。 

九州では「豊前街道」が 1 位、「長崎街道」が 4位にランキングされている。その他に、豊

後・肥後街道の宿場町である今市宿の今市石畳が 2 位に、長崎街道の一部である曲里の松並木

が 3 位、豊後・肥後街道の一部である二重峠石畳が 5 位にランキングされている。 

 

表 ２-４ .1 北海道シニアにオススメランキングの TOP５（1/3） 

 観光ガイド×北海道×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

（北海道の旧街道ランキング TOP5 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 

 

https://www.jalan.net/kankou/010000/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .1 北海道シニアにオススメランキングの TOP５（2/3） 

2 

 

3 
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表 ２-４ .1 北海道シニアにオススメランキングの TOP５（3/3） 

4 

 

5 
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表 ２-４ .2 東北シニアにオススメランキングの TOP５（1/3） 

 観光ガイド×東北×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

東北の旧街道ランキング TOP10 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 

 

2 

 

 

  

https://www.jalan.net/kankou/pro_002/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .2 東北シニアにオススメランキングの TOP５（2/3） 

3 

 

4 
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表 ２-４ .2 東北シニアにオススメランキングの TOP５（3/3） 

5 
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表 ２-４ .3 関東シニアにオススメランキングの TOP５（1/3） 

 観光ガイド×関東×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

関東の旧街道ランキング TOP10 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 
2 

 

 

https://www.jalan.net/kankou/pro_003/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .3 関東シニアにオススメランキングの TOP５（2/3） 

3 

 

4 
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表 ２-４ .3 関東シニアにオススメランキングの TOP５（3/3） 

5 
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表 ２-４ .4 甲信越シニアにオススメランキングの TOP５（1/3） 

 観光ガイド×甲信越×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

甲信越の旧街道ランキング TOP10 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 

2 

 

 

  

奈
良
井
宿 

福
島
宿 

https://www.jalan.net/kankou/pro_004/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .4 甲信越シニアにオススメランキングの TOP５（2/3） 

3 

 

4 

 

 

  

追
分
宿 

妻
籠
宿
・
馬
籠
宿 
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表 ２-４ .4 甲信越シニアにオススメランキングの TOP５（3/3） 

5 

 

 

  

八
幡
宿
・
望
月
宿 
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表 ２-４ .5 北陸シニアにオススメランキングの TOP５（1/2） 

 観光ガイド×北陸×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

北陸の旧街道ランキング TOP9 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 

2 

 

 

  

https://www.jalan.net/kankou/pro_005/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .5 北陸シニアにオススメランキングの TOP５（2/2） 

3 

 

4 

 
5 
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表 ２-４ .6 東海シニアにオススメランキングの TOP５（1/3） 

 観光ガイド×東海×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

東海の旧街道ランキング TOP10 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 

2 

 
 

  

赤
坂
宿
・
垂
井
宿 

https://www.jalan.net/kankou/pro_006/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .6 東海シニアにオススメランキングの TOP５（2/3） 

3 

 

4 

 

 

  

大
湫
宿 
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表 ２-４ .6 東海シニアにオススメランキングの TOP５（3/3） 

5 

 
 

  

大
井
宿 
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表 ２-４ .7 関西シニアにオススメランキングの TOP５（1/3） 

 観光ガイド×関西×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

関西の旧街道ランキング TOP10 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 
2 

 

 

紀
伊
路 
鳥
居
本
宿
・
高
宮
宿 

https://www.jalan.net/kankou/pro_007/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .7 関西シニアにオススメランキングの TOP５（2/3） 

3 

 

4 

 

 

中
辺
路 

守
山
宿 
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表 ２-４ .7 関西シニアにオススメランキングの TOP５（3/3） 

5 
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表 ２-４ .8 中国（山陰・山陽）シニアにオススメランキングの TOP５（1/3） 

 観光ガイド×中国(山陰山陽)×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

中国(山陰山陽)の旧街道ランキング TOP10 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 
2 

 

 

https://www.jalan.net/kankou/pro_008/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .8 中国（山陰・山陽）シニアにオススメランキングの TOP５（2/3） 

3 

 

4 
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表 ２-４ .8 中国（山陰・山陽）シニアにオススメランキングの TOP５（3/3） 

5 
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表 ２-４ .9 四国シニアにオススメランキングの TOP５（1/2） 

 観光ガイド×四国×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

四国の旧街道ランキング TOP10 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 
2 

 

3 

 
 

  

https://www.jalan.net/kankou/pro_009/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .9 四国シニアにオススメランキングの TOP５（2/2） 

4 

 

5 
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表 ２-４ .10 九州シニアにオススメランキングの TOP５（1/3） 

 観光ガイド×九州×観光スポット×【ジャンル：観光施設・名所巡り＞旧街道】 

■シニアにオススメランキング 

九州の旧街道ランキング TOP10 - じゃらん net (jalan.net) 

１ 

 

2 

 

 

https://www.jalan.net/kankou/pro_010/g2_41/?screenId=OUW1701&sortKbn=40
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表 ２-４ .10 九州シニアにオススメランキングの TOP５（2/3） 

3 

 

4 
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表 ２-４ .10 九州シニアにオススメランキングの TOP５（3/3） 

5 

 

  



 

74 

② 楽天トラベル 

＜街道観光の取扱いの有無＞ 

楽天トラベルはオンラインでのホテル・旅館の検索と予約を目的としたサイトである。ホテ

ル・旅館を検索する際に各都道府県の観光スポットから近隣のホテル・旅館を検索する機能を

有しており、観光スポットとして街道名や宿場名が設定されている。 

また、ブログ記事形式で旅行先を紹介する旅行ガイドページでいくつかの宿場に関する紹介

記事が掲載されている。 

 

＜検索方法＞ 

［トップページ］＞［他の目的・条件から探す］＞［観光スポット名一覧］＞［都道府県］

と進むことで、各都道府県の観光スポット一覧を表示できる。 

参考として、図 ２-４.4 に青森県の観光スポットの一覧画面の奥州街道記載部分を示す。 

旅行ガイド（トラベルガイド）ページ内の検索ボックスから［街道］や［宿場町］でキーワ

ード検索を行うことで、関連する記事に到達することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .4 青森県観光スポット一覧（奥州街道記載部分抜粋）  
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＜街道観光の取り上げ方について＞ 

各都道府県の観光スポットとして設定されている街道名や宿場名を表 ２-４.11 に示す。 

各都道府県で 106 カ所の街道・宿場町が観光スポットとして設定されているが、ホテル・

旅館の検索条件のカテゴリとしての［街道］や［宿場町］は設定されていない。また、観光ス

ポットの街道・宿場町についても大量の観光スポット一覧の中から一つ一つ探す必要があり、

街道や宿場町だけを横断的に探すことは難しくなっている。 

［トップページ］＞［他の目的・条件から探す］内の［目的から宿を探す］（図 ２-４.5内

の赤枠部分）に［街道の近くの宿］や［宿場町の宿］といったカテゴリが追加されれば、街道

や宿場に関する検索も容易になると考えられる。 

旅行ガイド（トラベルガイド）でキーワード：「街道」の検索結果を表 ２-４.12 に、キー

ワード：「宿場町」の検索結果を表 ２-４.13 に示す。 

検索結果に表示される紹介記事は「宿場町」をテーマとして取り上げたものであり、記事タ

イトルも「宿場町」が押し出され、街道観光としては点的な紹介となっている。「街道」は本

文中の説明の中でわずかに使用されるだけのものがほとんどであり、街道観光として線的に紹

介するような記事がないことがわかった。「街道」をテーマとした線的な紹介記事により街道

観光の紹介のバリエーションを増やすことで、街道観光に関する関心を高めることにつながる

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .5 ［他の目的・条件から探す］選択画面  

 

  



 

76 

 
表 ２-４ .11 各都道府県観光スポット一覧における街道・宿場町（1/3） 

他の目的・条件から探す＞観光スポット名一覧＞都道府県 

楽天トラベル:観光スポットのホテル・旅館 (rakuten.co.jp) 

青森県 奥州街道 

宮城県 七ヶ宿街道 

秋田県 三崎山旧街道 

山形県 
出羽の古道 六十里越街道 

楢下宿 

福島県 

旧奥州街道 

会津西街道 

大内宿 

栃木県 日光街道 

埼玉県 日光街道 

東京都 伝鎌倉街道 

神奈川県 
箱根旧街道コース 

箱根旧街道東坂 

新潟県 三国街道塩沢宿牧之通り 

山梨県 台ヶ原宿 

長野県 

鬼無里街道 

北国街道 海野宿 

旧北国街道 柳町の通り 

旧谷街道 

北国街道 小諸宿 

女街道・発地石仏群 

海野宿 

望月宿 

芦田宿 

御堂垣外宿 

妻籠宿 

須原宿 

福島宿 

奈良井宿 

牛方宿 

福井県 

馬借街道 

鯖街道起点 

若狭鯖街道 

今庄宿 

板取宿 

熊川宿 

岐阜県 

大井宿本陣跡 

中山道太田宿 

細久手宿 

中山道御嶽宿 商家竹屋 

https://travel.rakuten.co.jp/yado/spot/?lid=topC_purpose_back
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表 ２-４ .11 各都道府県観光スポット一覧における街道・宿場町（2/3） 

岐阜県 

中津川宿 

馬籠宿 

垂井宿 

中山道赤坂宿 

静岡県 

旧天城街道 

姫街道 

東海道蒲原宿 

由比宿 

興津宿 

江尻宿 

府中宿 

丸子宿 

吉原宿 

三島宿 

沼津宿 

原宿 

岡部宿 

藤枝宿 

島田宿 

金谷宿 

三ヶ日宿 

気賀宿 

市野宿 

浜松宿 

舞坂宿 

新居宿 

白須賀宿 

見付宿 

日坂宿 

掛川宿 

袋井宿 

愛知県 

中馬街道 

二川宿本陣 

藤川宿 

三重県 

伊勢本街道 

和歌山街道 

関宿 

滋賀県 

鯖街道 

北国街道 

間の宿 

草津宿 

今津宿 
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表 ２-４ .11 各都道府県観光スポット一覧における街道・宿場町（3/3） 

滋賀県 

柏原宿 

木之本宿 

塩津宿 

醒井宿 

中山道守山宿 

鳥居本宿 

土山宿本陣跡 

石部宿 

京都府 鞍馬街道 

大阪府 
暗越奈良街道 

郡山宿本陣 

兵庫県 平福宿（道の駅 宿場町ひらふく） 

奈良県 
柳生街道 

竹内街道 

和歌山県 高野街道 

鳥取県 

若桜街道・本通り 

若桜宿 

智頭宿 

香川県 金毘羅街道の町並み 

高知県 野根山街道 

福岡県 唐津街道 畦町宿 

佐賀県 長崎街道 

長崎県 長崎街道の石碑 

熊本県 豊後街道 菊陽杉並木 
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表 ２-４.12 旅行ガイド検索結果【キーワード：街道】 

 旅行ガイド（トラベルガイド）×【キーワード検索：街道】 

検索結果 【楽天トラベル】 (rakuten.co.jp) 

1 

 

絵になる宿場・妻籠宿を行く 江戸の町並みや信州グルメを満喫 

長野 2019/06/27 

江戸時代、街道の拠点として栄えた、長野県にある妻籠宿。日本で初めて古い景観の保護

を行った場所としても知られています。山深い木曽路にあって本格的な江戸の町並みに出

会える妻籠宿の歩き方やグルメ情報をご紹介します。 

2 

 

江戸情緒をいまに残す「宿場町」7 選 

全国 2022/04/07 

「大内宿」や「妻籠宿」など、江戸時代に宿場として栄えた姿をいまなお残すおすすめの

宿場町 7 選をご紹介。中山道や東海道などの街道沿いに江戸情緒を残す街並みが続く様子

はまるでタイムスリップをしたかのよう。今注目の宿場町観光へ。 

https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/search?search=%E8%A1%97%E9%81%93
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/howto/tsumagojuku-guide
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/area/nagano
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/traditional/shukuba-machi
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/area/nationwide
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/howto/tsumagojuku-guide
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/traditional/shukuba-machi
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3 

 

「大内宿」を満喫！日本の原風景を楽しむ旅へ 

福島 2022/12/14 

江戸時代の景観が残る大内宿の見どころや宿泊スポットをご紹介。かつて会津西街道の宿

場町として栄えた大内宿には、茅葺屋根の民家がずらり。ここならではの風景とグルメ・

雑貨・絵付け体験、冬の祭りなど 1度は訪れてみたい魅力が沢山！ 

 

  

https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/howto/ouchijuku-guide
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/area/fukushima
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/howto/ouchijuku-guide
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表 ２-４.13 旅行ガイド検索結果【キーワード：宿場町】 

 旅行ガイド（トラベルガイド）×【キーワード検索：宿場町】 

検索結果 【楽天トラベル】 (rakuten.co.jp) 

1 

 

江戸情緒をいまに残す「宿場町」7 選 

全国 2022/04/07 

「大内宿」や「妻籠宿」など、江戸時代に宿場として栄えた姿をいまなお残すおすすめの

宿場町 7 選をご紹介。中山道や東海道などの街道沿いに江戸情緒を残す街並みが続く様子

はまるでタイムスリップをしたかのよう。今注目の宿場町観光へ。 

2 

 

長野県塩尻市の宿場町「奈良井宿」に 6 つの施設が開業！ 宿泊施設

「BYAKU Narai」で非日常的な時間を過ごそう 

長野 2021/08/31 

株式会社竹中工務店と株式会社 47PLANNING は、長野県塩尻市の宿場町「奈良井宿」

に小規模複合施設を開業。宿泊施設「BYAKU Narai」をはじめ、レストラン・酒蔵・バ

ー・温浴施設・ギャラリーの 6 業態が入居しました。 

https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/search?search=%E5%AE%BF%E5%A0%B4%E7%94%BA
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/traditional/shukuba-machi
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/area/nationwide
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/news/2021-08-31-0
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/news/2021-08-31-0
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/area/nagano
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/traditional/shukuba-machi
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/news/2021-08-31-0
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3 

 

会津若松の女子旅観光モデルコース【後半：東山温泉と大内宿編】 

福島 2019/06/27 

福島県 会津若松市は、城下町であり史跡が点在するレトロな観光地。女子旅モデルコー

ス後半では、美肌の湯が堪能できる東山温泉、少し足をのばして宿場町の大内宿、かわい

いお土産探しや喜多方ラーメンなどのグルメを楽しみましょう。 

4 

 

「大内宿」を満喫！日本の原風景を楽しむ旅へ 

福島 2022/12/14 

江戸時代の景観が残る大内宿の見どころや宿泊スポットをご紹介。かつて会津西街道の宿

場町として栄えた大内宿には、茅葺屋根の民家がずらり。ここならではの風景とグルメ・

雑貨・絵付け体験、冬の祭りなど 1度は訪れてみたい魅力が沢山！ 

 

  

https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/howto/aizu-wakamatsu2-guide
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/area/fukushima
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/howto/ouchijuku-guide
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/area/fukushima
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/howto/aizu-wakamatsu2-guide
https://travel.rakuten.co.jp/mytrip/howto/ouchijuku-guide
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③ 一休.com 

＜街道観光の取扱いの有無＞ 

一休.com はオンラインでの宿泊施設や飲食店の検索・予約を目的としたサービスである。

登録されたキーワードをタグとして、周辺の宿泊施設・飲食店を検索する機能を有する。 

トップページのキーワード検索ボックスにおいて、［街道］と検索した際にタグ候補として

いくつか［街道］とついたスポットが挙がる。［宿場］もしくは［宿場町］でキーワード検索

した際は関連したスポットのタグ候補は挙がらない。 

 

＜検索方法＞ 

［トップページ］のキーワード検索ボックスに［街道］と入力することで、街道を含んだタ

グ候補を確認することができる。参考として、図 ２-４.6 に［街道］で検索した際の検索候補

表示画面を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .6 キーワード検索ボックス検索候補画面（キーワード：街道）  

 

＜街道観光の取り上げ方について＞ 

宿泊施設・飲食店の検索の際のカテゴリやジャンルに、［街道］や［宿場町］といった設定

はない。トップページのキーワード検索ボックスにおいて、［街道］と検索した際のタグ候補

一覧を表 ２-４.14に示す。 

表 ２-４.14にあるようにタグ候補は 6 カ所と総数も少ないが、街道観光に関連するスポッ

トはその中でも 3件（表中赤字）とさらに少なく、限定的である。 

こうした検索サイトでは登録タグに［街道］や［宿場町］を登録・紐付することはもちろん、

［箱根旧街道］の［三国街道 塩沢宿 牧之通り］のような具体的な街道名や宿場名を登録・紐

付することで、街道や宿場町で横断的な検索を可能にし、街道観光の線的、面的な広がりにつ

なげることができると考えられる。 

 

表 ２-４ .14 スポット検索候補一覧（キーワード：街道）  

スポット検索候補一覧（キーワード：街道） 

1 山中温泉 ゆげ街道の碑 

2 元祖忍者村 肥前夢街道 

3 箱根旧街道石畳（腰巻地区） 

4 三国街道 塩沢宿 牧之通り 

5 箱根旧街道 

6 ゆげ街道 
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④ ウォーカープラス 

＜街道観光の取扱いの有無＞ 

ウォーカープラスはエンタメ情報やスポット情報、イベント情報などを扱うニュースメディ

アである。ニュースやイベント情報では街道観光について特集などはなかった。全国のおでか

けスポットを紹介するページでは、「馬籠宿」や「妻籠宿」といった観光地として有名な宿場

町や「木曽路」といった街道もスポットとして紹介されている。 

 

＜検索方法＞ 

［トップページ］＞［おでかけ先を探す：スポット一覧］＞［観光：名所・旧跡］もしくは

［トップページ］＞［おでかけ先を探す：スポット一覧］＞［観光：歴史的建造物］で全国の

おでかけスポット一覧から、街道や宿場町に関連するスポットを絞り込むことができる。 

 

＜街道観光の取り上げ方について＞ 

エンタメ情報やイベント情報をメインに取り扱うメディアではあるが、街道観光に関連する

特集等は見られなかった。 

また、全国のおでかけスポット一覧の検索カテゴリの中に［街道］や［宿場町］のカテゴリ

はなかった。街道や宿場町に関するスポットを検索するためには、［観光：名所・旧跡］（全

134 件）や［観光：歴史的建造物］（全 24 件）のカテゴリの中から、一つ一つ探していくし

かなく、街道や宿場町をみつけることは難しくなっている。 

図 ２-４.7に示すような観光の絞り込みのカテゴリとして、［街道］や［宿場町］が設定さ

れることで横断的な検索が可能になると考えられる。 

また、こうしたニュースサイトで大きく取り上げられるためには、ひとつの宿場町での単発

のイベントでは難しく、現在特集ページが作られている「全国お花見ガイド」や「花火大会カ

レンダー」、「紅葉情報」、「イルミネーションガイド」のような街道をベースとした大きな

取組が必要と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .7 絞り込みカテゴリ 
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⑤ MATCHA 

＜街道観光の取扱いの有無＞ 

MATCHA は訪日旅行者に向けて日本の情報を発信する WEBマガジンである。各都道府県

の人気スポットを表示する機能も有している。記事検索の結果、街道観光を特集するような紹

介記事は見当たらなかった。各都道府県の人気スポットには「信濃路」や「木曽路 中山道」と

いった街道や「大内宿」、「馬籠宿」のような有名な宿場町が設定されている。 

 

＜検索方法＞ 

紹介記事の検索はトップページの検索ボックスに［街道］や［宿場町］、具体的な街道名や

宿場名を入力することで、関連する紹介記事を検索することができる。 

人気スポットについては、［トップページ］＞［旅先］＞［地方選択］＞［都道府県選択］

＞［エリア選択］とすすんでいくことで各エリアの人気スポットを表示することができる。参

考として、図 ２-４.8 に［長野県］＞［木曽］エリアの人気スポットの「木曽路 中山道」掲

載部分（図内赤枠）の画面を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .8 長野県木曽エリア人気スポット（木曽路  中山道掲載部分抜粋） 

 

＜街道観光の取り上げ方について＞ 

キーワードを［街道］や五街道の具体的な街道名で記事検索した結果、検索候補は挙がった

ものの、街道がテーマとなっているものや、タイトルに「街道」や具体的な街道名が入ってい

るという記事を見つけることはできなかった。検索結果として挙がった記事は宿場町を紹介す

る際の説明として「街道」という言葉や具体的な街道名が使われている記事がヒットしたもの

だった。 

キーワード［宿場町］の検索結果についても、宿場町がテーマとなっている、タイトルに「宿

場町」や具体的な宿場名が入っているという紹介記事はなく、ある地域のおすすめスポットを

まとめて紹介する記事の中でスポットの一つとして扱われるにとどまっている。 



 

86 

人気スポットの検索については、［街道］や［宿場町］といったカテゴリやジャンルは設定

されていない。街道や宿場町を探す場合、各エリアの人気スポットを一つ一つ確認していかな

ければならず、街道や宿場町だけを横断的に検索することは難しいつくりとなっている。 

また、人気スポットに設定されている街道、宿場町ともに数は少ない。さらに、図 ２-４.9

に示すように、掲載されている情報も写真も説明文もなく公式サイトの URL が掲載されてい

るだけで、一見して詳細がわからないものがあり、情報が充実しているとは言えない。 

一方で、新しい街道である「しまなみ海道」はサイクリングと絡めて多くの紹介記事が掲載

されている。こうした記事内では「しまなみ海道」でサイクリングを楽しめることはもちろん、

サイクリングを通してどのような体験ができるかということを重視した内容となっている。 

今後、街道観光を周知していくうえでも、街道観光を通してどのような体験ができるのかを

発信していくことが重要であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .9 人気スポット詳細ページ（馬籠宿）  

  



 

87 

⑥ ジャパン・トラベル 

＜街道観光の取扱いの有無＞ 

ジャパン・トラベルは訪日外国人向け観光情報メディアである。ブログ形式で日本各地の観

光情報を発信している。 

街道観光の紹介としては、「日光街道」沿いの飲食店の写真紹介記事、箱根旧街道のハイキ

ングルートのレビュー記事などがあげられている。また、宿場町では「大内宿」や「大磯宿」

の紹介記事などがあげられている。 

 

＜検索方法＞ 

トップページの検索ボックスから［街道］や［宿場町］と検索することで、関連する記事を

表示することができる。 

 

＜街道観光の取り上げ方について＞ 

街道観光として街道や宿場町をテーマとした記事は掲載されている。しかし、キーワード検

索によって候補として挙がってくる記事は関連性で並び替えした場合でも、上位以外は街道や

宿場町との関連が薄いものが多くある。絞り込みのカテゴリにも［街道］や［宿場町］の設定

はなく、実際に街道や宿場町について紹介している記事を見つけることは難しい。 

図 ２-４.10に示すカテゴリ検索の中に［街道］や［宿場町］といったものが追加されるこ

とで検索が容易になると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .10 絞り込みカテゴリ選択画面   
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⑦ Travel Japan（JNTO） 

＜街道観光の取扱いの有無＞ 

Travel Japan（JNTO）は JNTO の外国人旅行者向け公式グローバルウェブサイトであ

る。日本国内の観光地別・旅行者の興味関心別に多様な観光情報を紹介する「Destinations」

「Things to do」ページについて、約 1,000ページを英語から日本語に翻訳し、公開されて

いる。 

街道をテーマとした記事として、「中山道」や「熊野古道」を紹介する記事がある。 

宿場町をテーマとした記事では「大内宿」や「馬籠宿」、「妻籠宿」を紹介する記事がある。

また、あるエリアの紹介記事の中で、スポットの一つとして、宿場町が取り上げられているも

のもあった。 

 

＜検索方法＞ 

トップページの検索ボックスから、［街道］や［宿場町］と検索することで関連するページ

に到達することができる。 

別の方法として、［トップページ］＞［観光スポット・体験］＞［日本文化］＞［古い町並

み］もしくは［トップページ］＞［観光スポット・体験］＞［歴史］から街道や宿場町に関連

する記事のページを表示することができる。 

 

＜街道観光の取り上げ方について＞ 

「中山道」や「馬籠宿」のような街道や宿場町を主として取り上げる記事の数は少ないなが

ら、内容は写真や説明文などが充実している。 

検索については、キーワード検索により横断的に検索することが可能となっている。カテゴ

リ検索では［興味別の検索］＞［歴史街道］があるが、街道観光とは関連のない記事が 1 件登

録されているだけであり、実質、［街道］や［宿場町］といったカテゴリは無い。図 ２-４.11

に［観光スポット・体験］＞［歴史］＞［興味別の検索］の画面を示す。 

［歴史街道］のようなカテゴリと具体的な街道や宿場町の紹介記事を紐付けることで、検索

が容易になると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-４ .11 ［観光スポット・体験］＞［歴史］＞［興味別の検索］画面  
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３．街道をテーマとした既存旅行商品の調査事業 

３-１ 調査手法 

１） 調査目的 

『江戸街道プロジェクト』において、今後、街道をテーマとした商品造成を検討していく際

の参考資料とするために、実際に販売されている街道をテーマとした旅行商品の実態、ならび

に商品造成における課題を調査する。教育旅行における街道観光の可能性も調査する。 

 

２） 調査対象 

街道をテーマとした旅行商品を販売している以下の事業者を対象とする。 

〇クラブツーリズム(株)（※五街道を歩くツアーをはじめ、25 年以上の街道歩きツアーの

実績）、(株)小田急トラベル、(株)JTB ガイアレック、東日本旅客鉄道(株) 

 

３） 調査方法 

適切な情報収集、効率的な作業を行うために、次のステップで実施する。 

STEP１：街道の旅行商品を国内で最も広く扱うクラブツーリズム(株)の取材を実施。 

街道をテーマとした商品企画にあたって「重要な項目」や「留意すべき点」として、どう

いった切り口から整理することが望ましいのか、といったフォーマットについて、実際の

実績も交え対面取材で得る。 

STEP２：フォーマットを活用し、他事業者に対してメールを基本に、必要性に応じて電話

取材、オンライン会議の方法で情報収集を行う。 

 

４） 調査内容 

現時点では以下を想定し、クラブツーリズム(株)のヒアリングを踏まえ詳細を詰める。 

・旅行商品の実態として：種類、ターゲット、価格帯、販売時期など 

・商品造成の課題として：付加価値創造、関係者調整など（商品造成において、自治体がど

う動いたのか、地域(飲食店等)とどう繋がりをもたせたのか、等） 

 

５） 実施概要 

各旅行関連会社へのヒアリングの実施は下記の通り。 

 

表 ３-１ .1 実施概要 

 取材先 実施日時 実施方法 

① クラブツーリズム(株) 令和４年 11月 30日 訪問 

② (株)小田急トラベル 令和５年 2月 20日 オンライン 

③ (株)JTB ガイアレック 令和５年 2月 22日 オンライン 

④ 東日本旅客鉄道(株) 令和 5 年 2 月 20 日 訪問 
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３-２ 調査結果 

１） 取材結果 

① 商品展開 

・主に街道の宿場間を区切ったセクションハイクの商品を展開、全ての回に参加することで街

道を踏破できる。 

・商品の特性上、リピーターが多く、各社とも飽きない工夫を商品造成の際に意識。 

・購入者は 60 代・70代が多い。男性は 1 人参加、女性はグループ参加が多い傾向。 

・現役世代は子ども同伴の来訪が難しいこともあり、参加が少ない。 

・歴史に関する説明ができるガイドを同行（自社添乗員の場合も） 

・会社間の商品の主な違いとしては、客層に応じて歴史・文化のガイドに力を入れるケースと

ウォーキングに力を入れるケースが挙げられた。 

・地域情報の収集は、基本的に自社社員が行うケースが多い（地域からの提案は多くはない）。 

 

② 地域連携への主な意見 

・地域の見どころや事前のイベント情報、活用できる宣材といったお客様に喜んでもらえるポ

イントの情報から通行止めなどの道路の安全情報まで、地域の実務的な情報窓口が明確にさ

れていると有難い。 

・早い段階から地域の情報を入手できていれば、より質の高い商品企画ができる。たとえば、

地域の祭りなどのイベントを企画に組み込むならば、開催の 3 カ月以上前に情報提供を受

け取る必要がある。 

・地域のどこに何を尋ねたらいいのか、割引チケットなどどこまでのことが相談できるのかが

分かる情報プラットフォームがあるとよい。 

 

２） まとめ 

・商品の多くが「街道を踏破する」というテーマである。そのため時間に余裕のあるリタイア

世代の顧客が多い。 

・幅広い層に街道をテーマにした旅行商品を訴求するには、気軽に参加できる新たな形の商品

企画・造成が必要と考えられる。 

・そのためには、旅行会社が企画段階で、地域ならではのコンテンツやイベントの情報を入手

できる仕掛けが必要となる。 

・例えば、地域が予定情報を旅行会社等に発信でき、それを旅行会社等が閲覧できる B to B

の情報プラットフォームを広域関東で整備していくことで、より幅広い街道関連商品の企画

が生まれることが期待される。 
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４．市場のニーズ調査事業 

４-１ インターネット調査 

４-１-１ 調査手法 

１） 調査目的 

今後、街道をテーマとした商品造成を戦略的に検討するための基礎資料として、どういった

ターゲットが、江戸街道のどういったコンテンツに関心があるのか等、市場ニーズを把握する。 

２） 調査方法 

インターネット調査（楽天インサイト社のパネルを活用） 

３） 調査対象 

街道コンテンツへの訪問に関心がある人 

（※有意なサンプルがとれるか予備検討の上で確定） 

４） サンプル数 

1,000 サンプル 

５） スクリーニング調査項目 

スクリーニング調査で歴史文化（街道：東海道、中山道、日光街道、奥州街道、甲州街道な

ど）を選択した回答者を対象とした。 

SC1：興味・関心のある観光のテーマ （グルメ、自然・アウトドア、歴史文化（街道：東

海道、中山道、日光街道、奥州街道、甲州街道など）、宿泊・リラックス、特にない／

観光・旅行には行かない） 

６） 本調査項目 

表 ４-１ .1 インターネット調査  設問内容 

来訪 
経験者 

設問 備考 

1 

自粛を経て全国で旅行が再開されつつあります。 
あなたが旅行に行くとしたら目的としたいことを教えてください。 
（いくつでも） 
1 知的好奇心を満たしたい  2 感動したい  3 愛着を感じたい、懐かしい気
持ちになりたい  4 健康や美容など癒されたい  5 ここでしかできない体
験、話題の体験をしたい  6 家族・友人と親睦を深めたい   
7 その他 (回答必須) (200 文字まで) 

 

2 

普段の旅行先に期待することや旅行先を選ぶ際に重視することを教えてくださ
い。（いくつでも） 
1 自然・景観がよい 2 地域の人とのふれあいがある 3 体を動かせる 
4 地域食文化・グルメを味わえる  5 伝統・芸術文化を体験できる 
6 テーマパークがある   7 距離が近い    8 旅行費用が安い 
9 自分の旅行行動で地域貢献ができると感じられる 
10 その他 (回答必須)(200 文字まで) 

 

3 
普段の旅行で多い旅行日数を教えてください。 
1 日帰り  2 １泊  3 2 泊  4 3 泊  5 4 泊  6 5 泊以上 

 

4 

普段の旅行先への移動（家～目的地）で最も長い時間利用する移動手段を教えて
ください。 
1 飛行機  2 鉄道  3 自家用車  4 高速バス  5 団体バス 
6 レンタカー  7 タクシー  8 船・フェリー  9 自転車 
10 その他 (回答必須)(200 文字まで) 

 

5 
旅行先の地域の中での移動でよく利用する移動手段を教えてください。（いくつでも） 

1 鉄道  2 自家用車  3 団体バス  4 レンタカー  5 タクシー 
6 自転車  7 バイク  8 徒歩  9 その他 (200 文字まで) 

 



 

92 

来訪 
経験者 

設問 備考 

6 

あなたが思う「街道観光と言えば」のイメージを教えてください。（いくつでも） 
1 古い街並みを活用したまち歩き  2 武将などの歴史や史跡（城など） 
3 伝統文化や工芸の体験      4 まつりや伝統芸能・イベント 
5 現代の礎となった産業遺産など  6 温泉 
7 自然・景観  8 宿場町  9 ガイド  10 グルメ 
11 その他 (回答必須)(200 文字まで)   12 具体的なイメージがない 

 

7 
街道をテーマとした観光旅行に行ったことはありますか。 
1 ある  2 ない 

 

8 

前問で「ある」とお答えの方にお聞きします。訪問先の都道府県を教えてくださ
い。※複数あてはまる場合は、直近で訪れた都道府県をお答えください。 
1 福島県  2 茨城県  3 栃木県  4 群馬県  5 埼玉県  6 千葉県 
7 東京都  8 神奈川県 9 山梨県 10 新潟県  11 長野県           
12 上記以外の道府県  13 分からない、不明 

８で「ある」
と回答した
方のみ 

9 

街道観光で体験したものを選んでください。（いくつでも） 
1 古民家を活かした宿での宿泊        2 古い町並みの景観 
3 街道沿いの自然・風景           4 祭りなどのイベント 
5 古民家を活かした飲食店・カフェ・喫茶店  6 地域の伝統工芸や雑貨           
7 スタンプラリー     8 着物などの着付け体験（まち歩きなど） 
9 その他 (回答必須) (200 文字まで) 

８で「ある」
と回答した
方のみ 

10 
街道観光に行った際に 1 人当たりどのくらいのお金を使いましたか（おおよそ
で構いません）。（半角数字でご記入ください） 
1 【必須】 (整数 7 桁まで)円 

８で「ある」
と回答した
方のみ 

11 

今後、街道観光に行く機会があれば体験してみたいものを選んでください。（い
くつでも） 
1 古民家を活かした宿での宿泊      2 古い町並みの景観 
3 街道沿いの自然・風景           4 祭りなどのイベント 
5 古民家を活かした飲食店・カフェ・喫茶店 
6 地域の伝統工芸や雑貨          7 スタンプラリー 
8 着物などの着付け体験（まち歩きなど） 
9 その他 (回答必須)(入力制限なし)(200 文字まで) 

８で「ない」
と回答した
方のみ 

12 
今後、機会があれば街道観光に行ってみたいですか。 
1 行ってみたい  2 どちらとも言えない  3 行ってみたいとは思わない 

 

13 
どんな情報があれば街道観光に行ってみたいと思いますか。（いくつでも） 
1 アクセスの改善          2 街道観光の情報   
3 ゆっくりできること滞在環境の情報 4 その他 (回答必須) (200 文字まで) 

 

14 

日頃活用している観光情報の検索媒体を教えてください。（いくつでも） 
1 旅行雑誌・ガイドブック  2 観光パンフレット 3 新聞記事・広告  
4 テレビ・ラジオ 5 旅行会社に相談する 6WEB サイト（HP や blog など） 
7SNS（Facebook、Twitter、TikTok、YouTube など） 
8 友人・知人からの薦め・クチコミ  9 その他 (回答必須)(200 文字まで) 

 

15 

訪問地にて）近隣の観光情報を知るために何を利用していますか。（いくつでも） 
1Google Map などの地図アプリ   2 地域が発行するマップ（紙） 
3 地域が紹介するアプリなど  4 旅行雑誌・ガイドブックを予め持っていく 
5WEB サイト 6SNS（Facebook、Twitter など） 
7 地域の人に直接聞く  8 その他 (回答必須)(200 文字まで) 

 

16 

旅行経験を SNS に発信するとしたら、普段利用する媒体を教えてください。
（いくつでも） 
1Facebook  2Twitter  3blog  4TikTok  5YouTube 
6 その他 (回答必須) (200 文字まで)  7 発信することはない 

 

17 

利用しやすい旅行商品やあったらいいと思うサービスについて教えてください。
（いくつでも） 
1 地域の歴史・文化を紹介してくれるアプリ  2 地域のイベントを情報 
3 観光ガイド手配方法  4 周遊のオススメの紹介 
5 行先での消費が地域貢献につながることが分かる情報 
6 ゆっくりできる場所  7 その他 (回答必須)(200 文字まで) 
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４-１-２ 調査結果 

１） スクリーニング調査結果 

 

SC1 あなたが興味・関心のある観光のテーマをお選びください。 

 

・スクリーニング調査では、本調査対象者である「歴史文化（街道：東海道、中山道、日光街

道、奥州街道、甲州街道など）」の回答者は、43％で最も低かった。また、本調査対象者で

ある「グルメ」は、66.5％であった。 

※スクリーニング調査で「歴史文化（街道：東海道、中山道、日光街道、奥州街道、甲州街道

など）」もしくは、「グルメ」と回答した方を本調査の対象者とした。 

・本調査対象者の本設問の回答割合は、2 つ目のグラフの通りで、「歴史文化（街道：東海

道、中山道、日光街道、奥州街道、甲州街道など）」は調査対象なので 100％であり、「宿

泊・リラックス」75.7％で次いで多かった。 

 

 

 

図 ４-１ .1 興味・関心のある観光のテーマ（スクリーニング調査結果）  

 

 

 

図 ４-１ .2 興味・関心のある観光のテーマ（本調査対象者の回答）  
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宿泊・リラックス

特にない／観光・旅行には行かない

（％）N=1000

歴史文化 （街道：東海道、中山道、 
日光街道、奥州街道、甲州街道など） 

歴史文化（街道：東海道、中山道、 
日光街道、奥州街道、甲州街道など） 



 

94 

２） 本調査結果（単純集計） 

 

Q1 自粛を経て全国で旅行が再開されつつあります。あなたが旅行に行くとしたら目的とし

たいことを教えてください。（いくつでも） 

 

・「知的好奇心を満たしたい」が 65.6％と最も高く、次いで「感動したい」が 61.4％と続いて

いる。 

・「ここでしかできない体験、話題の体験をしたい」と「家族・友人との親睦を深めたい」も

50％を超えており、比較的高い値となった。 

 

 

 

図 ４-１ .3 旅行に行く目的 

 

その他 

ローカル線に乗りたい 

自然の中でのんびりしたい 

美味しいものを食べたい 

ふれあい 

まちあるき 

神社お城 

おいしい物を食べたい 

静かな温泉旅館 

ゆっくりと温泉に浸りたい 

アクティビティや食事を楽しみたい 

ゴルフ 

美味しい料理を食べたい 

エンタメのための旅行 

のんびり 

歴史を感じたい 

鉄道写真を撮ったり乗りたい 

自然を満喫したい 

趣味 

美味しい食べ物を食べる。 

 

  

65.6

61.4

35.6

28.4

52.6

51.0

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

知的好奇心を満たしたい

感動したい

愛着を感じたい、懐かしい気持ちになりたい

健康や美容など癒されたい

ここでしかできない体験、話題の体験をしたい

家族・友人と親睦を深めたい

その他

（％）N=1000
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Q2 普段の旅行先に期待することや旅行先を選ぶ際に重視することを教えてください。 

（いくつでも） 

 

・「自然・景観がよい」が 83.9％と最も高く、次いで「地域食文化・グルメを味わえる」が

76.4％と続いている。 

・「伝統・芸術文化を体験できる」や「旅行費用が安い」も 55％を超えており、比較的高い

値となった。 

 

 

 

図 ４-１ .4 普段の旅行先に期待することや旅行先を選ぶ際に重視すること  

 

その他（主な回答） 回答数 

温泉がある 3 

私鉄地方鉄道がある 2 

犬と一緒に宿泊 2 

癒される 2 

行きたい史跡や寺社がある 2 

交通の便が良い 1 

歴史を感じられる 1 

自由行動 1 

1 人でも宿泊可能 1 

家族の思い出 1 

趣味 1 

なし 1 

 

 

83.9

15.0

18.9

76.4

59.2

17.8

14.6

55.6

15.5

1.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

自然・景観がよい

地域の人とのふれあいがある

体を動かせる

地域食文化・グルメを味わえる

伝統・芸術文化を体験できる

テーマパークがある

距離が近い

旅行費用が安い

自分の旅行行動で地域貢献ができると感じられる

その他

（％）
N=1000
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Q3 普段の旅行で多い旅行日数を教えてください。 

 

・普段の旅行で多い旅行日数については「1泊」が 47.8％と最も多く、次いで「２泊」が

28.5%と続いている。 

・「日帰り」、「1泊」、「2伯」の合計が全体の約 9割を占めている。 

 

 

 

図 ４-１ .5 普段の旅行で多い旅行日数 

 

 

日帰り

14.6%

１泊

47.8%

2泊

28.5%

3泊

6.5%

4泊

0.8%

5泊以上

1.8%

N=1000
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Q4 普段の旅行先への移動（家～目的地）で最も長い時間利用する移動手段を教えてくださ

い。 

 

・「自家用車」が 57.5％と最も高く、次いで「鉄道」が 32.7％と続いている。 

・「自家用車」と「鉄道」で全体の約 9割を占めている。 

 

 

 

図 ４-１ .6 普段の旅行先への移動（家～目的地）で最も長い時間利用する移動手段  

 

その他 

バイク（オートバイ） 

 

 

鉄道

32.7%

自家用車

57.5%

高速バス

2.3%

団体バス

2.4%

レンタカー

2.9%

タクシー

0.1%

船・フェリー

0.5%
自転車

0.7%
その他

0.7%

N=1000
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Q5 旅行先の地域の中での移動でよく利用する移動手段を教えてください。（いくつでも） 

 

・「自家用車」が 51.7％と最も高く、次いで「鉄道」が 40.6％と続いている。 

・「レンタカー」と「徒歩」とも 20％を超えており、比較的高い値となった。 

 

 

 
図 ４-１ .7 旅行先の地域の中での移動でよく利用する移動手段  

 

その他（主な回答） 回答数 

路線バス 14 

知人の車 1 

公共交通 1 

 

 

40.6

51.7

8.0

22.8

7.6

3.0

1.6

23.8

1.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

鉄道

自家用車

団体バス

レンタカー

タクシー

自転車

バイク

徒歩

その他

（％）N=1000
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Q6 あなたが思う「街道観光と言えば」のイメージを教えてください。（いくつでも） 

 

・「古い街並みを活かした街歩き」が 72.5％と最も高く、次いで「武将などの歴史や史跡（城

など）」が 57.8％と続いた。 

・「温泉」、「自然・景観」、「宿場町」も約 55％で、比較的高い値となっている。 

 

 

 

図 ４-１ .8 街道観光のイメージ 

 

その他 

社寺仏閣 

 

 

72.5

57.8

32.3

26.9

26.4

55.1

55.5

54.7

7.0

44.7

0.1

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

古い街並みを活用したまち歩き

武将などの歴史や史跡（城など）

伝統文化や工芸の体験

まつりや伝統芸能・イベント

現代の礎となった産業遺産など

温泉

自然・景観

宿場町

ガイド

グルメ

その他

具体的なイメージがない

（％）N=1000
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Q7 街道をテーマとした観光旅行に行ったことはありますか。 

 

・「ある」が 44.9％で、過半数を下回った。 

・調査対象は「歴史文化（街道：東海道、中山道、日光街道、奥州街道、甲州街道）」に興味・

関心があると回答しているが、過半数を下回る低い値であることがわかった。 

 

 

 

図 ４-１ .9 街道をテーマとした観光旅行の有無 

 

 

ある

44.9%
ない

55.1%

N=1000
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Q8 前問で「ある」とお答えの方にお聞きします。訪問先の都道府県を教えてください。 

※複数あてはまる場合は、直近で訪れた都道府県をお答えください。 

 

・「長野県」が 22.0％と最も高く、次いで「福島県」が 12.9％と続いている。 

 

 

 

図 ４-１ .10 街道観光で来訪した都道府県 

 

12.9

2.0

6.5

3.3

4.2

2.0

3.1

7.1

3.3

2.4

22.0

29.8

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

山梨県

新潟県

長野県

上記以外の道府県

分からない、不明

（％）N=449
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Q9 街道観光で体験したものを選んでください。（いくつでも） 

 

・「古い街並みの景観」が 79.5％と最も高く、次いで「街道沿いの自然・風景」が 75.3％と

続いている。 

・「古民家を活かした飲食店・カフェ・喫茶店」が 44.3％、「地域の伝統工芸や雑貨」が

38.3％と比較的高い値となっている。 

 

 

 

図 ４-１ .11 街道観光で体験したもの 

 

その他 

社寺仏閣 

地元海産物の購入 

登山 

農産物 

グルメ 

 

 

 

14.9

79.5

75.3

18.5

44.3

38.3

10.0

5.6

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

古民家を活かした宿での宿泊

古い町並みの景観

街道沿いの自然・風景

祭りなどのイベント

古民家を活かした飲食店・カフェ・喫茶店

地域の伝統工芸や雑貨

スタンプラリー

着物などの着付け体験（まち歩きなど）

その他

（％）N=449
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Q10 街道観光に行った際に 1 人当たりどのくらいのお金を使いましたか。 

（おおよそで構いません） 

 

・「2万円以上～３万円未満」が 19.8％と最も高く、次いで「1万円以上～2 万円未満」が

19.4％と続いている。 

・4 万円未満までで全体の 8 割以上を占めているが、「5 万円以上～」も 13.6％と一定数いる

ことがわかった。 

 

 

 

図 ４-１ .12 街道観光に行った際の 1 人当たりの金額 

 

 

～1000円未満

0.4%

1000円以上～

3000円未満

4.5%

3000円以上～

5000円未満

6.7%
5000円以上

～1万円未満

14.0%

１万円以上～

2万円未満

19.4%

２万円以上～

3万円未満

19.8%

３万円以上～

4万円未満

18.3%

３万円以上～

5万円未満

3.3%

5万円以上～

13.6%

N=449
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Q11 今後、街道観光に行く機会があれば体験してみたいものを選んでください。 

（いくつでも） 

 

・「古い町並みの景観」が 79.9％と最も高く、次いで「街道沿いの自然・風景」が 71.3％と

続いている。 

・「古民家を活かした飲食店・カフェ・喫茶店」が 50％を越えており、比較的高い値となって

いる。 

 

 

 

図 ４-１ .13 街道観光に行く機会があれば体験してみたいもの  

 

その他 

城、寺、神社 

 

 

37.9

79.9

71.3

29.9

52.8

36.5

9.1

7.6

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

古民家を活かした宿での宿泊

古い町並みの景観

街道沿いの自然・風景

祭りなどのイベント

古民家を活かした飲食店・カフェ・喫茶店

地域の伝統工芸や雑貨

スタンプラリー

着物などの着付け体験（まち歩きなど）

その他

（％）N=551
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Q12 今後、機会があれば街道観光に行ってみたいですか。 

 

・「行ってみたい」が 84.0％と多数を占めた。 

 

 

 

図 ４-１ .14 街道観光の今後の意向 

 

 

行ってみた

い

84.0%

どちらとも言

えない

15.7%

行ってみたいとは

思わない

0.3%

N=1000
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Q13 どんな情報があれば街道観光に行ってみたいと思いますか。（いくつでも） 

 

・「街道観光の情報」が 75.7％と最も高く、次いで「ゆっくりできる滞在環境の情報」が

57.8％と続いている。 

 

 

 

図 ４-１ .15 街道観光を行う際に欲しい情報  

 

その他 

犬と一緒に宿泊できる宿があるか 

時間と金 

美味しいもの 

トイレの整備 

宿泊割引 

安価な宿泊施設 

穴場情報 

単に行きたいトコロ 

激安ツアー 

特にない 

 

44.2

75.7

57.8

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

アクセスの改善

街道観光の情報

ゆっくりできること滞在環境の情報

その他

（％）N=1000
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Q14 日頃活用している観光情報の検索媒体を教えてください。（いくつでも） 

 

・「WEB サイト（HP や blog など）」が 76.5％と最も高く、次いで「旅行雑誌・ガイドブッ

ク」が 50.8％と続いている。 

 

 

 

図 ４-１ .16 日頃活用している観光情報の検索媒体 

 

その他（主な回答） 

家族から聞く。 

YouTube  

自己情報 

常宿が決まっている 

ない 

 

50.8

40.2

16.3

26.3

6.8

76.5

29.2

25.1

0.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

旅行雑誌・ガイドブック

観光パンフレット

新聞記事・広告

テレビ・ラジオ

旅行会社に相談する

WEBサイト（HPやblogなど）

SNS（Facebook、Twitter、TikTok、YouTubeなど）

友人・知人からの薦め・クチコミ

その他

（％）N=1000



 

108 

Q15 （訪問地にて）近隣の観光情報を知るために何を利用していますか。（いくつでも） 

 

・「WEB サイト」が 68.9％と最も高く、次いで「Google Mapなどの地図アプリ」が

46.7％と続いている。 

・「地域が発行するマップ（紙）」や「旅行雑誌・ガイドブックを予め持っていく」も 40％を

越えており、比較的高い値となっている。 

 

 

 

図 ４-１ .17 近隣の観光情報を知るための手段 

 

その他 

観光案内所 

旅行パンフレット 

地元自治体などの観光案内（紙） 

ホテルの人に聞く 

自治体の資料 

YouTube  

特には無い 

 

46.7

46.4

22.5

41.0

68.9

23.6

15.1

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

Google Mapなどの地図アプリ

地域が発行するマップ（紙）

地域が紹介するアプリなど

旅行雑誌・ガイドブックを予め持っていく

WEBサイト

SNS（Facebook、Twitterなど）

地域の人に直接聞く

その他

（％）N=1000



 

109 

Q1６ 旅行経験を SNS に発信するとしたら、普段利用する媒体を教えてください。 

（いくつでも） 

 

・「発信することはない」が 50.1％と最も高い。 

・SNS に発信する場合は Twitterが 24.3％で最も高く、次いで「YouTube」20.6％、

「Facebook」が 20.2％と続いている。 

 

 

 

図 ４-１ .18 旅行経験を SNS に発信する際に利用する媒体 

 

その他（主な回答） 回答数 

LINE 2 

Google マップ 2 

Web の口コミ 2 

twitch 1 

アメブロ 1 

トリップアドバイザー 1 

mixi 1 
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Q１７ 利用しやすい旅行商品やあったらいいと思うサービスについて教えてください。 

（いくつでも） 

 

・「周遊のオススメの紹介」が 62.0％と最も高く、次いで「地域の歴史・文化を紹介してくれ

るアプリ」が 55.2％と続いている。 

・「地域のイベント情報」と「ゆっくりできる場所」も 40％を越えており、比較的高い値とな

っている。 

 

 

 

図 ４-１ .19 利用しやすい旅行商品やあったらいいと思うサービス  

 

その他 

名所をまわるバスやフリーパス 

観光情報 

公共交通機関 

道路地図 

ルート検索 

1 人宿泊者歓迎の宿の紹介 

釣り情報 

なし 

 

  

55.2

47.1

29.5

62.0

18.8

42.1

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

地域の歴史・文化を紹介してくれるアプリ

地域のイベントを情報

観光ガイド手配方法

周遊のオススメの紹介

行先での消費が地域貢献につながることが分かる情報

ゆっくりできる場所

その他：

（％）N=449
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４-２ グループ・インタビュー 

４-２-１ 調査手法 

１） 目的 

「街道」というテーマにおいて、従来の顧客層というのは、ニッチな層であると想定される。

広く街道に関わる観光に興味を持ってもらうためには、街道をどう読み解いて見せるかが重要

であり、そのため、次の目的でグループ・インタビューを行った。 

・若者（特に女性）の意見や考え、街道のイメージについて参考とする。 

・街道に関わる観光について、若い人達に知ってもらい、興味を持ってもらうためのアイデ

アを得る。 

 

２） 調査方法 

  ①インタビュー対象者  

跡見学園女子大学 学生８名 

 

  ②モデレータ 

   受託事業者 (株)ケー・シー・エス ３名 

 

  ③進め方 

参加者には事前に下記資料を配布し、「江戸街道プロジェクト」に関する内容を把握して

もらった上で、インタビューに参加してもらった。 

 

【配布資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日は、モデレータから対象者に質問事項（別紙のとおり）を投げかけながら、グルー

プ・インタビューによる対話形式で行った。 

また、インタビュー時間内では、聞き取りできなかった意見や後日に思いついた意見のフ

ォローアップを行った。 

 

  ④実施場所 

   跡見学園女子大学 文京キャンパス 2702 号教室 

 

  ⑤実施概要 

   当日のインタビューの流れは下記のとおりである。 

『いざ！江戸街道プロジェクト』 『江戸街道ショーケース』 
関東運輸局 HP 

『江戸街道紹介ページ』 
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【シナリオ概要（次第）】 

時刻 時間 ディスカッションの内容 

15:00 約 5 分 開会あいさつ、趣旨説明 

司会（KCS 井上） 

15:05 約 15 分 １．江戸街道の事前説明 

司会（KCS 井上） 

15:20 約 20 分 ２．自己紹介                       ※18～24分（3分×6～8人） 

ファシリテーター（ＫＣＳ宇野） 

15:40 約 20 分 ３.江戸街道の観光をしたことがあるか？    ※18～24分（3分×6～8人） 

ファシリテーター（ＫＣＳ宇野） 

16:00 約 20 分 ４. 江戸街道ショーケースへの意見        ※18～24分（3分×6～8人） 

ファシリテーター（ＫＣＳ宇野） 

16:20 約 20 分 ５．江戸街道を知ってもらうには、関心をもってもらうには？ 

※18～24分（3分×6～8人） 

ファシリテーター（ＫＣＳ宇野） 

16:40 約 10 分 クロージング 

ファシリテーター（ＫＣＳ宇野） 

16:50 約 5 分 閉会あいさつ ※5分余裕をもっています。 

司会（ＫＣＳ井上） 

17:00 終了 グループ・インタビュー終了 
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４-２-２ 調査結果 

１） 街道観光のイメージ 

Ｑ：街道観光のイメージおよび訪問経験について質問した。 

・歴史が好きという参加者はいたものの、街道観光の視点やイメージを明確に持った参加者

はいなかった。 

・観光には多く訪問しているが、街道沿いであることや宿場町であることが意識された発言

はあまりなかった。 

⇒（仮説）若年層の街道観光に対する認知度の向上が必要である。 

 

２） 街道観光の興味・関心 

Ｑ：「江戸街道ショーケース」（関東運輸局観光部）を例に、街道観光の興味・関心について

質問した。 

・江戸街道の変遷が見れると面白い。「ココは昔は海だった？」のような。 

・キャッシュレスで特典を付ける、インスタマップを見てお店の場所を探せる、といったこ

とができると良いのではないか。 

・温泉だけでなく、今流行のサウナも紹介してはどうか。 

・街道観光というなら街並みが重要ではないか。歩くといろいろな新発見がある。 

⇒（仮説）歴史・文化の知識だけでなく、ゲーム感覚のようなライトな要素をからめると良

いのではないか。 

 

３） 行ってみたい街道（具体的地名があれば挙げる） 

Ｑ：行ってみたい街道観光について質問した。 

・東海道  ：名古屋城、高速道路の SA 

・日光街道：日光（小学生の時と今で感じるものが違うと思う） 

・甲州街道：山梨県、松本城 

・中山道  ：妻籠宿（時代を感じる、食を楽しみたい） 

・奥州街道：具体はなし（牛タン） 

・その他  ：フォトスポットマップ、御朱印集め 

⇒（仮説）歴史観光をベースに、写真映えする地域の情報を発信すると良いのではないか。 

 

４） 街道観光に関心をもってもらうには 

Ｑ：若い人に関心を持ってもらうための発信等について質問した。 

・知名度の高い観光情報だけではなく、マイナーな観光情報も交えて情報を発信することが

重要だと思う。そのほか、公共交通へのアクセス情報も重要。 

・地域のイベント、地域資源を活用した工芸品や食材、カフェ等にも関心がある。 

・インスタや SNS の活用がよいと思うが、まずは見てもらうための仕掛けとしてもインフ

ルエンサーとの連携も検討してはどうか。 

⇒（仮説）希少性のある“地域ならでは”の情報を訴求すると良いのではないか。 
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５．連携可能なコンテンツの整理 

５-１ 調査手法 

ここでは、2章から 4 章までの調査結果を踏まえ、「江戸街道プロジェクト」として地域間

の連携や広域連携を推進するために活用できると考えられる、連携可能なコンテンツの整理を

行った。 

 

５-２ 調査結果 

連携可能なコンテンツについて、以下の３つの観点から、収集した事例を参考に整理を行っ

た。その結果を下表にて整理を行った。 

●仕掛け 

 旅行者を訪問または周遊させる契機になる要素を挙げた。 

●取組の狙い 

 前項の仕掛けを活用することで生じるメカニズムについて記載した。 

●コンテンツ例 

 事例調査等で得られた該当する取組みを例として挙げた。 

 

表 ５-２ .1 連携可能なコンテンツの整理 

仕掛け 取組の狙い コンテンツ例 

コレクション性のある

媒体の発行  

コレクションできる媒体を活用し、収集する楽

しみを通じて旅行者の訪問契機を創出する。 

御朱印・御宿場印集め 

周遊した結果に特典を

つける  

指定ポイントを周ることで特典贈呈や抽選参

加権などつけ、お得感による周遊契機を創出す

る。 

スマホ・台紙などでのスタン

プラリーイベント 

周遊にゲーム性をもた

せる  

ただ周ってもらうのではなく、謎解きをしなが

ら、街道や宿場の歴史・特徴などを知ってもら

う知的好奇心に訴えた周遊契機を創出する。 

謎解きツアー 

街道沿い宿場の“地域

ならでは”を一箇所に

集める 

地域の産業関係者と協働し、地域産の資源（食

材、工芸品）などを集め、地域を知ってもらう 

地域マルシェの開催 

地域のイベント情報、

季節性など将来の情報

の集約  

地域の“今だけ、ここだけ”の情報を集約し、

旅行会社へ届ける仕組みの構築し、旅行会社が

造成する商品造成の質的な向上をアシスト 

（B to B の発信） 

地域がコンテンツ情報・イベ

ント情報を登録できる仕組

みの構築（情報の一元集約） 

地域情報を一体（複合

的に）発信し、エリア全

体の魅力として示す  

複合的にコンテンツの魅力を示すことで、旅行

先選択のニーズを拾う 

（B to C の発信） 

旅行検討者に向けて広域関

東として一元発信する仕組

みの構築（情報の一元発信） 
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６．街道の成り立ちや歴史的な背景の整理 

６-１ 調査手法 

（１）調査目的 

各街道にはそれぞれの成り立ちや歴史的な背景があることから、これらを街道ごとに整理し

た。また、五街道の全体を象徴するシンボルマークを作成した。 

 

（２）調査対象 

対象は五街道（東海道、中山道、日光街道、奥州街道、甲州街道）とした。 

 

（３）調査方法 

街道の成り立ちや歴史的な背景について、既存文献14等に基づき街道ごとに整理した。成果

は今後活用しやすい一覧表として整理した。なお、情報収集にあたって歴史に強い出版社等へ

の取材を行った。 

 

【収集・整理する情報の例】五街道の概要15 

◆東海道 

・1601年正月、東海道諸宿に伝馬制が敷かれる。箱根関など

の難所があったが、施設が最も優れ、つねににぎわった。 

・常備人馬数：100 人 100 疋 

・宿：江戸（日本橋）－京都（三条大橋）間に 53 宿。 

・総延長：江戸・京都間 126 里 6 町余（約 495.5km） 

・京街道（大津-守口間の４宿）も延長とされる。 
 

◆中山道 

・東海道に次いで伝馬制を実施（1602 年）。単に山道といったり、木曽路と呼ばれたりした。 

・常備人馬数：50 人 50 疋（贄川～馬籠は 20 人 20 疋） 

・宿：板橋より守山まで 67 宿あるが、通常は草津、大津を加え木曾街道六十九駅という 

・総延長：江戸～草津間 129 里 10 町余（約 507.7km） 
 

◆甲州街道 

・1618 年に官道となる。江戸中期以降、商品流通路としてにぎわった。 

・常備人馬数：25 人 25 疋   ・宿：内藤新宿、八王子など 45 の宿。下諏訪で中山道に合流。 

・総延長：江戸－下諏訪間 55 里（約 220km） 
 

◆日光道中 

・1602 年、宇都宮町に伝馬の負担が命じられる。 

1617 年の東照宮造営以後、参詣路として重要視。 

・常備人馬数：25 人 25 疋   ・宿：江戸から日光鉢石宿に至る 21 宿 

・総延長：40 里 18 町（約 130km） 
 

◆奥州道中 

・寛永年間（1624-44 年）頃に整備・改修される。江戸後期、北方問題が起こり、公用通行が増加。 

・常備人馬数：25 人 25 疋   ・宿：白沢から白河までの 10 宿。 

・総延長：48 里（約 190km） 
 

  

 
14 既往文献として「五街道・歴史街道を活かしたまちづくりに関する調査」（平成 20 年度, 国土交通省）を参照 
15 出典：「Ⅲ.近世の道  五街道」（https://www.mlit.go.jp/road/michi-re/3-1.htm, 2023.2.17 閲覧） 

https://www.mlit.go.jp/road/michi-re/3-1.htm
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６-２ 総  論 

１） 五街道の成立 

我が国の街道は、律令制の時代の京の都を中心とした「五畿七道16」に始まり、鎌倉に向か

う「鎌倉街道17」を経て、戦国時代の諸大名による領国内の道路整備から、徳川幕府による日

本橋を起点とした「五街道」の整備へと変遷してきた。その後、江戸時代に整備された五街道

はじめ各地の街道を骨格として、明治期の鉄道網の整備、昭和の国道や高速道路・鉄道網の整

備、平成の情報通信の整備が進められてきたという歴史がある。 

五街道は、1601 年、徳川家康が東海道に宿駅を設け、江戸－京都間に伝馬制を敷いたこと

に始まる、日本橋を起点とする幕府直轄の主要な 5 つの陸上交通路である。各街道に宿場が設

置され、宿場には人馬の常備が義務付けられた。 

五街道には、日本橋を起点として一里塚が設けられた。一里塚は、5 間四方の小山形の塚上

に１本から数本の榎(エノキ)を植えたものである。また、街道沿いには、日陰形成等の“道路

施設”として杉や松、柏、榎などの並木が植えられた（図 ６-２.1参照）。 

江戸時代には、参勤交代をはじめとして、街道（水運も含め）を通じた人流、物流及び情報

の流れがあり、宿場・市場はそれらの伝播に大きな役割を果たし、それぞれの土地に独自の文

化が形成された。街道の整備に伴い、十返舎一九の「東海道中膝栗毛」などの書物や歌川広重

の「東海道五十三次」などの浮世絵によっても庶民の旅行への関心が高まり、各街道はお伊勢

参りなど巡礼旅行者でも賑わった。 

当時の街道のにぎわいの様子については、外国人旅行者による第三者的な視点からの紀行文

としても多く残されており、江戸幕府の統治機能を担うだけではなく、我が国の景観形成や文

化形成に大きな役割を担ってきた重要な要素であることが窺われる。 
 
 
 

1605（慶長 10 年）年 徳川秀忠の命により、下記のように街道を整備 

・標準幅員は約 9m（山間部等では約 4～7m に縮小） 

・1 里毎に塚を築く（一里塚） 

・並木を植える 

 

図 ６-２ .1 五街道の標準的横断図18 
  

 
16 五畿七道：五畿は、京周辺の大和・山城・摂津・河内・和泉の五国。七道は、東海道・東山道・北陸道・山陰道・

山陽道・南海道・西海道の７道。道ごとに都から放射状に各国府を連ねる官道が設けられた。 
17 鎌倉街道(鎌倉往還)：鎌倉に向かって放射状に走る主要な道筋で、鎌倉幕府の開設以来、各地から「鎌倉へ向か

う」ための中世および近世古道の呼称である。 
18 出典：「Ⅲ.近世の道  五街道の道路整備と維持管理」（https://www.mlit.go.jp/road/michi-re/3-2.htm, 

2023.2.17 閲覧） 

https://www.mlit.go.jp/road/michi-re/3-2.htm
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２） 宿場の成立 

宿(しゅく)の起源は古く、「古代末、河川・峠などの滞留の多い場所に自然発生19」し、律令

制の施行とともに道路が整備され、駅伝制が布かれたのち、公用旅行者に宿所や食糧･馬･船な

どを供給する旅宿を中心に形成されてきたものと考えられる。平安時代に入り駅伝制が崩壊し

た後は、官使の旅行には沿道の国司が路次の供給をし、貴族の社寺参詣には、国司のほか荘園

や社寺が伝馬・渡船・宿所などの接待をした。平安時代中期以降、熊野・吉野・高野山などの

社寺参詣が頻繁になると、沿道には常置の宿舎が設けられ、食糧や人馬の供給が行われるよう

になり、それを宿と称した。鎌倉時代には「東海道に 60 余の宿が形成 10」されたとされる。 

江戸時代には「宿場」が指定されるが、そこにある集落をそのまま指定したというよりは、

街道に沿って一定の屋敷割りをして１つの宿を形成させたことが多い。今日残されている宿絵

図を見ても、それらは決して自然に形成された集落ではなく、街道沿いに軒を並べて屋敷が配

分されたことが明らかである。１つの宿が１つの村または町から成り立っていることもあるが、

城下町などの場合は、その一部が伝馬町として宿駅の負担をした。 

江戸では日本橋の大伝馬町・南伝馬町・小伝馬町があったが、宿継業務をしたのは大伝馬町・

南伝馬町であって、何百とある他の町々は宿継には関係がなかった。宿場の間隔の平均的な距

離は、東海道の場合、2 里 14 町(約 9.3km)であるが、小田原～箱根間では 4 町 8 里、御油

～赤坂間は 16 町など、一定しているわけではない。中山道の場合は平均すれば 2 里にも達し

ていない。しかし、甲州道中などになると「合宿」が多く存在する。合宿とは複数の宿で業務

の分担をする宿場のことである。上高井戸宿と下高井戸宿は、1 ヶ月のうちの前半の 15 日は

上高井戸、後半の 15 日は下高井戸が継立業務を扱っていたので、上り下りで宿場の距離に違

いが生じた。「調布五宿」または「布田五宿」といわれた国領・下布田・上布田・下石原・上

石原では、1 ヶ月のうち 6 日ずつ継立業務を分担していた。また、小原宿と与瀬宿では小原宿

が上り(甲府方面)の継ぎ立てのみ、与瀬宿は下り(江戸方面)のみを継ぎ立てるという特殊な方

法をとっていた。こうしたことからも同じ 1 宿とはいっても、その内容には相違があった。 

宿の負担は第一に人馬の提供である。東海道に伝馬制度が設けられた当初は、各宿は１日 36

疋の馬が提供すべき数であった。しかし次第にその数は増加し、寛永 15 年から 17 年には

100 疋になる。また人足も 100 人となるが、これらの数の増大は参勤交代制の確立と関係す

る。中山道は 50 人・50 疋が原則であり、日光道中・甲州道中は 25 疋・25 人であった。 

なお、「江戸幕府は鎌倉時代の宿をそのまま認定したため、間隔がまちまちに」なったとさ

れ、「間隔の広い宿間には幕府非公認の『間の宿(あいのしゅく)』が発生。宿場には人馬の提

供義務があるが、間の宿には義務がないことなどから度々いさかいが起きたため、幕府は宿場

保護策として、大名、御家人による間の宿の利用を禁止 10」したとされる。 

 

３） 参考：水上交通 

水上交通も盛んであり、江戸－大坂間をはじめ廻船による物流が盛んであり、瀬戸内海は物

資や旅行者に多く利用され、湖沼・河川も運航が可能な限り利用された。江戸幕府は、河村瑞

賢に命じて全国各地と江戸を結ぶ廻船航路を開発した。この廻船航路を利用して、全国からの

年貢米や生活物資が江戸の隅田川河口の江戸湊に運ばれた。隅田川中流・日本橋川・神田川な

どの河川と、河川を結ぶ水路・運河の船着場は、すべて物資を荷揚げする河岸だった。魚の日

本橋20、米の蔵前、野菜の神田、木材の木場、酒の新川など、品目別に河岸があった。  
 

19 出典：「Ⅳ.近代の道  （コラム）江戸時代を中心とした道にかかわるエピソード」

（https://www.mlit.go.jp/road/michi-re/5-4.htm, 2023.2.17 閲覧） 
20 魚河岸：日本橋の魚河岸は、天正 18 年（1590 年）に徳川家康が江戸へ入った時、摂津国佃村の住民が江戸湾の

漁業の許しを受け、漁獲した魚の余りを市民に販売したのが始まりとされる。（一説には、家康の「伊賀越え」を佃

村の漁師たちが手助けしたことが御縁となったとも言われている。） 

https://www.mlit.go.jp/road/michi-re/5-4.htm
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６-３ 東海道 

６-３-１ 東海道の歴史 

１） 東海道の成立 

東海道は、日本橋から小田原、駿府、浜松、桑名、草津を経て、京都・三条大橋までの 53

次（約 490km）である。慶長 9 年（1604年）、徳川家康が大久保長安に命じて東海道の整

備を行い、道幅や１里の長さ、各駅の駄賃を定めた。 

軍事上の理由から、酒匂川・興津川・安倍川・大井川の４河川には架橋せず、渡船も禁止さ

れていたため、往来には川の中を徒歩で渡ったり、人足が担ぐ台に乗ったりした。 

東海道は、江戸日本橋より京都までの街道と、大津より分かれて大坂に至る街道とをいう。

武蔵・相模・伊豆・駿河・遠江・三河・尾張・伊勢・近江・山城の 10 ヵ国を通り、大坂への

道は河内・摂津が加わる。江戸－京都間が 126 里 6 町 1 間(約 495km)、江戸－大坂間が

137 里 4 町 1 間(約 538km)であった。 

 

２） 宿の成立 

関ヶ原の戦終結直後の慶長 6 年(1601 年)正月、徳川家康の朱印状で、各宿に伝馬を出すべ

きことを伝え、奉行名で 1 宿の伝馬数を 36 疋とし、馬数に応じて屋敷を与えることを通達し

た。地子免許(じしめんきょ)の屋敷は、最初は 1 疋当り 30 坪・40 坪・50 坪・60 坪・70

坪など、宿によってまちまちであったが、のちには宿全体としての坪数が定められたりもして

いる。 

宿場の大部分はこの時に設けられたが、戸塚(慶長 9 年)、袋井・石薬師(元和 2 年：1616

年)、箱根(同 4 年)、川崎(同 9 年)、庄野(寛永元年：1624 年)などはのちに設けられ、御油・

赤坂は五位赤坂として 1 宿分で、のちに 2 宿に分かれている。その結果、江戸と京都との間

に 53 宿が置かれて、東海道五十三次(継)といわれた。また、大津－大坂間にも 4 宿が置かれ

た。 

江戸－京都は、箱根峠・伊勢湾・鈴鹿峠を通る中世以来の街道筋であったが、城下を通るの

が原則で、駿河国の田中城に少し離れて藤枝宿を設けたほかは、城下町の一部を伝馬町として、

宿の機能を持たせた。 

各宿は旧来の集落を主体としたものもあるが、新しく町場を形成したものが大部分で、街道

に面して屋敷割りをし、その間口に応じて人馬役の負担をするようにした。 

箱根宿は東麓の小田原から 50 戸、西麓の三島から 50 戸を移して新駅を作り、小田原町と

三島町とに分かれ、一方は小田原藩領、一方は幕領として推移した。藤枝宿は 2 郡 8 ヵ村の

各一部から成立していた。 

東海道の各宿では、当初、36 疋の伝馬を提供することが義務づけられていたが、寛永年代

までに、1 日に馬 100 疋・人足 100 人の提供が要求された。それを超過する人馬を必要と

する時は、近隣の村落から人馬の提供を受けたが、やがて、それらの村落は助郷として指定さ

れた。街路・宿駅・並木などは、初期には江戸幕府の奉行衆が管理し、当初の駄賃は江戸の町

年寄が通達したが、のちに道中奉行が置かれると、その管轄となった。 

 

６-３-２ 人流・物流等の概要 

１） 人流（参勤交代など） 

東海道は、東日本と西日本とを結ぶ最重要幹線で、参勤交代をする 150 前後の大名、年賀

その他で参府する公家、京都・大坂・長崎などへ往来する幕臣をはじめ、武士や庶民の往来が
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盛んであった。また、物資の輸送や通信なども、主に宿の人馬によって行われた。箱根と新居

とには関所を設けて武器や武家・公家の女性の出入りを主として検査したり21、大井川・天竜

川などの大河川、箱根・宇津谷・鈴鹿などの峠、今切や伊勢湾(桑名七里の渡)の渡海などの難

所があったが、時代とともに交通量は増加した。 

 

２） 物流・文化交流など 

宿駅の施設も次第に整備され、沿道では特産物も売られ、物資の流通、文化の伝播に大きな

役割を果たした。 

『東海道名所記』をはじめ、多くの道中案内書が発行され、ことに『東海道名所図会』『東

海道中膝栗毛』などの書物や、「東海道五十三次」などの浮世絵その他によって庶民の旅への

関心が高まり、19 世紀初期には伊勢参宮、奈良・京都・大坂などの社寺詣に赴く東日本の旅

行者で、非常な賑いを見せた。近世初頭からの紀行文・道中記の類は多数にのぼる。沿道には

沼津の千本松原、田子の浦、吉原の富士などの景勝地もあり、鎌倉・江の島・金沢・三保の松

原・久能山・熱田神宮も遠くはない。『伊勢物語』で知られた宇津谷峠は十団子を名物とし、

西行の歌で有名な小夜の中山は夜泣石で旅人の足をとどめたが、近くの無間山淡ヶ嶽が『傾城

小夜の中山』や『ひらかな盛衰記』で人口に膾炙し、川柳の好題材にもなった。 

沿道の名物には、大森の麦藁細工、小田原の外郎、箱根の木工細工、府中の茶、丸子のとろ

ろ汁、その近くの柴屋寺の吐月峯(灰吹き)、掛川の葛布、鳴海の有松絞、桑名の蛤、石部と草

津間の六地蔵の和中散、草津の姥ヶ餅、大津の大津絵などがある。 

旧宿の多くは変貌したが、鈴鹿峠の前後には旧態を残す所もあり、「関宿跡」は重要伝統的

建造物群保存地区に指定されている。 

 

６-３-３ その他の特徴や脇往還など 

１） 中原街道（御酢街道） 

① 街道の成立 

平塚の中原御殿22から江戸城虎ノ門までを結ぶ街道である。古代に発祥を持ち、相模国国府

から武蔵国橘樹郡郡衙を通り、丸子で多摩川を渡り、江戸に至る。後北条氏が本格的に整備し、

江戸時代には東海道のバイパスとして多く利用されるようになった。 

② 人流・物流・文化交流など 

中原御殿周辺で製造された「成瀬酢」を江戸城へ献上するための道として使用されていたこ

とから「御酢街道」とも呼ばれる。大名行列の煩わしさを嫌う商人なども積極的に利用したと

され、赤穂浪士も討入の際にあえて東海道を避け、中原街道を通ったとされる。 

 

２） 下田街道 

① 街道の成立 

下田街道(下田路)は、三島宿から分岐し、伊豆半島を縦断して下田に至る、延長約 60km の

街道である。東海道の三島宿(静岡県三島市)の三島大社を起点に、韮山・大仁(伊豆の国市)、湯

ヶ島(伊豆市)を通り、天城峠を越えて梨本(河津町)に至り、更に小鍋峠を越え、箕作・河内(下

田市)を経て下田に至る、17 里 14 町 21 歩の口伊豆(北伊豆)と奥伊豆(南伊豆)とを結ぶ幹線

道路であった。江戸時代には下田路と呼ばれた。  

 
21 関所においては「入鉄砲出女」の取り締まりを厳しく行い、江戸への武器の持ち込みと人質として江戸に住んでい

る妻子らの脱出を防いだ。 
22 中原御殿：徳川家康が鷹狩の際の休憩所として使用した建造物。 
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６-４ 中山道 

６-４-１ 中山道の歴史 

１） 中山道の成立 

中山道は、江戸日本橋より京都に至る街道であるが、最後の草津・大津の 2 宿は東海道と重

なる。中仙道とも書いたが、享保元年(1716 年)に江戸幕府は、東山道の内の中筋の道である

から、古来、中山道と称しているとし、東山道・山陽道などの「山」はセンと読んだと説明し

ている。しかし、民間では中仙道とも書き、信濃国の木曾路を通るので、木曾街道・岐蘇路・

岐岨路などともいわれた。武蔵・上野・信濃・美濃・近江の 5ヵ国を通り、京都に入るには山

城国が加わる。 

江戸から草津まで129里10町8間(約508km)、京都まで135里34町8間(約534km)

であった。古代の東山道とは異なった通路も多いが、戦国時代末期には成立していた宿駅が少

なくない。 

追分は北国街道の分岐点、洗馬は北国西街道(善光寺道)の分かれ道で、両道は善光寺の手前

の丹波島宿で合する。美濃国では大井宿から岩村に行く岩村街道が出ているが、これは遠江国

の秋葉山にも通ずる。垂井からは東海道の熱田に達する美濃路があり、五街道につぐ重要路で

ある。関ヶ原からは南に向かう伊勢街道と、北へ向かう北国街道とがある。鳥居本から北に進

む北国街道とは木之本で一つになる。鳥居本からは彦根を通り、琵琶湖東岸の安土や八幡を経

て、守山の手前で中山道に合する朝鮮人街道も分かれている。 

 

２） 宿の成立 

慶長 6 年(1601 年)には木曾路の集落に対して大久保長安が伝馬掟状を出しており、翌 7

年には徳川家康の朱印伝馬掟書を与えた所もあり、駄賃や渡船賃も定められているから、両年

間に宿駅制が整ったとみることができよう。 

しかし、下諏訪と贄川との間は小野峠・三沢峠・牛首峠を越える道で、間に小野宿が設けら

れたが、慶長 19 年に塩尻峠を越す道に改め、塩尻・洗馬・本山の 3 宿を加えた。 

本庄宿と倉賀野宿との間は、はじめ本庄から玉村を経由して倉賀野に出たが、慶安 4 年

(1651)に落合新町、承応 2 年(1653)に笛木新町が伝馬役を命ぜられたとされ、最も遅い成

立である。 

これによって板橋より守山まで 67 宿であるが、東海道と重なる草津・大津の 3 宿を加え

て、中山道六十九次とよぶのが通例である。なお番場と高宮との間は、はじめ小野町が継場と

されたが、のちに 10 町ほど離れた鳥居本が宿場になった。 

各宿立の人馬は 50 人・50 疋が通則であったが、信濃国佐久郡の塩名田・八幡・望月・芦

田の 4 宿と、木曾路の 11 宿は 25 人・25疋立であった。 

助郷高も一万石以上が大部分であったが、沓掛と中津川との間は、2 宿から 4 宿で共通の合

助郷が多く、その助郷高も一万石未満が過半で、この地域の助郷負担が重かったことが明らか

である。宿も東海道と異なり、地子免許のない宿が大部分であった。 

 

６-４-２ 人流・物流等の概要 

１） 人流（参勤交代など） 

中山道は、上野・信濃・越後・越中・加賀国などの 30 余の大名の参勤交代のほか、日光例

幣使の下向などもあり、また徳川将軍の夫人となるため東下した皇族や摂家の女性は多く中山
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道を通った。わけても、文久元年(1861 年)の和宮(親子内親王)の通行は前例のない設備・警

衛であった。 

 

２） 物流・文化交流など 

18 世紀以降は善光寺・妙義山・榛名山などの参詣者も次第に増加した。ことに近江国の多

賀神社は長寿の神として近畿地方一帯から多数の参拝者があった。沿道には碓氷(横川)・福島

に関所があり、碓氷・和田・塩尻・鳥居などの峠が多く、木曾の桟道など険岨な山道もあった

が、木曾の寝覚の床、太田宿と鵜沼宿との間の木曾川を見おろす所にあって、美濃路第一の勝

景といわれた観音坂の岩屋観音、関ヶ原の古戦場、日本武尊の伝説にからまる泉の湧いている

醒井、琵琶湖はもとより近江一国の山水を一望のもとにする摺針峠、歌文に名高い老蘇の森や

鏡山など、名所・旧跡も多い。 

各地の産物には、桶川の臙脂、鴻巣の雛、木曾路の木工品(わけても「お六櫛」や漆器は名高

いが、御留山の木曾の良材の余木を利用したものである)、柏原の伊吹き艾、鳥居本の赤玉など

の薬品、高宮の麻織物などが知られた。 

脇道には板橋宿から出る川越街道、倉賀野から日光へ向かう日光例幣使街道があるが、倉賀

野河岸は利根川舟運の上流起点で、信濃国方面から馬で運ばれてきた領主米などを江戸へ送り、

また山間地への物資の中継地であった。 

中山道では古い宿が残っている所が多く、「奈良井」と「妻籠」の雨宿は重要伝統的建造物

群保存地区の指定を受け、ことに妻籠はその復元・修景が徹底したことで有名である。 

 

６-４-３ その他の特徴や脇往還など 

１） 川越街道 

① 街道の成立 

川越街道は、15 世紀に江戸城と川越城を築いた太田道灌が部分的にあった古道をつないだ

ものを、江戸時代に川越藩の松平信綱が中山道の脇街道として整備したものである。 

この頃の川越街道は、板橋宿より中山道を分かれ、川越城大手門に至る 13 里半の道であっ

た23。さらに川越からは、児玉街道が上野国藤岡に通じて中山道に合流しており、この 2つの

道を合わせて川越・児玉往還と呼ばれていた。 

明治期になると、川越街道に沿って東京から上州を結ぶ東上鉄道（現、東武東上線）が開通

し、鉄道時代の幕開けとなった。昭和初期になると、交通手段は徒歩から自動車となり、川越

街道も東京都内において道路拡張工事がなされ、現在の川越街道の形になった。 

② 人流・物流・文化交流など 

川越街道は、中山道より行程距離が短かったため多くの通行者があり、物資の輸送を行う舟

運と合わせ、川越の重要交通路であった。新座市の北の入間郡三芳町、ふじみ野市近辺では、

現在も街道筋の松並木が残り、当時の風情を伝えている。 

川越の特産品であるサツマイモを指して「九里（栗）より（四里）うまい十三里半」という

言い回しが生まれ、江戸で宣伝文句として使われたという（ただし、由来については諸説あり）。 

関越自動車道が開通するまでは交通情報の渋滞名所として名高かった上板橋の「五本欅」は、

川越街道の拡幅工事の際に上板橋村村長であった飯島氏が屋敷庭の木を残すことを条件に土

地を提供したもので、現在も道路の中央に 5 本のケヤキが残っている。 

 

  

 
23 ほぼ現在の旧川越街道、埼玉県道 109 号新座和光線に相当する。 
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２） 秩父往還 

① 街道の成立 

秩父往還は、秩父大宮（秩父市）から荒川渓谷沿いに秩父盆地を横断し、雁坂峠を越えて甲

州に入り甲府に至る街道である。秩父甲州往還とも呼ばれ、甲州側からは雁坂口、秩父路、秩

父側からは甲州路、信玄路などの呼称が見られる。 

江戸から甲府を経て中山道に通じる甲州街道の裏街道であり、大菩薩峠越えの青梅往還とと

もに甲府と北関東を結ぶ街道であった。甲州街道は内藤新宿から分岐して大宮へ至り、青梅街

道は多摩田無宿で分岐して大宮へ合流する間道がある。 

② 人流・物流・文化交流など 

古くから甲斐国、武蔵国両国間の往来に利用され、秩父巡礼や富士登山、身延参詣など信仰

の道として利用され、戦国時代には甲斐国守護武田氏の行った金山経営も秩父方面に及んだた

め往来に利用され、武田氏の北武蔵侵攻路の一つにもなった。 

近世には埼玉県側の秩父市（旧大滝村）の栃本と山梨県側の甲州市（旧塩山市）にそれぞれ

口留番所が設置され、牛馬による米穀や繭の輸送に利用された。 

明治初期には山梨県の主用産業となった生糸の輸出路として着目され、山梨県令藤村紫朗の

主導した道路改修がなされるが、雁坂峠は 1998 年に雁坂トンネルが完成するまで長く未整

備のままであった。 

 

３） 三国街道 

① 街道の成立 

三国街道は、江戸と越後国とを結び、佐渡国に至る三道の一つ。中山道高崎宿から分かれ、

上州側は金古・渋川・中山・永井など 11 宿、永井より 3 里半の三国峠越えで越後に入り、浅

貝・湯沢・六日町・川口・長岡・与板など 17 宿を経て佐渡への渡海場寺泊宿に到着する。 

長岡で分かれ見附・加茂・新津・新発田・村上へ通じる山通りの道筋も、新発田藩や村上藩

では三国街道と呼び、浜通り(北陸道)とともに越後の主要街道の一つであった。 

三国街道は途中の六日町から魚野川を経て信濃川へ下る舟便があり、長岡で舟継ぎして新潟

まで通じた。 

② 人流・物流・文化交流など 

参勤交代の定式通路として利用した大名は越後の長岡・村松・与板藩主で、新発田・村上藩

主の通行もみられる。また正徳 2 年(1712)から佐渡奉行が赴任に利用し、安永 7年(1778)

から佐渡送り無宿人の目籠が北国街道と隔年で通行した。 

越後から三国街道を輸送した貨物は、魚沼郡の農民が北上州へ向けて売り出す米や雑穀、越

後の各産地から江戸へ送る越後縮・三条金物・塩鮭・紫蕨・薬種などの特産品であった。幕末

には鉛や生糸が大量に江戸や横浜へ向けて送られている。 

越後から江戸向けの輸送は他の 2 道(北国街道・会津街道)と比べて距離が短く、六日町まで

上り舟、倉賀野から下り舟が利用できたので三国街道が主に利用された。しかし、12 月から

3 月までの厳冬期は豪雪のため通行困難となった。しかし、幕末には、呉服問屋に年末納めの

縮荷を運んで雪の峠道を越えて行く飛脚たちが現われた。 
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４） 北国街道・北国西街道 

① 街道の成立 

北国街道は、本州中央部と新潟および北陸 3 県を結ぶ北陸道とを連絡する近世の街道で、二

つある。一つは浅間山麓の信濃追分で中山道と分かれ、小諸、上田、長野、高田を経て直江津

で北陸道に合流するもの。また、長野の南方、篠ノ井から松本を経て木曽谷の北端、洗馬で中

山道に合流するものを北国西街道（善光寺街道）とよび、善光寺の参詣者が多く利用した。 

他の一つは、近江(滋賀県)、美濃(岐阜県)西部と越前(福井県)を連絡する街道で、中山道と彦

根市街北東の鳥居本で分かれ、米原、長浜、木之本、栃ノ木峠を経て今庄へ通ずる。このうち

近江国境の栃ノ木峠までは北国街道、峠を越え越前に入ると北陸道とよんだ。また、関ヶ原で

中山道と分かれ、伊吹山麓を通り、木之本で北国街道に合流するものを北国脇往還とよんだ。 

また、北国西街道は信濃国に存在した脇往還で、中山道と北国街道を連絡し、松本藩や松代

藩、善光寺へ向かう道のひとつとして整備された。正しくは北国西脇往還という。善光寺街道、

善光寺西街道などの別名を持つ。洗馬で中山道と分かれた後、松本城下を経て山間地に入り、

街道最大の難所である猿ヶ馬場峠を超えて善光寺平の南端（稲荷山宿・桑原宿）に至り、丹波

島で北国街道に合流する。 

② 人流・物流・文化交流など 

加賀・高田藩が江戸へ出仕のおり通行したが、江戸幕府の財政をまかなった佐渡の金を江戸

へ輸送するのに利用され、五街道に次いで重要視された。善光寺参詣に使われた。 

 

５） 千国街道 

① 街道の成立 

長野県の松本市から大町市を経て、新潟県糸魚川市に至る近世の街道。糸魚川街道、松本街

道ともいう。糸魚川から姫川の険しい谷をさかのぼり、白馬岳山麓から佐野坂峠を越え、青木、

中綱、木崎の仁科三湖の西岸を経て大町に至った。 

② 人流・物流・文化交流など 

参勤交代では、白馬山麓の千国集落に松本藩の番所があり、この集落を通ったことから千国

街道の名がつけられた。 

物流では、糸魚川方面から塩を中心に海産物を松本や大町など信州の内陸地へ輸送する道と

して重要で「塩の道」とも呼ばれた。塩倉、塩を運んだ牛や牛方が泊まった牛宿が残り、石仏

群もあり、大町以北は遊歩道として整備されている。白馬山麓の自然美とともに、近年観光地

として注目されている。 
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６-５ 日光街道（日光道中） 

６-５-１ 日光街道の歴史 

１） 日光街道の成立 

日光街道は、江戸から日光東照宮門前の鉢石宿(栃木県日光市)に至る 21 宿、約 140km を

結ぶ街道で、幕府の公道としては「日光道中」と言った。 

日光には、東照大権現と崇められた徳川家康の墓があり、歴代将軍や諸大名の社参の道とし

て整備された。また、江戸から宇都宮までは東北へ向かう奥州街道と重複しているため、参勤

交代の大名の通行も多かった。 

江戸本郷追分で中山道と分かれ、岩淵－川口－鳩ヶ谷－大門－岩槻を経て幸手宿に至る日光

御成街道(御成道)、小山宿の北の喜沢村から西北へ分かれ、飯塚－壬生－楡木(日光例幣使街道

を合わせる)－奈佐原－鹿沼－文挟－板橋を経て今市宿に合する日光道中壬生通りが付属する。 

もともと、慶長 5 年(1600 年)、天下統一を成し遂げた徳川家康が、江戸にあって、奥州の

抑えとしてこの道筋を重視したことに起源を持つ。慶長 7 年正月、徳川家康の代官頭大久保長

安(石見守)ら 3 名の名で、宇都宮町に地子免許状が出され、伝馬役が義務づけられたことがそ

れを示す。 

宇都宮以南の街道がその後順次整備され、宿駅が設けられ始めたことは、同年 12 月から小

金井宿において集落移動が行われ、同 9 年に問屋が定められるなど、町割りが定められたこと

などからわかる。小金井・石橋など 5 宿を除いて多くは一万坪の地子免許。 

しかし、元和 2 年(1616 年)10 月から日光山内に家康廟の造営が開始され、日光への通行

が増大し始め、その役割が変化した。 

まず壬生経由の壬生通りが、造営資材の搬入などにも利用され、鹿沼宿の整備もその時に行

われ、元和 3 年、家康の遺骸も、武蔵府中から、川越－館林－天明(佐野)を経て、それを通っ

ている。家康廟(東照大権現社)が完成した一周忌法会(元和 3 年 4月 17 日)の際、将軍徳川秀

忠は、越ヶ谷宿から岩槻城へまわって泊り、御成道経由で古河城を経、奥平美作守忠昌の宇都

宮から日光に入っている。これが将軍の第一回日光社参となるが、以後、もっぱら江戸から日

光への将軍その他の社参路として利用された。 

元和 5 年、宇都宮城を領した本多上野介正純は、城下の町割りの大改変と宇都宮城の改築を

行うが、併せて江戸から日光・奥州への街道の分岐としての宇都宮宿の町立ても新しくした。

宇都宮経由がいわゆる日光道中となり、3 泊 4日が通例の将軍社参の際は、宇都宮城が宿泊所

となった。壬生経由は日光西街道ともいわれ、将軍徳川秀忠・家光の代には、特に帰路に使わ

れることが多かった。秀忠・家光の将軍時代の 30 年余の間に、将軍家の社参は 15 回に及ぶ

が、特に寛永 13 年(1636 年)、日光廟の大改築が成ってからは、その通行は大規模となった。 

諸宿の人馬のほか、早くから周辺の村々よりの助馬の動員が行われたが、元禄 9 年(1696

年)、壬生通りも併せて全宿一斉に、各宿十数ヵ村、総村高一万石程度の定助郷村が定められた。 

 

２） 宿の成立 

宿の定備は、宇都宮宿の 100 人・100疋のほかは 25 人・25 疋で、内 5 人・5 疋は囲人

馬。4 月 17日の家康忌日の東照宮大祭、法会前後に集中して通行が極度に増大し、特に将軍

社参や特別回忌の大法会の際には助郷村がさらに拡げられ、農繁期にもかかり、沿道村々の過

重負担が累積、江戸時代中期以降の村落荒廃の有力因となった。 
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６-５-２ 人流・物流等の概要 

１） 人流（参勤交代など） 

宇都宮宿から分岐して奥州道中が伸びるので、下野北部から奥羽全城の大名の参勤路にもな

ったが、その他は年間を通じて、武家や公家の日光関係の通行に利用者が限られた。 

 

２） 物流・文化交流など 

奥羽南部から江戸への廻米や商品輸送は、下野北部の鬼怒川の阿久津・板戸両河岸からの舟

運が利用され、また会津西街道・日光例幣使街道・壬生通りなどの脇道とそこにつながる諸河

川の河岸が、その機能を担った。 

雀宮宿の南側の鞘堂新田から東南へ分かれて、日光道中に併行、多功－薬師寺－仁良川－結

城城下－七五三場－諸川を経て、利根川の境河岸へ至る道が日光東街道と呼ばれた脇道で、こ

れも諸物資の輸送などに用いられ、特に下野国内では養蚕地帯を通るため、「絹の道」ともい

われた。 

家康・秀忠・家光三代の側近松平右衛門大夫正綱が寛永年間以降二十余年間にわたり大沢宿

南から今市宿を挾んで日光鉢石宿まで(壬生通り・会津西街道も)沿道に植樹したのが日光杉並

木で、山口村(今市市)や日光神橋北側など 4 ヵ所に、慶安元年(1648年)4 月 17 日付の林道

春(羅山)の碑文による寄進碑も建てられている。 

宇都宮までは現在の国道四号線で、東武鉄道日光線と JR 東北本線が併行し、日光までは国

道 119 号線と JR 日光線が添う。 

 

６-５-３ その他の特徴や脇往還など 

１） 日光例幣使街道 

① 街道の成立 

中山道・倉賀野宿から分かれ、日光道中・壬生通り楡木宿に至る、上野国と日光を結ぶ街道。

例幣使街道とも。楡木から日光道中・今市宿までの壬生通りの北部も、例幣使街道と言い慣ら

されている。 

② 宿の成立 

玉村・五料・柴・木崎・太田・八木・梁田・天明(佐野)・犬伏・富田・栃木・合戦場・金崎

の 13 宿である。各宿常備の義務は、人足 25 人・伝馬 25 疋で、内 5疋・5 人は囲人馬。 

明和元年(1764)、翌年の東照宮 150 回忌法会を前に、幕府道中奉行支配となり、明和 3

年に、各宿の定助郷村が定められた。 

③ 人流（参勤交代など） 

日光例幣使は、元和 3 年(1617 年)4 月徳川家康廟東照大権現社の遷座祭に、朝廷から勅使

と奉幣使が派遣されたのを起源とし、その後も家康の七回忌・十三回忌などに出向しているほ

か、正保 2 年(1645 年)11 月、東照宮号宣下の伝達なども、一旦江戸へ下ってから日光へ往

復している。 

翌 3 年 4 月の奉幣使も同様であるが、その年から奉幣使が 4 月の東照宮例祭に詣でること

が毎年の行事となり、例幣使と呼ばれるが、その日光への下向路(帰路は江戸経由)が中山道か

らこの道をたどるようになった。 

五料宿と柴宿の間に利根川本流があり「平水川幅四拾間程、出水之節は三百六拾間程」(『例

幣使街道宿村大概帳』)で、渡船によって通行し、西岸五料宿側に関所があった。また梁田宿の

北側には渡良瀬川の渡船場があった。 
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④ 物流・文化交流など 

天明宿は隣町の小屋町を加宿とし、佐野の城下町でもあり、館林－忍(行田)を経て江戸への

近道で、天明鋳物師が居住した。富田宿の南方からは、日光道中小山宿へつながり、栃木宿は

巴波川の河岸で活発な商都であった。日光例幣使以外の公用通行がない代りに、各所で河川の

河岸と結びつき、商品輸送路として利用された。 

北は今市宿を経て会津西街道を通って下野の奥地や南会津地方につながり、山村の特産物で

ある木材・板・薪炭・藁加工品などが壬生河岸や栃木河岸に運ばれ、逆に利根川・渡良瀬川・

思川などやその支流を遡行して肥料 ・塩・各種消費物資が内陸部に送られた。 

元禄 2 年(1689 年)、俳人松尾芭蕉と門人曾良の『奥の細道』紀行は、小山－壬生から鹿沼

を通り、この道を北上して日光へ入っており、のち明治 11 年(1878年)、英人女性イザベラ・

バードは、例幣使街道杉並木から日光・会津への旅行記を「Un beaten Tracks in Japan」

(高梨健吉訳『日本奥地紀行』)に書いている。 

 

２） 日光壬生街道 

① 街道の成立 

日光壬生道は、日光道中の小山の喜沢の追分から飯塚宿、壬生宿、楡木宿、奈佐原宿、鹿沼

宿、文挾(ふばさみ)宿、板橋宿を経由して今市で再び日光道中と一緒になる経路。小山宿から

今市宿まで 12 里 27 町（約 50km）と、日光道中より 1 里 10 町（5km）ほど短くてすむ

ことから江戸時代、日光に行く人には大いに利用された。 

② 人流（参勤交代など） 

慶安 4 年（1651 年）に亡くなった三代将軍徳川家光の遺骸を江戸から日光に改葬すると

きはこの壬生道を通ったこともあって、道中奉行の管轄下に置かれまし た。公式の将軍の日

光社参は、往路は日光道中を経由、帰路はこの壬生道を通った。 

 

３） 水戸街道 

① 街道の成立 

日光道中・千住宿で分岐し、水戸に至る。岩城街道と合流し、陸前浜街道とも呼ばれる。五

街道の日光道中に付属するが、道中奉行の支配は千住から松戸まで。一説によると、元禄期に

佐倉道が千住－新宿経由になった。 

主な経由地は松戸・我孫子・取手・牛久・土浦・府中・片倉・長岡で、江戸川右岸に金町・

松戸関所があった。享保 15 年(1730 年)、土浦－小金間に新道が開かれると、その間の本街

道の宿駅が衰微したため、水戸藩は本街道の通行を指示するが、その後も新道は盛んに利用さ

れた。 

② 人流・物流・文化交流など 

水戸藩は藩主定府のため、家臣の通行や物資運送が頻繁で、藩は道路整備・並木造成を積極

的に実施した。藩士は江戸－水戸間を 2 泊 3 日で歩き、土浦・小金に宿泊を指定されている。 

藩主旅行の休泊用に小幡・長岡に御殿が、小金・取手・藤代・牛久・府中に宿館が指定され

ていた。このうち取手の染野本陣は現存する。 
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４） 成田街道（佐倉道） 

① 街道の成立 

成田街道（なりたかいどう）は、江戸時代には水戸街道新宿（にいじゅく）から分岐して佐

倉藩や成田山新勝寺に向かう街道であり、現在は千葉県道路愛称名により国道 296 号の船橋

市前原西の中野木交差点～印旛郡酒々井町下台と、国道 51 号の酒々井町下台～成田市寺台の

寺台 IC を指し示す。 

ただし、この成田街道は江戸時代後期に成田山参詣が盛んになってからの愛称であり、江戸

幕府の公式文書では「佐倉街道」（江戸城と譜代の大藩佐倉藩を結ぶ街道の意味）と呼称され

ていた。このほか、水戸街道我孫子宿から分岐して利根川沿いに成田へ向かう道も同名で呼ば

れた。現在は国道 356号の一部となっている。 

② 人流・物流・文化交流など 

成田山参詣が盛んになり成田街道と呼ばれる。 
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６-６ 甲州街道（甲州道中） 

６-６-１ 甲州街道の歴史 

１） 甲州街道の成立 

甲州街道は、江戸日本橋を起点に、内藤新宿、下高井戸、上高井戸、布田五宿、府中、日野、

八王子を通り、小仏峠から甲府を経て信州の下諏訪に至る、200km 強にも及ぶ約 53里の道

である。慶長 9 年(1604 年)に高井戸宿がおかれているので、このころの開設と推定される。

はじめは甲州海道と呼んだが、享保元年(1716年)、海端道旭でないとの理由から甲州道中と

改称された。 

江戸中期頃から、甲州・信州などから江戸への流通の道として重要性を増し、江戸 100 万

人の生活を支える動脈として発展、様々な名所旧跡や景勝地、歴史的なエピソードの残る街道。

参勤交代では主に高島藩諏訪家、高遠藩内藤家、飯田藩堀家の 3 藩が甲州街道を利用し、甲斐

国が幕府直轄地となってからは甲府城の警衛にあたる武士らも往来するようになった。 

 

２） 宿の成立 

内藤新宿から上諏訪までの宿数は全部で 45 であり、各宿 25 人・25 疋の人馬を常備する

定めであったが、布田 5 宿などのように数宿が交代で 1 宿として機能したり、上りまたは下

りのみの片道継立てを行うものなどがあったので、宿駅の数え方には古来諸説があり、一定し

ない。もと第一宿であった下高井戸は、江戸から 4 里という遠距離の地にあるため、元禄 11

年(1698 年)、中間の萱野の地にあった内藤氏（信州高遠城主）の下屋敷内に宿駅を新設して

内藤新宿と称した。古い城下町の八王子は、絹織物の集散地および千人同心の居住地で、30

軒余りの旅宿があった。 

甲府は武田信虎以来、甲州の政治経済上の中心で、青梅・秩父・鎌倉・中道・駿州・関屋の

諸往還が集中し、宿駅は寛永 13 年(1636 年)柳町に定められ、馬数 50疋、茶壷通行などは

付近の 7 町が助けた。韮崎は北へ佐久甲州街道、南へ駿信往還が分出する要地で、富士川舟運

による海産物を集散した。 

 

６-６-２ 人流・物流等の概要 

１） 人流（参勤交代など） 

甲州道中は江戸防衛のための軍事的な意義か大きく、小仏関所をはじめ境川・鶴瀬・山口に

は口留番所が設けられていた。参勤交代の大名通行は、信州の高島・高遠・飯田の三小藩にす

ぎず、江戸城への茶壺道中のほか、常時の公用通行は江戸幕府と甲府勤番および代官所との連

絡が主であった。 

 

２） 軍用路としての役割 

当初は、万一に備える重要な軍用路として整備された道であった。これは甲府城を有する甲

府藩が親藩であること、沿道の四谷に伊賀組・根来組・甲賀組・青木組（25 騎組）の 4 組か

ら成る鉄砲百人組が配置し、鉄砲兵力が将軍と共に甲府までいったん避難した後に江戸城奪還

を図るためである。 

また、宿場町の出入り口付近や甲府城東側には、二手に分かれる道やほぼ直角に曲がる道が

あり、これらは宿場町や城下町に入るにあたって、相手を錯乱させたり、見通しを悪くして敵

の攻撃を防御する役割があったといわれている。 
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３） 物流・文化交流など 

江戸中期頃から、甲州・信州などから江戸への流通の道として重要性を増して行き、甲府城

に詰める武士「甲府勤番」や八王子千人同心、富士講（富士山信仰の組織）にさらに毎年 4月

には、幕府御用達の宇治茶を江戸まで届けるお茶壺道中も通り、街道筋は賑わいを見せ、江戸

100 万人の生活を支える動脈として発展した。 

江戸時代の中・後期になると、天下泰平の時代と共に旅人や文化人が行き交ったほか、甲州・

信州から江戸へ農産物を運ぶ流通の道としての役割も重要になった。甲州街道には、宿場を拠

点に江戸との交流による文化が育まれ、行き交う旅人たちと楽しんだ娯楽や芸能も含めて、い

まもその痕跡が継承されている。 

一方で、貧しかったゆえに近隣の村どうしが協力して宿場を運営した合宿といった制度や、

大きな被害をもたらした水害からの復興には、人々の協働の歴史がみられる。 

甲州街道最大の難所といわれた笹子峠を超えて甲府盆地にはいると、ブドウやモモ、柿など

の甲州八珍果を栽培する独特の風景や、のちに果物栽培が盛んになった土台の一つである扇状

地や河岸段丘地形などの景観も目にすることができる。 

民間通行としては甲州産の葡萄・梨・煙草・繰綿・甲斐絹などの江戸への輸送、登せ糸の上

方への出荷などがあり、信州からの中馬の通過も多かった。 

 

６-６-３ その他の特徴や脇往還など 

１） その他の特徴 

日野宿（東京都内で唯一現存する本陣）、小原宿（神奈川県内唯一の本陣）、上諏訪宿（下

諏訪宿本陣の問屋場跡）の 3 軒の本陣建物が残っており、遺跡・遺構も多く見られる。 

また、犬目宿の「犬目の兵助の墓」を振り返ると、葛飾北斎が冨獄三十六景を完成させた際

に甲列犬目峠からの富士山を描いたと言われる富士の絶景が現れる。 

こういった情景溢れる景色の良さも甲州街道の特徴で、行楽シーズンには大勢の人出で賑わ

う。しかし、難所と呼ばれる小仏峠や笹子峠などでは、場所によって道が荒れているので十分

な注意が必要である。歴史的な遺構としては、武田信玄や新撰組にまつわる資料館や寺社など

を随所に見ることができる。 

桃太郎伝説は岡山県のイメージがあるが、全国各地に存在する。甲州道中と桃太郎伝説との

関りは、地名にある。談合坂（団子坂）、犬目、鳥沢、猿橋、百蔵山（ももくらやま）、九鬼

山（くきやま）、これだけ地名が揃っている場所はここだけであり、大月市は昔から鬼の伝説

が多いといわれている。 

 

２） 陣馬街道 

陣馬街道は、街道沿いにある地域名から「恩方街道」「佐野川往還」「案下（あんげ）道」、

また甲州街道と別に甲斐国に向かうルートとして利用されていたことから、「甲州脇往還」「甲

州裏街道」など、多くの別称がある。 

古くから武蔵と甲斐をつなぎ、甲州や恩方などの山の産物を江戸へ運ぶための重要な交易路

でもあった。そのため江戸時代には、上恩方町の高留に出入りを取り締まる口留番所が置かれ

ていた。都の通称道路名として「陣馬街道」という呼称が使用されるようになったのは 1963

（昭和 38）年のこと。街道の起点となるのは、甲州街道の追分交差点。脇に建つ江戸時代の

道標には「右あんげ道」と刻まれている。南浅川を越え、元八王子地域を経て、切り通しを境

に恩方地域に入る。  
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６-７ 奥州街道（奥州道中） 

６-７-１ 奥州街道の歴史 

１） 奥州街道の成立 

奥州街道は、江戸時代に整備された五街道の一つである。正式には奥州道中といい、道中奉

行の管轄では江戸日本橋を起点として千住から陸奥白川(福島県白河市)までの 27 宿、そのう

ち宇都宮(栃木県宇都宮市)までは日光街道を通り 17 宿を共有する。 

なお、日光道中千住宿から宇都宮宿に至る 17 宿は、その機能上、奥州道中に兼ねて属する

ものであり、事実これら宿駅が両属を称した場合もしばしばあった。しかし、あえて「日光道

中」と公称したことは、日光に鎮座する幕府祖廟の重さを示すものであろう。 

江戸幕府の直接的支配下にあり、道中奉行が管轄した厳密な意味での奥州道中は、日光道中・

宇都宮宿から分岐して、白沢・氏家・喜連川・佐久山・大田原・鍋掛・越堀・芦野・白坂・白

河宿に至る 10 宿である。白河宿の隣北、根田宿から以北も奥州道中と呼ばれることもあった

が、宿次も一定せず、また管理も勘定奉行に属し、幕府の間接的支配下にあった。 

一般には、実際に奥州を通る脇街道もふくめた街道の総称として用いられることが多い。こ

の脇街道とは陸奥白川から仙台(宮城県仙台市青葉区)までの仙台道、仙台から蝦夷筥館(はこだ

て)(北海道函館市)までの松前道であり、勘定奉行や沿道の諸藩の管理下におかれた。すなわち

日光街道との分岐点である宇都宮から白河までと、白河以北の仙台道および松前道のうち本州

北端の三厩宿(青森県東津軽郡外ヶ浜町)までの 100 余宿を指すことが多い。 

江戸時代初期には主に東北諸藩の参勤交代の交通・連絡に用いられたが、中期には蝦夷地開

発のため、江戸末期にはロシアからの蝦夷地防衛のために往来量が増加した。明治 6年（1873）

に陸羽街道と改称され、現在は大部分が国道 4号となり、並行して東北自動車道、八戸自動車

道が通っている。 

 

２） 宿の成立 

奥州道中の開発はかなりの年限を要し、初めはその東を宇都宮から板戸・鴻野山・鹿子畑・

福原・余瀬・寒井・稲沢・伊王野・蓑宿・旗宿・白河の 11 宿を連ねた街道だったようである

が、それが寛永 4 年(1627 年)頃に改められ、正保 3 年(1646 年)越堀宿の宿並の整備によ

って完成した。 

 

６-７-２ 人流・物流の概要 

１） 人流（参勤交代など） 

奥州道中は、奥羽・北関東諸大名の参勤交代の通路だったので、諸大名の交通量が多く、こ

れを文政 5 年(1822 年)についてみると、37 家、高 257 万 27 石となっている。これは東

海道の 144 家、高 1,194 万 82 百石に次ぎ、中山道の 30 家、高 212 万 8,023 石を凌ぐ

ものであった。このうち陸奥の大名は 18 家(定府一家)、出羽は 13 家、蝦夷 1 家、下野 4 家

であった。 

最も多く継立人馬を要したのは、普通 1,000 人程度の行列を従えた仙台藩伊達氏であった。

天保 2 年(1831 年)の参府に際し、越堀宿が必要とした継立人馬は、325 人、224 疋であっ

た。このほか、会津藩松平氏・秋田藩佐竹氏らが多くの人馬を必要とした。したがって宿駅と

助郷村との間に人馬請負契約が結ばれる場合、これら諸大名の通行は除外例とされるのが普通

であった。なお、寛文 12 年(1672 年)6 月に芦野宿がはじめて他領助郷を徴集することとな

ったのをみれば、諸大名の奥州道中通行は、このころすでに始まっていたと思われる。 
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２） 物流・文化交流など 

奥州道中は後進地域を通過していたので、大名の交通量はともかく、交通量全体はさほど多

くはなく、したがって、黒羽藩のごとく領内越堀宿助郷を領内助郷のみで賄う体制を樹立する

ことも可能であった。しかし、北門の急をつげて以来、幕末期の混乱に際して公用人馬の継立

は激増し、一方、経済的発展によって諸物資の運送量は増大した。上り荷は幕・藩の廻米を主

とし、諸穀類・煙草・蝋・生糸・紅花などがあり、下り荷は衣料品・金肥などを主としていた

が、また江戸文化伝播通路ともなった。しかし、廻米および商品荷物は、その性格上脇街道を

通行し、河川の舟運によることが多かった。 

 

６-７-３ その他の特徴や脇往還など 

１） 陸前浜街道 

① 街道の成立 

街道そのものの歴史については古く、奈良時代には既に石城国（福島県いわき市周辺）に駅

が設置されていたことや、平安時代の千載集に茨城・福島県境の勿来関に関する歌が残されて

おり、浜街道として整備が進められていたことが知られている。 

江戸時代には、水戸では日本橋から茨城県水戸市までを水戸街道、水戸市から岩沼市までを

岩城街道（もしくは磐城街道）などと呼んでいたが、明治に入り両街道をまとめて陸前浜街道

として扱うようになった。街道名としては比較的新しい名称である。なお、公式な文書に名が

残るのは、陸前浜街道という名を用いた通達が出された 1872 年から、国道に番号制度がで

きる 1885 年の間のわずか 13 年間である。 

② 物流・文化交流など 

なお、常磐線取手～藤代間をはじめとして、成田線・新金線などを交差する踏切には「陸前

浜街道踏切」「浜街道踏切」などの名称を持つ踏切がいくつも存在し、現在も名を残している。 

 

２） 会津街道（会津西街道、会津中街道、会津東街道） 

① 街道の成立 

江戸より陸奥国会津若松に至る街道。これには三通りある。 

第一は、奥州街道を白河で分岐し、山路に入り長沼・勢至堂・赤津などを経て、若松に達す

るもので「会津東街道」といった。 

第二は、奥州街道の氏家より分かれて、石上・板室・三斗小屋を経て大峠を越え、松川・弥

五島などを過ぎて若松に至る街道で「会津中街道」と呼ぶ。中街道は天和 3 年(1683 年)戸板

山が崩れ男鹿川を堰とめ五十里沼となり、西街道の往来を阻んだから、その代りに元禄 8 年

(1695 年)に開通した。最短の街道ではあるが、高峰を通るだけに道の傷みや輸送米もぬれ腐

りやすいので、享保 8 年(1723 年)五十里湖が決壊し干拓すると、西街道がこれに代わった。 

第三は、日光街道の今市より高徳・藤原・三依を経て山王峠を越え、川島・田島・楢原・大

内を過ぎて若松に至るもので「会津西街道」(別称：下野街道)といった。 

② 物流・文化交流など 

東街道を運送する貨物は、白河より原街道を転送して氏家より阿久津に至り、鬼怒川を水上

江戸に運ぶこともあった。西街道を輸送した物貨は、浅草御蔵入米のほか種々あったが、これ

らを婦人が一人で牝馬数頭を巧みに操縦したのは一特色であり、この街道に会津線が開通して

いるのは、西街道の輪廻とも見られる。 
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６-８ 五街道の特徴について（とりまとめ） 

１） 街道ごとの特徴 

ここでは文献・資料に基づいて五街道の特徴を整理した（表 ６-８.1 参照）。 

なお、本事業は、広域関東エリア内の各街道の関係者等との議論や合意形成を行うものでは

ないため、街道ごとのロゴマーク・キャッチコピー等の検討は行わない（念のため明記）。 
 

① 東海道 

東海道は、江戸と京都・大阪を結ぶ陸上の大動脈である。古く五畿七道の時代から現代まで

その位置づけと重みは変わらず、これは太平洋側の平野部を貫通する立地から必然といえる。

現在をみると、都市化の進展とともに、江戸街道としての風景や情緒の残る要素は少なくなっ

ているが(関宿：三重県亀山市)、歴史的・文化的な名所・見所は多く、資料も残されている。 

【キーワード】太平洋側、平野、なだらか、温暖・陽光、にぎわい、渡し、滞留、都会 
 

② 中山道 

中山道は、東海道と対をなす、江戸と京都・大阪を結ぶ山側の大動脈であり、これも五畿七

道の時代まで遡る歴史ある街道である。東海道には大井川等に橋がないため天候による滞留が

あったのに対し、中山道には山道の険しさはあるが旅程が計算できる便利があった。現在をみ

ると、長野県の奈良井宿や妻籠宿に代表されるように街道の景観や風情を残す宿場等も少なく

ない。 

【キーワード】山道、けわしい、難所・峠、旅程どおり、のどか、いなか、宿場情緒、奈良

井宿、妻籠宿、街道歩き 
 

③ 甲州街道 

甲州街道は、軍用路として整備されたが、平時は甲州などから江戸へ農産物を運ぶ流通の道

として重要であった。また、宿場を拠点に江戸との交流による文化が育まれ、旅人たちによる

娯楽や芸能も含め、いまもその痕跡が継承されている。現在をみると、葡萄や桃、柿などの甲

州八珍果に適する甲府盆地の扇状地や河岸段丘などの地形・景観を一望にすることができる。 

【キーワード】軍用路、府中・八王子、物流路、信州・甲州、そば・農産物、葡萄や桃など

甲州八珍果 
 

④ 日光街道 

日光街道は、日光東照宮の参詣道である。将軍県も通る道であり、江戸時代からなだらかで

歩きやすい道として整備されてきた。現在をみると、街道歩きはアップダウンが少ないので歩

きやすく、交通の便も良いが、旧街道の大半が国道になり街道の雰囲気を残す場所は多くない。

コンテンツとしては日光東照宮（世界遺産「日光の社寺」）が突出し、他がかすんでしまう。 

【キーワード】日光東照宮、参詣、文化財、世界遺産、なだらか、街道歩き 
 

⑤ 奥州街道 

奥州街道は、宇都宮で日光街道から分岐した後の白沢宿から白河宿(福島県)までの 10 宿で

ある。白河以北の街道は脇往還も含めて「仙台道」や「松前道」などと呼称された。江戸と奥

州・蝦夷地を結ぶ人流・物流の動脈であり、また松尾芭蕉の「おくのほそ道」のイメージと強

く関連づいている街道でもある。現在をみると、白河までの 10 宿は、距離も短く田園風景の

中にあるが、江戸街道の情緒を残す部分は少ない。なお、会津西街道の「大内宿(福島県下郷町)」

は茅葺屋根の民家が街道沿いに建ち並び、重要伝統的建造物群保存地区に選定されている。 

【キーワード】のどか、田園風景、（＊白河以北も含む：奥の細道、みちのく、北国、蝦夷地） 
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表 ６-８ .1 五街道の諸元と特徴（1/2） 

街道名 特徴 摘要 

東海道 

五十三次 

 

＜諸元＞ 

概要：1601 年正月、東海道諸宿に伝馬制が敷かれる。箱根関などの難所があったが、

施設が最も優れ、つねににぎわった。 

総延長：江戸・京都間 126 里 6 町余（約 495.5km） 

宿：日本橋～三条大橋の 53 宿（京街道：大津～守口間の４宿を加え 57 宿ともいう） 

参勤通交大名数(文政期)：146 家 

出典24 

＜特徴＞ 

・東海道は、太平洋側の平野部をとおり、難所の少ない(箱根や鈴鹿など)、もっともよく

利用された江戸と京都を結ぶ大動脈であった。ただし、多くの大河川の下流部を横断

する必要があり、また軍事的・技術的な理由から橋がなく、「渡し」の箇所も多いた

め、天候によっては長期間の滞留が生じることがあった。 

・参勤交代の大名数は 146 家と五街道の中で圧倒的に多い。お伊勢参りなど庶民にも

よく利用され、十返舎一九の「東海道中膝栗毛」や歌川広重の「東海道五十三次」をは

じめ、小説や絵画等にも数多く取り上げられている知名度の高い街道である。 

＜現在の状況＞ 

・東海道は、戦後復興から高度経済成長期を経て急速に都市化が進行したエリアであり、

いまは旧街道の風景や風情が見られないところも多い。 

・しかし、歴史・文化的な名所・見所も多く、地図や資料は豊富にある。現在も基本的に

国道沿いのルートであり、交通、宿泊、飲食等は充実している。 

【Key Word】 

太平洋側 

平野 

なだらか 

温暖 

にぎわい 

渡し 

滞留 

まち・都会 

 

中山道 

六十九次 

 

＜諸元＞ 

概要：1602 年、東海道に次いで伝馬制を実施。木曽路とも呼ばれた。 

総延長：江戸～草津間 129 里 10 町余（約 507.7km） 

        京都まで 135 里 34 町余（約 526.3km） 

宿：江戸：板橋宿～守山宿までの 67 宿に、通常は草津宿・大津宿を加えた 69 宿。 

参勤通交大名数(文政期)：30 家 

出典同上 

＜特徴＞ 

・中山道は、東海道が主に海側の平野部を通るのに対し、信州や木曽の険しい山道を通

る道筋である。東海道より距離が 40km ほど長く、碓氷峠や和田峠など難所もあるが、

大河川の渡河がなく長期滞留のリスクが少ないため、東海道に次いで重用された。 

・東海道と中山道が江戸と京都・大阪をつなぐ陸の大動脈であったといえる。 

＜現在の状況＞ 

・旧街道をそのまま拡幅せずに新道を作った区間も多く、昔ながらの道幅や町並みが残

され、旧街道の風景・風情が残る。古い宿場町が残っているところも多く、奈良井宿や

妻籠宿は「重要伝統的建造物保存地区」に指定されている。 

・街道を歩く人も多く、地図や資料も豊富に出ている。ただし、難所となる峠がいくつ

かあるほか、宿泊施設や飲食店が少ない区間も散見される。 

【Key Word】 

山道 

けわしい 

難所・峠 

旅程どおり 

のどか 

いなか 

宿場情緒 

奈良井宿 

妻籠宿 

街道歩き 

甲州道中 

四十四次 

 

＜諸元＞ 

概要：1618 年に官道となる。江戸中期以降、商品流通路としてにぎわった。 

総延長：江戸－下諏訪間 55 里（約 220km） 

宿：内藤新宿、日野宿、八王子宿など 45 宿。下諏訪宿で中山道に合流。 

勤通交大名数(文政期)：3 家 

出典同上 

＜特徴＞ 

・甲州道中には江戸城の軍用路の位置づけがあったとされる。沿道の四谷には伊賀組・

根来組・甲賀組・青木組の４組からなる鉄砲百人組が配置されており、日野・八王子宿

などは直轄領で、八王子千人同心(武田遺臣)には甲州道中と日光道中の街道維持の役

目があった。甲州道中を参勤交代で利用したのは信州の３藩のみである。 

・甲州道中は、信州・甲州から江戸へ農産物を運ぶ重要な物流路であった。また、宇治か

ら献上されるお茶壺道中、富士講、身延参詣等にも利用された。 

＜現在の状況＞ 

・東京都西部から長野県にかけて開発の進んでいない道を歩く区間が多く、旧街道の雰

囲気を楽しめる。温泉やフルーツ・ワインの産地等を通る。五街道の中では資料など

があまりない。概ね鉄道に沿うが、峠越えがあり、鉄道から長く離れる区間もある。 

【Key Word】 

軍用路 

府中・八王子 

物流路 

信州・甲州 

そば 

農産物 

葡萄や桃など 

甲州八珍果 

 

 
24 出典：「Ⅲ.近世の道  五街道―諸道の性格」（https://www.mlit.go.jp/road/michi-re/3-3.htm, 2023.2.17 閲

覧） 

https://www.mlit.go.jp/road/michi-re/3-3.htm
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表 6-８ .1 五街道の諸元と特徴のとりまとめ（2/2） 

街道名 特徴 摘要 

日光道中 

二十一次 

 

＜諸元＞ 

概要：1602 年、宇都宮町に伝馬の負担が命じられる。1617 年の東照宮造営以後、参

詣路として重要視。 

総延長：40 里 18 町（約 130km） 

宿：江戸から日光鉢石宿に至る 21 宿 

参勤通交大名数(文政期)：41 家 

出典同上 

＜特徴＞ 

・日光街道は「日光東照宮」(世界遺産「日光の社寺」)の参詣道として賑わった。将軍家

が参詣する時は日光御成道(本郷追分～幸手宿)を利用した。小山宿以北は日光街道の

他、壬生通り、日光例幣使街道など「日光脇往還」と呼ばれる経路があった。 

・日本橋～宇都宮宿までの 17 宿は奥州街道の宿場を兼ねている。難所は利根川を渡る

栗橋のみ(房川の渡し)で、その他は橋が架けられ歩きやすい道に整備された。 

＜現在の状況＞ 

・街道歩きをする場合はアップダウンが少ないので歩きやすく、交通の便も良い。ただ

し、旧街道の大半が国道になっており、往時の雰囲気が残る場所は多くない。 

【Key Word】 

日光東照宮 

参詣 

文化財 

世界遺産 

なだらか 

街道歩き 

 

奥州道中 

二十七次 

 

＜諸元＞ 

概要：寛永年間(1624-44 年)頃に整備・改修される。江戸後期、北方問題が起こり公用

通行が増加。 

総延長：48 里（約 190km） 

宿：白沢宿～白河宿までの 10 宿。（宇都宮宿までの 17 宿は日光道中と兼ねる） 

参勤通交代名数(文政期)：37 家 

出典同上 

＜特徴＞ 

・幕府直轄の奥州道中は宇都宮で分岐した後の白河宿(福島県)までの 10 宿である。白河

宿より北の三厩宿(青森県)までは「仙台道」や「松前道」などと呼ばれた。 

・奥州街道は、参勤交代に利用する大名も 37 家あり、下野国・武蔵国を経由して、江

戸と奥州・蝦夷地を結ぶ物流の動脈であった。また、松尾芭蕉の「おくのほそ道25」の

イメージと強く関連づいている街道として特筆される。 

＜現在の状況＞ 

・白河宿(福島県)までの 10 宿は、比較的距離が短く、のどかな田園風景が広がる。ただ

し、鉄道ルートからやや離れる区間もある。 

【Key Word】 

のどか 

田園風景 

＊ 

(奥の細道) 

(みちのく) 

(大内宿) 

(北国) 

(蝦夷地) 

 

 

２） 宿場ごとの特徴 

街道別・宿場別にそれぞれの特徴、食文化や工芸品、農産物等の特産品、歴史的なエピソー

ド等に関する情報整理を行った。 

 

 

 

 

 
 

 
25 「おくのほそ道(奥の細道)」の行程は、江戸深川の芭蕉の草庵「採茶庵」を出発し、日光道中、奥州道中を経て平

泉から出羽国の尾花沢に入り、さらに北上して象潟に至り、ここで折り返して日本海側を南下し、北陸道を経て、

美濃路の大垣に至るものである。 
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表 ６-８ .2 五街道の宿場ごとの特徴の整理（東海道：1/1） 
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表 ６-８ .3 五街道の宿場ごとの特徴の整理（中山道：1/3） 
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表 6-８.3 五街道の宿場ごとの特徴の整理（中山道：2/3） 
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表 6-８ .3 五街道の宿場ごとの特徴の整理（中山道：3/3） 
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表 ６-８ .4 五街道の宿場ごとの特徴の整理（甲州街道：1/4） 
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表 6-８.4 五街道の宿場ごとの特徴の整理（甲州街道：2/4）
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表 6-８ .4 五街道の宿場ごとの特徴の整理（甲州街道：3/4） 
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表 6-８.4 五街道の宿場ごとの特徴の整理（甲州街道：4/4） 
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表 ６-８ .5 五街道の宿場ごとの特徴の整理（日光街道：1/2） 
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表 6-８.5 五街道の宿場ごとの特徴の整理（日光街道：2/2） 
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表 ６-８ .6 五街道の宿場ごとの特徴の整理（奥州街道：1/1） 
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６-９ 江戸街道のロゴマーク検討 

１） 検討手法 

江戸街道プロジェクトを表すロゴマークを検討した。なお、本事業は、広域関東エリア内の

各街道の関係者等との直接の議論や合意形成を行うものではないため、五街道の街道ごとのロ

ゴマークやキャッチコピー等の検討は行わないものとした。 

 

２） 検討結果 

① 江戸街道ロゴマーク 

有識者委員等の意見を踏まえ、下記のデザイン案を採用した。 

 

 

② ロゴマークの詞書 

街道がさまざまな歴史を結ぶことを象徴的に表現するため、世界を表す円環と５色の街道に

より構成される図柄としました。街道が５色なのは街道それぞれで特徴が違うことを表します。

円環の２色は水と緑、日本の山川海を表します。（関東平野の西に山、東に海を念頭に）街道

と円環が交差するところを歴史の色、青としました。 

青を歴史としたのは、江戸時代に流行した藍の色をイメージしたものです。当時、幕府の奢

侈禁止令により自由に色が使えない中、規制の対象外だった藍色を使うしかなかった江戸の住

民は、使い込むと味わいが出るこの藍色を「粋」な色と考えて使っており26、当時の浮世絵師

の描く江戸の町並みでも、いたるところでこの藍色を使っている様子が見られています。 

 

 

  

 
26 出典：「北斎も広重も愛した藍…ジャパンブルーの意外な歴史」（調査研究本部・丸山淳一, 2021 年 6 月 16 日, 

Web コラム・今につながる日本史, 読売新聞オンライン）

https://www.yomiuri.co.jp/column/japanesehistory/20210614-OYT8T50079/ 

https://www.yomiuri.co.jp/column/japanesehistory/20210614-OYT8T50079/
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７．街道を活用した広域関東の新たな観光振興策の検討 

７-１ 検討方針 

ここでは、本業務で収集・整理した五街道沿線のコンテンツをもとに、市場ニーズや好事例

を参考にして、広域関東エリアにおける観光関係団体等による「街道を活かした積極的な取組

み」を促すための方策を検討する。 

 

  

  

街道を活用した広域関東の新たな観光振興策 

目   次 
 

7-2-１ 広域関東観光の現状と課題  

１） 広域関東観光の概況  

２） アフターコロナの動向  

 

7-2-２ 広域関東観光のポテンシャル  

 

7-2-３ 広域関東における観光推進の方向性  

 

7-2-４ 広域関東の新たな観光振興策「江戸街道プロジェクト」  

１） 目的  

２） ターゲット  

３） 取組の概要  

４） 期待されるメリット  

 

7-2-５ 「江戸街道プロジェクト」の基本方針  

１） 位置づけ  

２） 取組  

   ①連携の契機となる街道ごとのストーリー設定  

   ②ロゴマークの活用と展開による気運の醸成  

   ③ニーズとターゲットに対応したプロモーションの推進  

   ④既存の街道関連団体との協働と連携組織の拡大  

   ⑤地域の取組や人材育成に対する支援  

   ⑥実証事業の実施によるモデル事例の構築  

   ⑦補助金等を活用したコンテンツ造成等の推進  

   ⑧フォーラム等の開催による認知度の向上  



 

148 

７-２ 検討結果 

７-２-１ 広域関東観光の現状と課題 

 

１） 広域関東観光の概況 

旅行・観光消費動向調査によると、コロナ禍前の 2019 年の広域関東※エリアでは、日本人

国内旅行による訪問者数が延べ 3 億人超で全旅行者の 36.2％を占めており、その観光消費額

も約 6.3 兆円と全体の 29.0％を占めていた。 

ただし、その過半数は東京、神奈川、千葉の 3 都県に集中しており、エリア全体の観光振興

の観点から、他地域への周遊促進が課題と言える。 
※広域関東：福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県、

新潟県、長野県の 1 都 10 県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、訪日外国人消費動向調査によると、コロナ禍

前 5 年間の訪日外国人旅行者の消費額の伸びは、関

西エリアや中部エリアに比べ低くなっており、訪日外

国人旅行者の消費の取り込みの面で課題があったと

言える。 

 

 

 

 

２） アフターコロナの動向 

コロナ禍で国内旅行は大きく低迷したものの、国の全国旅行支援などにより、2022 年の日

本人国内延べ旅行者数は 4 億人超となり回復傾向にある。また、訪日外国人旅行者に関して

も、昨年10月からの入国者数の上限撤廃、短期滞在者のビザ免除等によって回復傾向にあり、

さらに本年 3 月から中国に対する新型コロナウイルスの水際対策が緩和されたことから、今

後は最大の訪日旅行者数を占めていた中国からの来訪も復活してくるものと想定される。 

 

  

都県別訪問者数（万人） 
旅行･観光消費動向調査 2019 

都県別旅行消費額（億円） 
旅行･観光消費動向調査 2019 

広域連携 DMOエリア別外国人消費指数の推移 
（2015=100とした場合の相対値） 
訪日外国人消費動向調査 2015-2019 

全国に占める広域関東の訪問者数（万人） 
旅行消費額（億円） 

旅行･観光消費動向調査 2019-2020 
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７-２-２ 広域関東観光のポテンシャル 

 

豊かな山海の自然に囲まれている広域関東エリアには、国内有数の観光地や温泉地、江戸文

化が花咲いた歴史・文化のほか、まだ知られていない地域資源も含めコンテンツが豊富にある。

また、エリア内には高度に整備された鉄道・バス・高速道路ネットワークがあり、東京を起点

にすればほとんどの観光地に２～３時間程度でアクセスできる環境にあり、周遊観光のポテン

シャルは高い。 

さらに、国内を代表するゲートウェイである成田・羽田の国際空港があり、訪日外国人旅行

者の誘客にも有利である。 

 

７-２-３ 広域関東における観光推進の方向性 

 

域内に潜在する地域資源を磨き、ブラン

ディングすることで、情報発信力を高め、

国内外の多くの方々に認知され、訪れても

らい、そして体験（消費）してもらう。そ

してその評価がさらにブランド価値を高

め、さらなる来訪を促す、そういった循環

を目指す。 

そのためには、域内全体が意識を共有で

きるブランディングが重要であり、長期的

な取組により広域関東に浸透させていく。 

 

・広域関東における観光資源の総合的な

イメージづけ（ブランディング）を図

ることを目的として、地域ごとの観光

資源を共通のテーマとストーリーで結びつけ、トータル的な発信力の強化につなげること

が重要である。 

 

・文化遺産や自然環境へ配慮しつつ、観光経済が融和した持続可能な観光を目指しながら、

広域関東エリア全体、津々浦々への周遊拡大、観光消費額の増大といった循環を形成する

ことが重要である。 

  

広域関東における観光推進の方向性 
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７-２-４ 広域関東の新たな観光振興策「江戸街道プロジェクト」 

 

広域関東観光のブランディングに向け、他との差別化やマーケティング優位性につながる統

一的なイメージ戦略として、このエリア形成の礎となった江戸時代に焦点をあて“江戸街道”

をブランディングのキーワードとする取組を推進する。 

江戸街道プロジェクトは、各地それぞれで取り組んでいる活動やそれに関わる方々が、江戸

街道にまつわる歴史や文化、あるいは食などで連携することで、地域をより一層活発にし、魅

力発信力を高め、そして来訪と観光消費の促進につなげる取組である。 

 

１） 目的 

旧宿場町等を起点に地域資源を散策する観光スタイルを広めていくことで、持続可能な地域

経済への寄与と来訪者の健康増進につなげる。 

また、街道を活用することで、都県・基礎自治体・登録ＤＭＯ・候補ＤＭＯ・観光事業者・

交通事業者・地域事業者・金融機関等、関係者間での連携が容易となり、自治体の境界を越え

た連携を図る。 

 

２） ターゲット 

第一ステップとして、歴史好き女子（刀剣、神社仏閣、御朱印、仏像、城等）、健康志向の

高齢者、車や鉄道、自転車を利用するユーザー等の国内観光客をはじめ、日本の伝統文化や歴

史に関心のある欧米豪市場を主な対象に展開しつつ、そこから発信される様々な地域資源の魅

力的な情報をフックに、次のステップでは多様な国内旅行者と訪日外国人旅行者に対象を広げ

ていく。 

 

３） 取組の概要 

・日本橋を起点とする五街道とその枝道として整備された脇往還を中心としたそれぞれの街

道沿いに豊富に点在している歴史的な観光資源、食や文化などの魅力的なコンテンツを再

編集し、広域関東を「江戸街道」という統一テーマでブランディングすることで、効果的

に国内外へ発信し誘客促進を図る取組を支援する。 

・地域の特性を活かしながらＤＭＯ等が稼げる仕組みづくりを支援する。 

 

４） 期待されるメリット 

・広域での取組ができるため、各地域が持つ長所（観光地としての強み）を最大限に引き出

しながら、互いの短所（観光名所だけでなく観光に必要なインフラ等）を補うことができ

る。 

・江戸街道は地理的に鉄道路線や主要道路等に沿っており、旅行者の動線に合わせ、関係者

間での連携が取りやすい。 

・インバウンドに向けては、都県の枠を超えた統一テーマでの発信により地域一帯を強く印

象づけることができる。 
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７-２-５ 「江戸街道プロジェクト」の基本方針 

 

１） 位置づけ 

本ビジョンは、江戸街道プロジェクトを 2024 年度までに広域関東における効果的な施策

とするために、エリアにおける観光関係団体等による「街道を活かした積極的な取組」を促す

ための方針についてとりまとめたものである。 

 

２） 取組 

① 連携の契機となる街道ごとのストーリー設定 

地域資源を名称や写真に加え、他との違いや潜在価値等でストーリーとして可視化すること

は、その魅力の磨き上げになる。とりわけ知名度がまだ高くない地域資源ほど、あまり知られ

ていないが故に、その魅力を磨くことは消費者の来訪意欲を促すために重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆街道のストーリーを通じてまちの「あらたなにぎわい」を創出する 

既存事例の紹介 ～まちなか西国街道推進協議会～ 

・広島駅周辺から平和記念公園の間では原爆で街そのものが一度破壊されていることもあ

り、一見して旧街道として認識するのは難しく、それゆえ広島の人々にすらよく知られ

ていない。しかし、広島の歴史を紡いできた西国街道には、今も当時の面影を色濃く残

す景観やそこに暮らす人たちがいる。 

・まちなか西国街道推進協議会は、広島市中心部の東西の核である両地区の賑わいを都市

全体に広げることを目的として活動。広島市とも連携しつつ、西国街道を復興させる。 

 

 

まちなか西国街道の 

ロゴマークのステッカー 

広島市内の旧西国街道 

まちなか西国街道の 

ロゴマークを使ったマンホール 

道路整備における西国街道の可視化 
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② ロゴマークの活用と展開による気運の醸成 

国内外を問わず幅広く知ってもらえるように、また各地域で一緒に取り組む方々が江戸街道

プロジェクトの目的、理念、想いをひとつにできるように、ロゴマークを掲げる。この旗印の

もと、国内はもとより今後増加が期待される訪日外国人旅行者にも自信と真心をもって私たち

が暮らす地域の歴史や文化、自然といった古くて新しい魅力を発信し、多くの来訪者から共感

や信頼感を得られるようなブランド価値の醸成につなげる。 

 

 

③ ニーズとターゲットに対応したプロモーションの推進 

すでに宿場巡り・街道歩き等の街道観光に興味がある方は、自らそれらに関する情報を探し、

得て、現地を訪ねるが、そうでない方々、特に若い方たちは街道という言葉も、その沿線地域

に何があるかも知らない場合が多く、結果、情報を探そうという行動に至っていない。 

したがって、そういった方々にも刺さる情報を掘り起こし、如何にして情報を届けるかが課

題である。そのため、フックとなる魅力的なコンテンツとして、例えばご当地ごとの食・グル

メ・江戸フードに着目して「街道観光」を磨き、それを伝えるWEBサイトを整備し、それと

合わせて多くの方々をインターネット検索に向かわせるきっかけになるようなプロモーショ

ンが必要である。 

昨今、若い人を中心に SNS で情報を得ている人が多いことから、情報媒体の入り口として

SNS を活用したプロモーションを推進する。 

 

  

◆江戸街道のロゴマーク（案） 

■ロゴマークに込めた想い 

街道ブランドによってこれからも様々な歴史を結ぶことを象徴

的に表現するため、世界を表す円環と５色の街道により構成さ

れるデザインとしました。 

濃い色から広がる 5色のラインは、地域それぞれの特色ある

営みが詰まった歴史から未来に向け発展していく姿をイメージ

し、円環の２色は広域関東の山、大地、そして海を表します。 
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◆街道観光に関心がある人の多くは機会があれば実際に旅行してみたいと考えているが、 

実際に旅行したことがある人は半数を下回る。 

関東運輸局調査事業 ～街道観光に関する WEBアンケート調査～ 

・街道観光に関心があると答えた人を対象にした調査でも、街道観光への訪問意向は 8 割

超と高いものの、実施に街道観光に行った経験がある人は約半数で、掘起こしが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・街道観光のイメージについて、年代の違いが比較的大きい項目は「古い町並みを活用した

まち歩き」（若年層で少なく、年齢が高くなるほど多くなる）と「グルメ」（30代以下

で多く、年齢が高くなるほど少なくなる）であった。 

 

 
 

◆若者へのアプローチには、食、体験、ゲーム感覚を 

関東運輸局調査事業 ～街道観光に関するグループ・インタビュー調査～ 

・跡見学園女子大学の学生を対象としたグループ・インタビュー調査では、地域資源を活用

しているカフェや工芸品店の紹介など、あまり知られていない情報にも関心があることが

挙げられた。 

・地域への来訪や地域内の周遊を呼びかける際には、若者も参加できるイベントなどを通じ

たものが望ましく、その訴求には SNSの活用が挙げられた。 
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街道観光に関心がある回答者のうち

今後、街道観光に行く意向の割合 
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④ 既存の街道関連団体との協働と連携組織の拡大 

広域関東には、すでに宿場町や街道を軸に街並み保全や地域振興に取り組んでいる団体があ

る。これらの既存活動団体と連携して取り組むことで江戸街道プロジェクトの取組を効果的か

つ加速的に進める。 

また、本プロジェクトの目的の一つである地域の散策促進や健康増進といった観点から関連

団体と連携を図ることも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 地域の取組や人材育成に対する支援 

宿場町であった地域でも、現在そこに暮らす人々が宿場町であった歴史を知っているとは限

らない。また、それを知っていたとしても、街道や宿場といったテーマで観光振興において何

から取り組めばよいか分からないケースも多い。 

そこで、本プロジェクトでは、様々な有識者と連携し、街道観光振興を検討する地域に向け

て専門家の派遣を行い、地域資源化の取組の相談やこれを支える地域の人材教育の支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆宿場町ごとに「御宿場印」を販売することで、「線」として街道観光を促進する仕掛け

を打ち出す 

既存事例の取組紹介 ～御宿場印プロジェクト～ 

・「コロナ禍における地域経済活性化」の想いを抱く 

各地の信用金庫、観光・NPO 団体と協力し、日光 

街道および日光西街道を来訪した証しとして、「日 

光街道・日光西街道 御宿場印めぐり」と銘打って 

「御宿場印」を販売。 

・活動から 2 年で 1,000 枚以上の御宿場印が販売 

され、周遊の契機となっていることが窺える。 

◆地域への街道振興策の機運醸成 

関東運輸局の取組紹介 ～専門家派遣事業～ 

・これまでも街道観光に関する様々な取り組みはあるもの 

の、悩みながら模索してきた地域も少なくない。 

・関東運輸局が窓口となり、地域からの相談に基づいて、 

対応する課題への解決を目的に専門家の協力を得ながら 

地域の活性化を支援した。 

・地域の何に取り組めばよいか、どのように PR すれば 

よいかなどの疑問に対して専門家によるアドバイスを 

送った。 
ルース・マリー・ジャーマン様を招いて 

川越で開催した専門家派遣事業 

足立成和信用金庫を中心に各地域の信用

金庫ネットワーク等と連携して「線」として

つないだ日光街道の御宿場印一覧 
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⑥ 実証事業の実施によるモデル事例の構築 

関係者が連携し知恵を出し合って地域固有のストーリーで磨き上げた観光コンテンツも評

価をするのは消費者である。したがって、造成した観光コンテンツを稼げる商品とするために

は、消費者による評価検証、課題の洗い出しと改善を予め行う実証事業も一つの手段である。

その結果をお互いで共有し、参考にしながら各々のストーリーづくりに活かすこともできる。 

本プロジェクトでは、そういったモデル事例を共有できるプラットフォームを構築して、各

地域の取り組みを支援する。 

（※プラットフォームについては、後出の「８」を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆地域の取組を支える人材の育成の重要性 

既存事例の紹介 ～株式会社まちづくり越谷～ 

・越谷を集客交流（観光交流）都市とすることを目標とし、 

「地域を担う優れた人材を輩出すること」「地域ならでは 

のビジネスを創出すること」を目的に活動。 

・現在の越谷市では「越ケ谷宿の雛めぐり」など宿場を活か 

したイベントはあったものの、観光地の名所は多くはない。 

しかし、宿場町の歴史を通して古くから伝わる「技」・ 

「生業」は多く隠れており、そういった掘り出しをまちの 

人々が行う。 

・失敗の経験を恐れず、まちの人々が自分で考え生み出す 

ことを重視、塾を通じて学んだ人材が「越谷技博」など 

イベントを通じて成果を発揮している。 

㈱まちづくり越谷が中心にとなって

活動するこしがや「まち未来創造塾」

では、幅広い年代が参加 

◆旅行会社と地元をつなぐ実務的な情報共有環境を整えることが求められている。 

関東運輸局調査事業 ～旅行会社ヒアリング～ 

・地域のイベントを商品に取り入れるためには、少なくとも開催の 3カ月以上前に情報が

ないと組み込めない。早い段階から情報提供があるとよりよい企画ができるがそういっ

た情報を吸い上げる体制がない。 

・商品造成を企画する際に、「パンフレットに使用する画像やその許諾の申請先」、「来

訪者にどこで付加価値を見せるポイントの相談先」など、造成側がお客様に喜んでもら

えるポイントや活用できる宣材について相談できる実務的な窓口（集約先）にアクセス

できるよう、広域関東内で窓口情報が分かりやすく整理・共有されることが望まれる。 
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⑦ 補助金等を活用したコンテンツ造成等の推進 

観光庁では、新型コロナウイルスで大きな打撃を受けた日本の観光産業の本格的な復興に向

け、観光再始動事業やインバウンドの地方誘客や消費拡大に向けた観光コンテンツ造成支援事

業（ともに令和 4 年度第二次補正予算）、令和 5 年度では新たな交流市場の創出事業等々の

支援を進めている。 

それぞれの地域での取組が、当面の地元負担を抑えつつ、将来的に稼げる観光商品づくりに

チャレンジすることも可能であり、江戸街道プロジェクトに位置付けて後押ししていく。  

 

 

 

 

 

 

  

◆観光庁看板商品創出事業を活用したコース造成の取組 

既存事例の紹介 ～一般社団法人平塚市観光協会～ 

・平塚は東海道の宿場町であったことや徳川家康が駿府と江戸の往復で立ち寄った御殿や

鷹狩り、お酢街道など多くの歴史遺産はあるが、全国的に知名度が低い。 

・平塚市観光協会を中心に観光庁事業を活用し 

て、家康が平塚で食べていた食の開発・販売 

を行い、地域イメージの再構築と地域への集客 

の取組を実施した。 

 
観光庁看板商品創出事業を活用し 

市内の複数の飲食店が開発した 

「家康弁当」 



 

157 

⑧ フォーラム等の開催による認知度の向上 

広域関東が「江戸街道」を掲げて取り組むことはまだ十分に知られていないため、広域関東

の総合的なイメージ付け（ブランディング）を図るためには、本プロジェクトの存在意義を高

め、内外に発信し、より多くの参加を募って活動を活発化することが求められる。そのために

は、地域全体をトータル的な情報発信とさらに多くの協力者を得ていくことが課題である。そ

のため、立ち上げ段階からプロジェクトの露出を高めることが重要であり、セミナーやシンポ

ジウム等を積極的に展開していく。 

こうした露出機会は、新聞等のマスコミからの注目を集めることから、広域関東が一体とな

った取組であることを広く発信していくことができる。 

 

 

 

  

◆「江戸街道プロジェクト」の認知を広げるためのシンポジウムと街道をテーマとした

観光振興の取組について 

関東運輸局事業 ～シンポジウム・セミナーの開催～ 

・「江戸街道プロジェクト」として進めるにあたり、地域の認識や街道観光への意識は

まだ低い状況にある。また、コロナ禍で疲弊した観光について、新たに取り組むにあ

たり、近年はプロフェッショナルを対象にしたモノが多く、これから観光振興に取組

むような地域を含めて企画された開催は少ない。 

・これらの状況を踏まえ、有識者からの意見を踏まえてプロジェクトの意義と目的を広

く多くの方に理解してもらうシンポジウムを開催した。 

・また、街道観光を積極的に取り上げた観光振興のイメージをつくるセミナーを開催

し、参加者の何をどのように取り組んだらいいかといった疑問に各回講師の有識者が

助言をおこなった。 

 

令和４年 7月、日本橋で開催した 

江戸街道プロジェクトシンポジウム 

令和 5年 1月より全 6回で開催した 

街道観光実践オンラインセミナー 

（第一回「観光資源のみつけ方」㈱リクルート 高橋氏） 
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８．次年度の進め方の検討 

８-１ 検討方針 

次年度には、『江戸街道プロジェクト』方針に示されたロードマップを前提にしつつ、本事

業の結果を踏まえた「誘客に繋がる具体的な事業を実施、効果と課題を把握」といった実証業

務を想定しており、本業務にてその仕様及びスケジュール等を検討する。なお、上記に加え、

行政連携事業の情報及び補助金活用情報を提供する環境の構築についても検討する。 

 

＜着眼点＞ 

・令和４年度（本事業）の成果を活用したプロジェクトが地域活性化に寄与するエビデンス

をもって地域へ周知する取組みの企画 

・令和６年度を見据え、地域による取組みの創出に向けた支援をするための企画 

 

＜江戸街道プロジェクトのロードマップに示された項目と仕様作成の項目＞ 

■実証事業 

・活用可能な国の事業等、積極的な応募を促す事業の想定 

・募集要件 

・実施期間 

■プラットフォームの整備について 

・具体的なイメージの構築 

  ⇒ [例] SNS を通じた『江戸街道』情報の双方方向環境の整備 

    （イメージ）情報発信、ファンコミュニティの仕組み構築 等 

■キャッチコピーの普及促進 

・参考事例の整理 

・ブランド化に向け、認知向上の取組み、シンボルマークの使用許諾の整備などを検討 
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８-２ 検討結果 

１） 次年度事業案 

アプリを活用した街道観光促進に関する事業を想定。 

 

＜仕様イメージ案＞ 

①ウォーキング誘導アプリ（歩くとわかる、ここだけのレア情報。近づいたら画面ポップアッ

プで紹介） 

②旅行者による魅力発信・投稿機能アプリ（推し情報を写真、コメント、ハッシュタグで発信） 

③デジタルクーポン・アプリ（近くの商業施設などへの立ち寄りを促す） 

④AR／VR などの活用（情景が浮かび上がる、当時の様子や風景とのリンクなど） 

 

２） スケジュール 

本プロジェクトのロードマップを以下に示す。 

 

 
 

図 ８-２ .1 江戸街道プロジェクト実施方針(案)ロードマップ 

 

 

３） 補助金等の情報 

表 ８-２ .1 補助金等の情報（一例） 

所菅官庁 支援事業 

国土交通省 観光庁 持続可能な観光推進モデル事業 

国土交通省 観光庁 広域周遊観光促進のための観光地域支援事業等 

国土交通省 観光庁 将来にわたって旅行者を惹きつける地域・日本の新たなレガシー形成 

経済産業省 面的地域価値の向上・消費創出事業 

国土交通省 観光庁 観光再始動事業 

国土交通省 観光庁 新たな交流市場の創出事業（第２のふるさとづくり、ワーケーションの推進） 

国土交通省 観光庁 持続可能性を核とした日本ならではの世界的価値の創出事業 

国土交通省 観光庁 インバウンドの地方誘客や消費拡大に向けた観光コンテンツ造成支援事業 

国土交通省 観光庁 地域観光資源の多言語解説整備支援事業 

国土交通省 観光庁 地域一体となった観光地・観光産業の再生・高付加価値化 

国土交通省 観光庁 ポストコロナを見据えた受入環境整備促進事業 

文部科学省 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業 

国土交通省 観光庁 歴史的資源を活用した観光まちづくりの推進 

文部科学省 文化庁 文化資源を活用したインバウンドのための環境整備 

文部科学省 文化庁 文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光推進事業 
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４） 推進体制づくり 

本プロジェクトの出口戦略は、江戸街道と

いうプラットフォームで広域関東の観光にお

けるブランド価値を高め、維持し、地域が自立

して持続可能な観光で稼げるようになってい

くことである。 

そのために、地域の観光コンテンツや街道

プロモーションツールを集約し、広域関東に

おける街道観光の情報発信を一元提供できる

環境を構築するとともに、関係者が無理なく、

できる体制をつくる。 

 

●B to C：一方向な情報発信にとどめず、双方向ファンネットワークの仕掛けづくり 

 

●B to B：地域の関係者が繋がる場としての機能構築 

 

 

 

 

 

 

プラットフォームの活用による推進体制イメージ 



 

 

 

 


